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それがるうるの支配魔術イレギュラー




Game 6：リライト・ニュー・ワールド








土屋つかさ





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──るうるが俺に駆かけ寄ろうとする。

「いやああっ！　言っちゃ駄だ目め！　駄目なのおっ！　タマキィ！」

　俺は、目を閉じて、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。

「《犬海丸という人間は、本来存在しない》」

　さようなら、みんな。




　ぱ──







　章前　告解







　犬いぬ海かい丸たまきは、白い部屋の中にいた。

　今さっきまでも似たような色の部屋にいたが、そことは様子が違ちがうようだった。

　まず、部屋の広さがよく分からない。

　トイレの個室のように狭せまくも思えたし、どこまで行っても壁かべが見えないようにも思えた。

　天てん井じようも、頭のすぐ上にあるようにも、無限の彼方かなたで霞かすんでいるようにも見えた。

　膝ひざを曲げているので椅い子すに座っている筈はずだけど、お尻しりにはなんの感かん触しよくも無かった。

　ただ、有限で無限な白の世界だった。

　視線を動かそうという考えも浮うかばず、犬海丸はまっすぐ前を向いていた。

　心に思った事は一つ。

（ああ、俺、死んだのかな）

　ついさっき、犬海丸は一つの魔ま術じゆつを破った。

（あれは、自じ殺さつって事になるのかな）

　まるで他ひ人と事ごとのように感じている。

　どうも、頭がふわふわしていて、上う手まく考える事が出来ない。

（あれ、でも、俺って元はぬいぐるみだった訳だよな。とすると、ぬいぐるみに戻もどったのかな？）

　顔を下に向けるか、両手で自分の体を触さわれば、今の自分が人間なのか、ぬいぐるみなのか、あるいはもっと別の何かなのかを確かく認にん出来る。

　けれど、どうしてか、それをする気にならない。

　頭の中に、ずっと霧きりが立ちこめているようで、体を動かすとか、何かを考えるという思考すら生まれなかった。

　視線はまっすぐに前。どこにあるのかも分からない壁を見つめている。

　時間の経過も良く分からない。ここに来てからまだ数秒しか経たっていないようにも、何十時間も経ったようにも思える。

（死ぬっていうのは、こういう事なんだろうか）

「いや違うよ。少なくとも、まだ君は死んじゃいない」

　急に耳元で囁ささやかれ、体がびくっとしてしまう。

　その途と端たん、頭の中を覆おおっていた霧のような物が、さっと晴れた気分になる。

　ぶらんと下げていた手も動くようになり、自分の体を触ってみる。

　人間だ。少なくとも、人間の形をしている。

　声をかけてきた相手は、犬海丸の後ろから現れ、前に立ち、そこに座った。そこに椅子があるようには見えなかったけど、格好は、確かに座っていた。

　男は犬海丸に笑いかける。

「ここに来ると、最初はみんなそうなる。現実感が消失するのかな。何を現実とするかなんて、その人次し第だいなのにね」

　この言い回しには聞き覚えがある。改めて男を見ると、その顔にも見覚えがあった。

「野の口ぐち、さん？」

　犬海丸がジェットコースターで気分が悪くなり、ベンチで休んでいた時に現れた男性。確か名前は、野口真ま夏なつ。

　細ほそ面おもての顔を隠かくすように伸のばした髪かみ。少しウェーブのかかった毛先が肩かたまで伸びている。

　薄うすい緑色のスーツを着たその男性は、犬海丸の言葉に、子供のような笑え顔がおを見せた。

「その名前を覚えてくれていたとは光栄だね。三秒で考えた名前なんだけど」

「三秒？」

「名めい刺しを良く見てくれよ」

　野口は細長い指で、犬海丸の右手を示す。視線をそちらに向けると、いつの間にかそこに名刺が一枚、握にぎられていた。

「あれ？　これ貰もらった筈だけど、いつの間にか無くなっていたような……」

　また頭がぼんやりする。男はもう一度微笑ほほえむ。

「物体の所有権についての議論は、それはそれで面おも白しろいんだけど、残念ながら、ちょっと仕事が立て込んでいてね。ほら、見てごらんよ」

　犬海丸は右手を持ち上げて、名刺を見る。そこにはアルファベットが並んでいた。




　ＮＯＧＵＴＩ　ＭＡＮＡＴＵ




「ようやく、この時が来た」

　男の言葉と共に、小さな紙し片へんの上でアルファベットがぐるぐると回りだし、並び変わり、やがてまた一つの文字の列になった。犬海丸はそれを見て、目を見開く。




　ＭＩＮＡＴＯ　ＴＵＮＡＧＵ




「みなと……つなぐ？」

「そ。それが本当の名前。僕はるうるの兄の水み那な斗と繫つなぐだ。これは噓うそじゃないよ」

　言われてみれば、その端たん整せいな顔立ちは、男性なのに、水那斗るうるに良く似ていた。何故なぜ、ルークスワールドで出会った時、気づかなかったのだろう。

「え……あ……」

　犬海丸は驚おどろいて思考がまとまらない。水那斗繫は笑って、

「言いたい事や文句の類たぐいも色々あるだろうが、さっきも言ったように今は時間が惜おしい」

　と、早口で言った。

「犬海君。君は確かに魔術を破った」

「あ、はい……」

「しかしね、君が破ったのは、果たしてどんな魔術だったのかな？」

「え？　いやそれはもちろん、俺は本来ぬい──」

「待った」

　水那斗繫が手を挙げると、犬海丸は何故か続きを喋しやべる気を無くした。

「余計な発言をして、更さらに状じよう況きようを悪化させるのは良くない」

　手を下ろし、膝ひざの上で指を組むと、水那斗繫は静かに言った。

「僕達は言葉を操あやつる。人と人とが意思を疎そ通つうさせる為ために、言葉は絶対に必要な物だ」

　水那斗繫が急に喋り始めた内容が、犬海丸には理解出来なかった。彼は続ける。

「ところがね、人間が曖あい昧まいな存在であるのと同じように、言葉というのもまた曖昧な物なんだ。ましてや、それによって破られるような魔術は、更に曖昧な存在なんだよ。分かるかな？　世界は本来曖昧だし、だから魔術も曖昧なんだ」

「分かるかな」と言われても、さっぱり分からなかった。

　犬海丸が黙だまっていると、水那斗繫は少しだけ身を乗り出し、こちらを見つめた。

「良く聞いてくれ犬海君。君は確かに魔術を破った。しかし、それは君が考えた通りの魔術を破った訳では無いんだ。そうではない、筈なんだよ」

「俺が考えた通りの魔術を破った訳じゃない……？」

「そうさ」

「それは一体どういう──」

「けれど、魔術を破ったという事実は間ま違ちがい無い」

　犬海丸の言葉を遮さえぎって、水那斗繫は喋り続ける。

「ただ、僕の方でちょっと細工をさせてもらった」

「細工？」

「目を閉じて、耳を澄すませてごらん。何か聞こえてこないかい？」

　言われるままに、犬海丸は目を閉じた。

　すると。

　耳の奥で、小さな残ざん響きよう音が鳴っている事に気がついた。

　より正確には、鳴り続けている事に気がついた。

　それはまるで、耳の奥でとても硬かたいシャボン玉が割れて、そのまま割れ続けているような音だった。

「君は魔術を破った。ただし、今はまだ途中なんだ。魔術を破り終えるまでのね」

　注意深く耳を澄ますと、その残響音はずっと耳の奥で鳴り続けていた。

「その魔術が今すぐ破れてしまうと、とても困った事になる」

「困った事？」

「そうだよ。どうして君がそんな事に気づかなかったのか、僕は不思議でしょうがない」

　水那斗繫は目を閉じて小さく首を振ふる。そして、「いいかい」と指を一本立てる。

「もし君が思っていた通りに魔術が破れたら、どうなる？」

「……俺は、消える。本来存在しなかったんだから」

「その通りだ。そうしたら、るうるはどうすると思う？」

「──っ！」

　犬海丸はハッと息を飲み込む。水那斗繫は満足そうに頷うなずく。

「そうだ。彼女は今度こそ世界を作り直すだろう。犬海丸が存在する世界をね」

「俺のせいで……るうるが、世界を……」

「そうだ。彼女は君の為に、自分が世界災さい厄やくの魔ま女じよである事を証明してしまう。それはとてもよろしくない。というか、それをさせない事が、僕の使命なんだからね」

「使命？」

「ああ、まあそれはまた別の話だ。言っただろ？　時間が無いんだよ」

　さっきから無む駄だ話しかしていないような気がしたが、犬海丸は黙っていた。

「そんな訳で、君の魔術破りは一時停止状態にある。時間制限付きだがね」

「時間制限？」

　さっきから質問してばかりだな、と思う。

「無限に停止しておく訳にもいかない。そうだね」

　水那斗繫は腕うで時ど計けいに目をやってから、

「午後六時四十三分がタイムリミットだ。その時間になれば、一時停止は解除される。だから、君はそれまでに答えを見つけ出さなければならない」

「答えって、なんの答えですか」

「十年前、本当に起きた事がなんなのか、さ」

「本当に起きた事？　本当に起きた事って、なんですか？」

「残念ながら、分からない」

　大げさに肩をすくめる。

「仮説はある。けれど、本当に起きた事がなんなのか、僕には知りようが無い。それを知っているのは君だけだからね」

「知っているのは、俺だけ……」

　言われている事が未いまだに良く理解出来ず、犬海丸はただ彼の言葉を繰くり返した。

「そうだ。本当なら、この部屋でゆっくり検討出来ればいいんだけど、残念ながら普ふ通つうの人間はこの部屋には長居出来ないんだ。君はもうすぐ元いた場所に戻る。向こうは向こうで色々あって、君の力が必要とされるだろう。大いにその若い力を、我が愛する妹の為に発揮してくれたまえ。けれど……」

　水那斗繫は一いつ旦たん言葉を切った。

「本当に君がするべき事は別にある。十年前の真実を見つけ出すんだ。その真実が、君とるうるを救ってくれるだろう。多分ね。もしも、見つけ出せなければ……」

「見つけ出せなければ？」

　犬海丸がそう聞くと、相手は少し黙ってから、口を開いた。

「君は、今度こそ死ぬ」

　犬海丸は唾つばを飲み込んだ。

「……でも、見つけ出すって、一体、どうやって？」

「簡単だよ」

　水那斗繫は人差し指の先を、ぴっと犬海丸の額に当てる。

「ここが、全部覚えている。僕が、閉じている扉とびらを開ひらく手助けをしよう」

　瞬しゆん間かん。

「ぐあっ！」

　まるで額に何かを突つき刺さされたみたいな激げき痛つうが襲おそい、犬海丸は思わず椅い子す──のような感かん触しよくの物──の後方にのけぞり、そのまま床ゆかに落ちた。

　床は無かった。

　右手で額を押さえた格好のまま、犬海丸は落下を始める。

　頭上に、水那斗繫の姿が見えた。

　彼は笑いながら叫さけんだ。

「るうるの事、頼たのんだよ！」

　声は一いつ瞬しゆんで遠くなった。

　視界が今度こそ真っ白になったまま、犬海丸は落下を続ける。

　額には、なんの傷きずも無かった。

　右手を見つめながら、ぼんやり考える。

（俺は、るうるに世界を変えさせようとしていたのか）

　犬海丸の体はぐんぐん速度を上げながら、落ちていく。

　白い空間が、徐じよ々じよに暗くなっていくのが分かった。

（ごめんな。それだけは、させないつもりだったのに）

　やがて周囲が暗くなってゆき、犬海丸の意識も遠のいてゆく。







　第一章　逃亡







　──どこか、遠くに行っていたような気がする。

　ゆっくり目を開けると、るうるが涙なみだをぼろぼろ流しながら俺に突とつ進しんして来るのが見えた。

　るうるが頭から俺の腹に突っ込む。




　どむっ。




「ごふっ」

　腹部に鈍痛。かなり痛い。

　るうるの勢いは止まらず、俺は押し倒たおされるように床に転がった。その上にるうるが覆おおい被かぶさる。

　ふわふわの髪かみが床に広がった。

　痛みと重さで動けずにいると、俺の上に覆い被さったるうるが、ゆっくりと起き上がる。

　るうるは大きな瞳ひとみで俺の顔を不思議そうに見下ろした。涙は止まっていた。

　パチパチと瞬まばたきをしてから、小さな唇くちびるが開く。

「タマ……キ？」

　一瞬答えに詰つまる。けれど、他ほかに答えようが無かった。

「……ああ」

「消えなかった……の？」

「……そう、らしいな」

「……」

　大きな瞳が、ぼんやりと俺を見つめる。

　その瞳に、じわっと涙が浮うかび、透すき通った玉になった。




　ぽたっ。




　涙が俺の胸に落ちて、シャツに吸い込まれる。

　すぐにるうるの顔は怒いかりに歪ゆがみ、ぼろぼろと涙がシャツに零こぼれ落ちる。

　るうるは俺を睨にらみ付け、叫んだ。

「バカァッ！」

　そして、小さくて細い二本の腕うでで、俺の胸を叩たたいた。

「なんで自分で自分を消そうとしたのっ!?」

　るうるはうつむいて、表情を隠かくして、ぽこぽこと叩き続ける。

「そんな事しちゃ駄だ目めなんだから！」

　どれだけ叩かれても、たいして痛くは無かった。

　けれど、るうるの拳こぶしが胸に当たる度たびに、心がぎゅっとなって、それが、苦しかった。
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「勝手にいなくなるなんて、許さないんだから！」

　小さな両手が、拳を握にぎったまま胸に押しつけられる。

　顔は見えないけど、ずっと泣いているのが、俺には分かった。

「わたしを、置いていかないで……」

　絞しぼり出されるような声。

「わたしを、もう、一人にしないでよお……」

　そうだ。

　なんで俺はそんな事すら気づかなかったんだろう。

　俺が消えたら、またるうるは一人になっちゃうじゃないか。

　何があっても、側そばにいるって約束したのに。

　馬ば鹿かだ。俺は。

　右手を持ち上げ、るうるの頰ほおに手を当てる。

「悪かった。ごめん」

「……１０００ptポイント、ダウン」

「ははっ、挽ばん回かいするのが大変だ」

　俺が笑うと、るうるがちょっとだけ顔を上げる。不安と喜びが50％ずつ滲にじみ出た、俺が大好きな、大きな二つの瞳。

「……タマキイイイイイッ！」

　そう言って、るうるは前に倒れ込み、俺の首筋に抱だきついた。

「消えなかった！　タマキ消えなかった！　良かったよおおぉぉおお！」

　るうるが叫ぶ。いつに無い感じのハイテンションさで、かつ、涙なみだ声ごえだった。

　俺はるうるの頭の後ろに手を回し、抱だきかかえるように体を起こした。

　そして、至近距きよ離りのるうるを見つめる。泣きすぎて真っ赤になった大きな二つの瞳が、俺を見つめ返す。

　その瞬間。

　俺は目の前にいる女の子が、たまらなく愛いとおしく感じて、

　抱きしめたい衝しよう動どうに駆かられて、

　右手が自然にるうるの肩かたの後ろに伸のびて──

「お取り込み中悪いんだけど、状じよう況きようを説明してくれないかしら、犬いぬ海かい？」

　──そこでようやく、すぐ横に座り込み、ジト目で俺を睨んでいる御み剣つるぎに気づいた。

「うわわ！」

　慌あわててるうるの両りよう肩かたを押して距離を取ろうとするも、るうるは俺の太ももの上にでんと座っていて、動こうとしない。

「えー、もっとぎゅーってするのー」

「いいからどけ！」

「犬海が理性を制せい御ぎよ出来る男子高校生で助かるわ」

　御剣が呆あきれたようにため息をつく。

　なんか似たような会話を前にもした気がするな。

「……あ」

　思い出した。春、るうると会ってすぐの頃ころだ。

　あの時は、るうるの方がこの世界からいなくなろうとしていたんだった。

　そうだ。俺はあの時知ったんだ。置いていかれる方のつらさを。

　なのに、そのつらさを今度はるうるに味わわせようとしたんだ。

　うん、やっぱり、どうかしてた。

「タマキ？」

　るうるが小首をかしげて俺を見ている。

「考え事してた。とりあえず、どいてくれ」

　るうるはなおもぐずっていたけど、こくんと頷うなずいて横にどいた。二人で立ち上がる。

「タマぴょん！」

「犬海君！」

　碓うす氷いと小こ春はるさんが駆け寄って来て御剣の横に並んだ。二人とも不安そうな顔をしている。

「ごめん、みんな、心配かけて」

　少し離はなれた所で、月つき城じようさんが腕うで組ぐみして俺をじっと見ていた。その顔には、困こん惑わくが浮かんでいるように見えた。その後ろには、田た賀がが倒れていた。両手を後ろ手に縛しばられていて、気絶しているようだった。

　御剣が暫しばらく俺をじっと見た後、大きく息を吐はいた。そして、呆れ気味の笑え顔がおになる。

「どうやら、生きてるみたいね」

「そう、らしい」

「けれど、どういう事なの？　あんたは魔ま術じゆつを破ったんじゃないの？」

「その筈はずなんだけど……」

　立ち上がると、なんだか頭がふわふわして落ち着かない。

　俺自身、今、何が起きたのかを理解していない。

「すまん、俺にもよく分からん。ちょっと整理させてくれ」

　頭の中で、何かの音が響ひびいているような気がする。右手を首筋に当てながら、俺はぐるりと周りを見み渡わたした。

　真っ白い空間。レビクシの光教団のアジト跡あとだ。田賀は「聖域」と言っていた。

　足あし下もとには、ホコリをかぶったビニール袋ぶくろと、クマのぬいぐるみが落ちていた。

　ぬいぐるみの胸には「ＭＡＲＵ」と書かれたワッペンが縫ぬい込まれていた。

「……俺は、ここで魔術を破ったんだよな？」

「多分ね」

　御剣が答える。




「でも、何も起きなかったのよ。あんたはぱっと消える事も無く、水み那な斗とがあんたに突進して、そのままぶつかった。でもね──」

　何かを言いかけて、御剣は困ったような顔をして目を背そむける。

「でも、なんだ？」

　御剣は自分でも納なつ得とくしてないような表情で、また口を開いた。

「──水那斗があんたにぶつかる直前、あんたは、上う手まく言えないけど、なんだか『戻もどって来た』って顔をしてた」

「戻って、来た？　どこから──」

　その時、唐とう突とつに、頭の中に言葉が響いた。




　──世界は本来曖あい昧まいだし、だから魔術も曖昧なんだ──




「……思い出した！　俺は繫つなぐさんと会ってたんだ！」

「えっ!?」

　るうるが目をまんまるにして驚おどろく。

　目を閉じて、集中する。

　頭の中で、今さっき繫さんとした会話が次々と思い出される。

　同時に、




　────……イィィ……ン────




　頭の奥の方で、耳鳴りのような物が、かすかに聞こえる。

　そうだ。俺の魔術破りは失敗した訳じゃない。

　繫さんが、止めているだけなんだ。

　タイムリミットは、確か六時四十三分。

　それまでに、「真実」を見つけろ、と、繫さんは言ってた。

　その真実が、俺と、るうるを救うんだって。

　腕うで時ど計けいを見る。丁度四時になる所だった。

「……でも、真実って、なんだ？」

「ちょっと、犬海？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　考えこむ俺の顔を、御剣が覗のぞき込む。

「何かあったのね？　説明してよ」




「タマキ、お兄ちゃんと会ったの!?　ホントに？」

　るうるが服の裾すそを引っ張りながら見上げてくる。

「ああ、ええと──」

　どう話せばいいものやらと、俺が喋しやべりかけたその時、




　バタンッ！　ダダダダダッ。




　部屋に一つだけある扉とびらが勢いよく開き、警備員の格好をした人達が五人駆け込んできた。月城さんが警察手帳を広げながらそっちに向かう。

「ああ、ごくろうさま。こっちはもう終わったから、ちょっと責任者を呼んできてくれる？」

　屈くつ強きような男達は無言のまま月城さんの周りに立つ。

「ちょっと、聞いてるの？　──え、なに？　ちょっと、なにすんのよっ！」

　男の中の一人が素す早ばやく月城さんの背後に回り込み、両りよう腕うでを締しめ上げ、持ち上げる。警察手帳がポロリと床ゆかに落ちた。

「っ!?」

　突とつ然ぜんの状況に、俺達は立ち尽つくした。足をバタつかせながら月城さんが叫さけぶ。

「やめなさい！　悪いのはそっちの男なのよ！」

　けれど、周りの男達はそれを気にせず、

「行け」

「了りよう解かい」

　短い言葉の応おう酬しゆうで、男のうち二人が倒たおれている田賀の方へ走る。そして腰こしに下げたナイフを抜ぬき、田賀の手を拘こう束そくしているロープを引っ張り上げて、一気に切った。

「なっ！」

　月城さんが目を丸くして絶句する。男に肩を借りて、田賀がゆっくりと立ち上がる。

　そして、こちらを見て口くちの端はしを吊つり上げる。

「言っただろ？　このルークスワールドは、聖域を守る為ためにレビクシが作ったんだ。スタッフや警備員の中に教団員がいても、不思議じゃ無いだろう？」

　パチンと、田賀が指を弾はじく。その音に合わせるみたいに、月城さんを羽は交がい締じめにしている以外の四人の男達が、俺達五人の周りを取り囲んだ。

「ひっ！」

　小春さんが小さく悲鳴を上げて、隣となりにいた碓氷の裾にしがみつく。

「形勢逆転だ」

　田賀が勝ち誇ほこったように言う。

　るうるは、じっと視線を男達に向けていた。

「彼らは教団の為であれば、どんな汚よごれ仕事でもやってくれる」

　御剣を見た時、御剣もそっとこちらを見ていて、視線が合った。

「今度こそ、全員ここで死んでもらう」

　その視線に、何かの意志を感じた。

「構えろ」

　田賀の言葉に合わせて、男達が拳けん銃じゆうを抜き、構える。

　でも俺は、それを見ていなかった。

　御剣が、ゆっくりと手を上げ、頭の後ろに当てるのを見ていた。

　その指が、二本のかんざしにかかるのを見ていた。

　直後、さっきの御剣の視線の意味に気づいた。

「撃う──」

「うおおおおおっ！」

　俺は田賀が命令を下す前に一気に突とつ進しんし、男達の緩ゆるい包ほう囲い網もうの外に出た。そしてそのまま、月城さんを持ち上げている男に頭から飛びかかる。

「うおっ!?」

　突然の攻こう撃げきにひるみ、男は思わず腕うでをゆるめた。床に着地する月城さん。

　その時、かんざしを一気に引き抜いた御剣が叫ぶ。

「みんな目を閉じて！」

　直後、御剣を中心にもの凄すごい光が放たれる。目を閉じていても、まぶたを通して伝わってくるようだった。

「逃にげるのよ！」

　御剣の声が聞こえる。とはいえ目を閉じた状態ではどうすればいいのか分からない。

「犬海君、こっちよ！」

　急に左手を握にぎられる。声は月城さんの物だった。

　月城さんが俺の手首をぐいっと引っ張る。その方向に体が引かれ──

　──と、その時。

　頭の中に閃せん光こうが走り、意識が真っ白になった。




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




　その男の子は、自分が持っている力が、嫌きらいだった。

　まだ五歳だったけど、自分が生まれながらに持っている魔術の潜せん在ざい能力がとても高い事を知っていた。

　使い方さえ身につければ、世界有数の魔ま術じゆつ師しとして成長しうる事を知っていた。

　そのせいで、両親が彼の教育方針で対立し、家庭内が冷え切っている事も知っていた。

　話が離り婚こん調ちよう停ていまで進んでいる事は──「離婚調停」がなんだか分からなかったから──知らなかったけど、どうやらもうすぐお母さんと離ればなれになる事は知っていた。

　自分がこんな力を持っているから、お父さんとお母さんが喧けん嘩かして、お母さんとはもう会えなくなっちゃうんだという事を知っていた。

　だから、その男の子は、自分が持っている力が、嫌いだった。

　こんな力、無くなればいいと、ずっと思っていた。




　そういう訳で、目が覚めた時、知らない部屋の中にいて、どうやら誘ゆう拐かいされて来たらしいと気づいた時も、

（ああ、また、この力のせいで、良くない事が起こったんだ）

　くらいにしか思わなかった。

　男の子が連れて来られた場所には大人が沢たく山さんいて、男の子を拘束する事も脅おどす事も無く、むしろとても大切な物を扱あつかうように、いつも笑え顔がおで、そして敬語で接して来た。

　一いつ緒しよに誘拐されて来たと思われる子供が他ほかにもいて、男の子は彼らと行動を共にした。普ふ段だんは窓の無い部屋に閉じ込められて、食事の時だけ食堂に通された。どちらの部屋も、テーブルや椅い子すがしっかりしていて、出されたご飯も美味おいしかった。

　大人達は誰だれも魔ま術じゆつが使えないようだったので、男の子の力を使えば、多分逃げ出す事は簡単だったと思う。

　けれど、家に戻ったところで、部屋に閉じこもり、お父さんとお母さんが大声で喧嘩しているのを耳を塞ふさいで聞こえないようにするだけなので、逃げ出す気にもなれなかった。

　大人達の言葉の端はし々ばしから、彼らは自分を「きょうそ」にしたがっているらしい事が分かった。「きょうそ」がなんだかは分からないけど、毎日ご飯はちゃんと食べさせて、学校ではないけど勉強も教えてくれると言っていた。

　男の子には、どうでもいい事だった。家に帰りたいとも、「きょうそ」になりたいとも思っていなかった。ただ、出されるご飯を食べ、部屋でぼんやりと壁かべを見つめていた。

　何も考えたくなかった。こんな力を持っている限り、どこにいたって嫌いやな事が起きる。出来る事なら消えて無くなりたい。男の子はそう思っていた。

　誘拐されてきた子供は男の子と、男の子と同い年くらいの女の子が一人、そしてずっと年上の男の人が二人の、全部で四人だった。

　男の人のうちの一人は、いつも小さな女の子の側そばにいたので、多分女の子のお兄さんなのだろうと男の子は思った。

　もう一人の男の人は、ずっとへらへら笑っていて、何を考えているのかよく分からなかった。

　男の子は特に興味が無かったので、誰とも話さなかった。




「あなた、なんさい？」

　椅子にも座らず、壁かべ際ぎわに三角座りで黙だまっていた時、女の子に話しかけられた。

　顔を上げると、キラキラした大きな瞳ひとみが、男の子を見つめていた。

　ふわふわの綺き麗れいな髪かみが腰まで伸のびていて、まるでお人形のようだった。大きなクマのぬいぐるみを大切そうに抱かかえている姿が、また可か愛わいらしかった。

「……五さい」

　答えた途と端たん、女の子の瞳が喜びに満ちた。

「じゃあわたしがお姉さんね！　わたし六さいだから！」

　だからなんなんだと男の子は思ったけど、あまりに女の子が嬉うれしそうだったから、敢あえて文句を言ったりはしなかった。

　女の子はクマのぬいぐるみを床につけないように気をつけながらしゃがみ、座っている男の子と同じ視線の高さになった。

「わたし、るうる」

「るうる？　それ、名前？」

「そうよ。るうる。あなたは？」

「……タ、マル」

　太た丸まる。それが男の子の名前だった。正直、男の子は自分の名前が嫌いだった。それで、少しどもった答え方になってしまった。

　けれど、それを聞いて、るうるという名の女の子はよりいっそう嬉しそうな顔になる。

「この子とおんなじね！　この子もマルっていうのよ！」

　女の子はクマのぬいぐるみをぐいっと男の子の顔の前に寄せた。胸に書かれた「ＭＡＲＵ」という文字を見せたかったのかもしれないけど、男の子はまだアルファベットが読めなかった。

　というか、女の子は勘かん違ちがいをしている。男の子の名前はタマルであってマルではない。

　けれど、あまりに女の子が嬉しそうだったから、今度も、男の子は敢えて文句を言ったりはしなかった。

　それまでは、誘拐されてきた事に何も感じていなかったつもりだったのだけど、女の子の笑顔を見ていると、胸の奥がぽっと温かくなるように思えた。そう思えたという事は、今まで、胸の奥が寒かったという事だ。

　ぬいぐるみを引っ込めた女の子は、満面の笑みで、男の子に言った。

「よろしくね。マル！」




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




「犬海君!?　どうしたのっ！」

「──え？」

　瞬しゆん時じに意識が戻もどる。俺は目を閉じていて、月城さんに左手を握られている。

「行くよ！」

「あ、はいっ！」

　強ごう引いんに腕を引かれるままに、俺は走った。

　走りながら考える。

　今のは、なんだ？

　あれが、繫さんの言っていた「真実」なのか？

　後方で、田賀がわめき散らしているのが聞こえた。

「追えっ！　殺せっ！　絶対に逃がすな！　聖域の存在を知った人間を生かして帰すなっ！」

　俺は混乱しつつも、必死に足を動かし、前に進んだ。







　第二章　地図







　どこをどう走ったのかもよく分からない。いつの間にか部屋を抜ぬけ出して、俺達は全員で闇やみ雲くもに逃げ続けた。

　追っ手が来ない事、あたりに誰もいない事が分かって、俺達はようやく立ち止まった。全員が肩かたで息いきをしていた。

「──で、ここはどこなんだろうね」

　碓うす氷いが周りを見み渡わたして言う。そしてそれは、俺にも見当がつかなかった。

　聖域を出た直後は広い通路になっていて、そこから階段を上り下りしたり、いくつも扉とびらをくぐったりしたけど、一度も空の下には出ず、ずっと屋内を走っていた。

　今俺達がいる場所も、高い天てん井じように、等とう間かん隔かくに照明が取り付けられている、長い廊ろう下かの途と中ちゆうだった。壁には何本も太いパイプが走っていて、俺達は壁とパイプの間に出来た隙すき間まにしゃがみ込んで、身を隠かくしていた。

「ここは、あれね。地下空間って奴やつね」

　月つき城じようさんが指を一本立てて言う。

「地下空間？」

「テーマパークって、スタッフの移動とか、物資の輸送とか、物の行き来が凄すごく多いのね。でも、お客様に交じってポップコーンの材料とか運うん搬ぱんしてたら、夢が壊こわれちゃうでしょ。だから」

　立てていた指を横に倒たおして、パイプの隙間から通路を指さす。

　丁度、小さなトラックが一台、俺達の横を通り過ぎていった。

「地下にこういう道を作って、そこで人や物を流すわけ」

「なるほど……。と、いう事は」

　碓氷が腕うでを組みながら言う。

「僕達はルークスワールドの地下に縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされたトンネルの中にいる、って事ですね」

　月城さんが頷うなずく。小こ春はるさんが、弱々しく口を開いた。

「あのあの、これから、どうしましょう……」

　俺は、さっき頭の中を駆かけ巡った光景が気になりつつも、今後の方針を考えた。

「……まずは、甲か斐いさんと合流しないと。そして、ルークスワールドから脱だつ出しゆつしよう」

　月城さんは「そうだった、彼がいたわね」と、ため息をついた。

「私が最後に見た時は、酔よっぱらってぐーすか寝ねてたわ。薬を盛られたのかも」

「あのバカ……」

　御み剣つるぎが眉み間けんを押さえる。俺は月城さんに聞いた。

「月城さんは、甲斐さんがどこにいるか分かりますか？」

「エントランスエリア近くにある、ＶＩＰ専用のクラブよ。地上に出れば場所は分かるわ。ただ、地下通路から地上への出口は、張られていると考えるべきでしょうね」

「それ以前に」

　御剣が困ったように言う。

「まず、アタシ達が今どこにいるのかが分からないと、動きようが無いわね」

　確かに、その通りだった。

　闇雲に逃にげてきた上に、地下通路はとても複雑な形をしていて、自分達が地下何階にいるのかすら、分からなかった。

　みんなが黙っていると、碓氷が言った。

「ＯＫ、じゃあまずは地図を手に入れよう」

　小春さんが碓氷を見る。

「えええ、で、でもでも、どうやって……？」

「ちょっと戻った所に端たん末まつがあったんだ。あれがルークスワールドを管理するシステムに繫つながっていれば、地図と現在位置が分かる筈はずだよ」

　碓氷はポケットからスマホを出した。イヤホンケーブルのような物が繫がっている。

「これでハッキングをかけて、情報を取り出す。任せて。こういうのは得意なんだ」

　碓氷が立ち上がる。俺も立ち上がって言った。

「俺も行く。見張りがいた方がいいだろ」

「あはは、それは心強いね。じゃあ行こうか。みんなはちょっと待っててよ」

　パイプの隙間をひょいひょいと歩く碓氷の後ろを、俺はついて行った。




　碓氷の言っていた端末って奴は、すぐに見つかった。

　コンクリートの道の途中に鉄の扉があって、その横の壁にディスプレイがはめ込まれていた。画面に数回触ふれている碓氷に聞く。

「これは？」

「これは単なる指し紋もん認にん証しようの電子ロックだよ。でも、指紋のデータはネットワーク経由でサーバに保存されているから、回線は繫がってる。これを踏ふみ台にして、管理システムにハッキングしてみよう」

　碓氷はポケットからさっきのスマホを取り出し、ケーブルをディスプレイの脇わきに差し込んだ。途端に、スマホによく分からない文字の並びが高速に現れる。

　碓氷のスマホは下半分がキーボードになっているタイプで、碓氷はそれを両手で摑つかみ、二本の親指を凄い速度で動かし、キーを叩たたいている。

「五分くらいかかるかな。それまで見張ってて。遠くから誰だれか来そうだったら教えて」

「この扉の向こうに田た賀が達がいて、突とつ然ぜん開いて襲おそいかかってきたら？」

　碓氷はこちらをちらりと見て、肩をすくめて笑った。

「そうならないように祈いのっててよ」

　そしてまたスマホに視線を戻す。俺は左右の廊下を交こう互ごに見張った。今の所、誰かが来る気配は無い。

　腕うで時ど計けいを見る。四時三十三分だった。

　耳を澄すませると、さっきと同じように、耳の奥で、残ざん響きよう音が聞こえた。

「……ん？」

　その音が、さっきより少しだけ大きくなっているように感じた。気のせいか？

　意識を切り替かえて、横を見る。

　碓氷は、真しん剣けんな表情でスマホを操作している。

　そんな碓氷を見ていて、唐とう突とつに、俺は、罪悪感を抱いだき始めた。

　俺とるうるは、レビクシ教団との確かく執しつがある。でも、それは碓氷には無関係だ。にも拘かかわらず、碓氷は俺達のせいで騒そう動どうに巻き込まれ、命まで狙ねらわれている。

　そもそも碓氷と知り合ったのは、入学時に席が近かったというだけだ。こんな状じよう況きように陥おちいっているのは、俺の責任という事になるんじゃないか？

　俺は、急に何かを言わなければならない気がして、口を開いた。

「碓氷──」

　とはいえ、何を言うつもりなのか、碓氷に謝るつもりなのか、正直自分でもよく分かっていなかった。

　俺が次の言葉を口にする前に、碓氷がスマホを見つめながら答えた。

「気にするなよ、親友」

「──え」

　碓氷は視線だけこちらに向けて、楽しそうに笑った。
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「タマぴょん。今、謝ろうとしたでしょ？　そんな必要無いよ。僕は巻き込まれたなんて思っちゃいない。るーちゃんと一いつ緒しよに行動する以上、こういう事が起きるのは予想出来た。みんな覚かく悟ごの上なのさ。僕も、御剣さんも、小春さんだってね」

　キーボードの上で親指を高速で走らせながら、碓氷は続ける。

「僕は魔ま術じゆつを使えないから、肝かん心じんな所では力になれないけど、こうして地図を手に入れるくらいは出来る。そうやって役に立てるなら、僕は嬉うれしいんだよ」

　俺は何も言えなかった。何を言ったらいいのか分からなかった。

「それにね、タマぴょん。香か奈な恵えの事では、僕はタマぴょんに大きな借りが出来たと思っているんだ。これくらいの事では、それを返したうちには入らないさ」

　だから、タマぴょんが謝る必要なんか無いんだよ。そう、言われた気がした。

　俺は少しの間黙だまって、それから碓氷に言った。

「助かるよ、親友」

「そうそう、それでいいよ。嬉しいね。っと、これでよし」

　ケーブルに手を伸のばし、端末から引ひっこ抜く。

「地図情報が入手出来たよ。現在地も把は握あく済み。みんなの所へ戻もどろう」

「ああ」

　俺達は再び壁かべとパイプの隙間に潜もぐり込み──

「──え？」

　──と、その時。

　頭の中に閃せん光こうが走り、意識が真っ白になった。




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




　その後数日間、男の子は他ほかの三人と生活を共にした。

　どうも、誘ゆう拐かいしてきた大人達の間で、彼らをどう扱あつかうべきか、意見が割れているようだった。とはいえ、あまり複雑な事情までは男の子の所まで聞こえてこなかったし、興味も無かった。

　食事とトイレを除けば、一日中部屋に閉じ込められる生活だったけど、何も考えなくて良かったので、男の子にとっては楽だった。家でお父さんとお母さんの喧けん嘩かを見たり、その後ずっとお母さんが泣いているのを聞いたりしているよりは、ずっと気が楽だった。

　一緒にいる三人のうち、年上の二人はほとんど喋しやべらなかった。

　いつも女の子と一緒にいる方の男の人は気難しそうにずっと黙ったまま。

　もう一人は、ずっとへらへらと口元に笑え顔がおを浮うかべるだけだった。

　逆に、女の子の方は事あるごとに男の子に話しかけてきた。

　るうると名乗った女の子は、男の子の名前をすっかり「マル」と覚えてしまったようで、その名前で彼を呼んだ。男の子は面めん倒どうだったので、訂てい正せいしなかった。

　男の子は、女の子といろんな話をした。と、言っても、実際には女の子が一方的に話しかけてくるのを、男の子がただ聞いているだけだったのだが。

　話は脈絡が無く、たびたび話題が飛んだ。

「学校のともだちが、こんなへんな事を言うの。おかしいでしょ？」

　とか、

「昨日、お兄ちゃんがまたわたしをこどもあつかいしたの。許せないでしょ？」

　とか、

「このぬいぐるみはお父さんが買ってくれたの。かわいいでしょ？」

　とか。

　同意を求められる度たびに、男の子は曖あい昧まいに頷いた。特に興味は無かった。けれど、男の子が反応を見せる度に、るうるがふにゃっと笑い、それを見ると男の子の冷め切った心の中にぽっと明かりが灯ともるような気がしたので、まあ、いいかなと思った。

　時々、るうるの興味は男の子の方にも向いた。好きなテレビとか、教科とか、運動は得意かとか、そういう質問をしてくる。

　男の子は、自分の持っている力が嫌きらいな事を除けば、特に好きな物も嫌いな物も無かった。

　前はそうでも無かったかもしれないけど、家の中でもお父さんやお母さんとあまり話をしなくなった頃ころから、知らず、そういった感情が鈍にぶっていた。

　何かを好きにならなければ、裏切られる事も無い。そう男の子は考えていた。

　だから、目の前の女の子がまるで世界中のあらゆる物に対して「好き・嫌い」を決めているかのような喋りっぷりに、少しだけ驚おどろいていた。

　何かについて驚く、というのも、男の子が長らく忘れていた感情だった。




　監かん禁きんされて二日目になっても、女の子は男の子に話しかけ続けた。

　男の子は、女の子と話しているとなんだか気分が楽になるような気がしたので、女の子の言葉を無視したりはしなかった。

　話している最中に一つ、気づいた事があった。

　女の子はとても楽しそうに次から次へと話題を振ふってくるけど、よく見ると、その両手はぬいぐるみを強く握にぎりしめていた。とても強く。

　怖こわがっているのだ。突然知らない大人に連れ去られて来たこの状況に。

　そして、歳としの近い男の子と話し続ける事で、その恐きよう怖ふを紛まぎらわせようとしている。

　あるいは。男の子が女の子と同じように怖がっているのかと思って、女の子なりに励はげましているつもりなのかもしれない。

　その時、男の子は、どうしてだか分からないけど、この女の子を大切にしたい、守りたいと、そう思った。

　女の子との会話を続ける程ほどに、その気持ちは強くなっていった。

　初めて言葉を交かわしてから、まだ一日しか経たっていないというのに、まるでずっと昔から友達だったみたいに喋り続ける女の子に、男の子は知らず、惹ひかれ始めていたのだ。

　もしかしたら、女の子が、いつも家で泣いている、お母さんに似ていたのかもしれない。




　三日目。監禁生活に変化は無く、男の子と女の子は朝からずっとお話をしていた。

「──じゃあ、マルは、じぶんの力がキライなのね」

　話題はいつしか、自分達の能力の事に移っていた。男の子は答える。

「……キライだよ」

「どうして？」

「ぼくがこんな力を持ってるから、おとうさんとおかあさんは離はなればなれになるんだ」

「そうなの？」

　女の子は「どうして？」とは聞いてこなかった。もしそう聞かれても、男の子には答えられなかった。

　男の子は黙って頷うなずき、そして、呟つぶやいた。

「魔術なんか、全部なくなっちゃえばいいんだ。ぼくはこんな力いらないし、魔術なんて全部なくなっちゃえばいい」

　女の子は、暫しばらく男の子を見つめた後、質問をした。

「キミが、なんでも魔術の力を破れるようになったら、おとうさんとおかあさんは離ればなれにならないの？」

「それは分からないけど、そもそもそんな事できないよ」

　すると、女の子がにっこり笑顔になり、言った。

「わたしはできるよ。わたしの魔術で、キミを、魔術を破るだけの人にしてあげられる」




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




「──ぴょん、タマぴょん？　どうかした？」

　瞬まばたきをすると、目の前に振り向いた碓氷の顔がある。

「急に立ち止まるから驚いたよ。何かあった？」

「……いや。行こう」

　碓氷の肩かたを軽く押して、俺達は壁沿いを走り出す。

　──まただ。

　さっきと同じ。頭の中で光景が、瞬しゆん間かん的に展開する。

　これは、一体、なんだ？

「……いや、分かってるだろ」

　小声で、自分に言い聞かせる。

　これは、記き憶おくだ。

　十年前の、俺の、記憶だ。

　繫つなぐさんは、俺の額を指して「ここが、全部覚えている」と言っていた。

　俺は今、急速に、失っていた記憶を取り戻しつつあるんだ。

　繫さんの言う「真実」を、発はつ掘くつしているんだ。




　るうるに「マル」と呼ばれた男の子は、十年前、確かにアジトにいた。

　そして、それは、俺、なんだ。多分。きっと。

　つまり、俺は、ぬいぐるみじゃ無い。

　最初から、人間なんだ。

「良かった」と、心から思う。

　るうるを、悲しませずに済むから。

　けれど。

　けれど、同時に、別の不安が呼び起こされる。




　だったら、俺が破った魔術は、一体なんだったんだ？




　俺は確かに魔術を破った。その証しよう拠こに、ガラスのシャボン玉が割れたみたいな残ざん響きよう音は、まだ耳の奥で静かに続いている。

　俺が、るうるが生き返らせたぬいぐるみじゃ無いんだったら、この残響音が本当に終わった時、どんな魔ま術じゆつが破られると言うのだろう。

　まだ、知らなきゃいけない、思い出さなきゃいけない事がある。

　それまで、敵に捕つかまる訳にはいかない。

　拳こぶしをぎゅっと握りしめて、俺は通路を急いだ。







　第三章　水没







「ねえ、ホントにここしか道が無いわけ？」

　御み剣つるぎが三回目の不平を漏もらす。

　俺達は、地下通路を縦じゆう横おう無む尽じんに走っている通風孔こうの中を腹ばいで進んでいた。高さ五十センチ、横よこ幅はば八十センチほどの、ステンレスで覆おおわれたこの空間は、人一人が這はって進むのがぎりぎりだった。

　碓うす氷いが入手した地図を元に、俺達は甲か斐いさんが捕とらわれているであろうエントランスエリアまで行くルートを検討した。

　どこに見張りがいるか分からない状じよう況きようなので、出来るだけ誰だれにも見つからず、最短距きよ離りを移動したい。その結果、通風孔を使えばいくつかの通路をショートカット出来る事が分かった。

　そんな訳で、俺達は今、本来人が通過するようには出来ていない空間を、無む理り矢や理り突とつ破ぱしようとしている。

　中を進む順番は碓氷を先頭に、残りはジャンケンで決めた。で、俺がしんがりで、その一つ前が御剣だったのだ。

　通風孔は所々に網あみ戸どが嵌はまっていて、下を見下ろす事が出来た。床ゆかまでの距離がある為ため、結構怖い光景だった。

「ちょっと犬いぬ海かい！　前向くんじゃないわよ!?」

「え？　なんで？」

　ずっと下を向いていたけど、御剣に突とつ然ぜんそう言われて、反射的に前を向いた。

　前を進む御剣の足が見える。壁かべにこすれて、御剣のスカートがめくり上がり、普ふ段だんは見えない太ももの付け根あたりまであらわになっている。少ない明かりの中に浮うかび上がるその肌はだ色いろはかえって色っぽく見え、更さらにその奥に見える水色の──




　ドカッ。




「前を向いたら、顔面に蹴けりを入れるから」

「──先に言ってくれ！」

　痣あざが出来るんじゃないかってくらいの本気の蹴りが顔に嵌った。しかもブーツで。マジで痛い。

　右手で顔を押さえつつ、左手だけで匍ほ匐ふく前進を再開しようとした時、通風孔の角を、小さな黒い物体が通過するのが見えた。

　ん。これは言った方が良いのだろうか。良いのだろうな。

「御剣」

「なによ。前を向いたら蹴るって──」

「今、お前の方に、ゴキブリが行った」

「なっ!?　あっ!?　ちょっ、ふ、服の中に何かが！　ひあっ、く、くすぐったい！」

「あ、御剣、暴れるな！」

　どうやら俺の横を通り過ぎていった黒い生命体は御剣の服の中に潜もぐり込んだらしく、狭せまい通風孔の中で御剣が暴れ出した。

「いやあ、とっ、取って！　ひ、ひあっ！」

　御剣が体を動かす度たびにドカンバコンとステンレスの壁が鳴る。ついでにブーツがもう一度俺の顔を蹴り飛ばした。

「あがっ」

「こら犬海前向くなって、ひぁ、ふぁあらっ！」

　よく分からない声を出し、暴れる御剣。

　その時。




　バコンッ。




　何かが外れる音。

「え？　今の──」

　それが、本来人間の重量を支える事を想定していない、しかも経年劣れつ化かで腐ふ食しよくした通風孔の留とめ具が、俺達の重さと御剣の暴れっぷりに耐たえかねて弾はじけ飛び、俺と御剣のいた所がまとめて外れて落下した音だと気づいた時には、時既すでに遅おそし、だった。




　　　　◆




「はあ。全く、なんでアタシがこんな目に……」

　すぐ側そばで、御剣のため息混じりの声がした。物もの陰かげになっているので、姿は見えない。

　通風孔が外れて、俺と御剣は落下した。床から結構な高さを進んでいたので、まともに落ちていたら怪け我がをしてもおかしくなかった。

　けれど、たまたま真下が貯水槽そうになっていて、しかも数メートルの深さがあったので、大事には至らなかった。まあ、二人ともびしょ濡ぬれになった訳だけど……。

　いくらなんでもこのままでは進めないので、通風孔の進軍は一時停止。全員に下に降りて来てもらって少し休きゆう憩けいとし、その間に俺と御剣は濡れた服をなんとかする事にした。

　通路の角を曲がった行き止まりに、丁度、ついたてのような物で空間が二つに区切られていたので、俺が左側、御剣が右側に入った。

　と、言う訳で俺は今上じよう半はん身しん裸はだかになって、Ｔシャツをぎゅっぎゅっと絞しぼっている。

　絞る度に、水がぼたぼたぼたと床に落ちる。この程度絞った所で気持ちよく着られるわけも無いけど、まあ仕方がない。

　Ｔシャツを広げて頭から被かぶろうとして、やっぱりすぐ着る気分にはなれなかった。少しでも乾かわかそうと、壁の出っ張りにＴシャツを広げて引っかけた。

　ついでに腕うで時ど計けいを外して、これも壁の出っ張りに置いた。防水仕様なので壊こわれていない。五時を少し回った所だった。

　目を閉じると、耳の奥で残響音が鳴っているのが分かった。

「……間ま違ちがい無い。大きくなってる」

　さっきは気のせいかと思ったけど、徐じよ々じよに耳の奥で音が大きくなっていた。耳を澄すまさなくても聞こえるくらいに。

「……もしかすると、これはカウントダウンなのかもしれないな」

　思った事を口にする。けれど、別に言葉にしても意味の無い事だった。

　気を取り直す。さて、次はズボンを絞ろう──

「ねえ。犬海」

　ベルトを外して、びしょびしょのズボンから片足を引き抜ぬこうとした時、御剣がついたて越ごしに俺の名前を呼んだ。俺はズボンと格かく闘とうしながら答える。

「なんだ？」

　すぐには返事が無かった。水を吸ったデニム生き地じはべたついてごわついて、なかなか足を引き抜けない。一度床に座った方がいいかも。

　腰こしを下ろした時、ようやく御剣が言った。

「あんた、さっきはどういうつもりだったわけ？」

「さっき？　別に俺がゴキブリを送り込んだ訳じゃ──」

「その話じゃないわよっ！　思い出したくないんだから言わないで！」

　ゴキブリが体を這った事が相当にショックだったらしい。

「そうじゃなくて。……さっき破ろうとした魔術の事よ」

　……ああ。

「そっちの話か」

「そ。そっちの話」

　ぱさっと、ついたての上に御剣の赤いブラウスと、黒のミニスカートがかけられる。

　……ん？　ブラウスとミニスカート？

　と、いう事は、御剣が今どんな格好をしているかというと……。

「まさかアタシの格好を想像したりしていないわよね？　握にぎりつぶすわよ」

「何を!?」

　また返事が無い。耳を澄ますと、ぽたぽたと水がこぼれ落ちる音。俺と同じように服を絞っているのだろう。

　ん、でもブラウスとスカートはついたてにかかってるし、じゃあ、今絞っているのはその下に穿はいた──

「あんたさ、死ぬつもりだったの？」

　その言葉に、俺の妄もう想そうは一いつ瞬しゆんでかき消えた。

　御剣は、極力いつものように喋しやべっていた。けれど、とても真しん剣けんな質問だという事が、俺には伝わってきた。

　なんとか太ももまで剝むいたズボンをそのままに、俺は座り込んだまま、考えながら話す。

「俺さ、これまでずっと、曖あい昧まいだったんだよ」

「曖昧？」

「上う手まく説明する自信が無いな……。なんと言うか、自分がこの世界に生きている確信、みたいなのが持てなかったんだ。あのさ、帆ほ群むら守もり学園に入って、るうるやみんなと出会って、いろんな事やってきたよな」

「そうね」

「その時々でさ、自己とか自じ我がとか、そういう事が話題になる度に、俺は自分の事が曖昧だと思ってたんだ。確かに俺はここにいる。でも、それが正しい事だってどうしても思えない。そんな気分になってた」

「そうだった、の……」

　御剣は思い当たる所があるのか、頷うなずくような返事だった。俺は続ける。

「あのぬいぐるみが出てきた時、俺は最初から人間じゃ無かったんだと思った時、正直な話をすると、俺は、ほっとしたんだ」

　御剣は相づちを返さなかった。

「今までずっと、るうると出会う前からもずっと感じていた違い和わ感かん、俺が生きているという違和感の答えが、これなんだと思ったんだ」

　水が落ちる音も聞こえない。

「ようやくこの違和感から解放される。そう思ったら、その魔ま術じゆつを破らずにはいられなかったんだ」

「……もう一度聞くけど」

　御剣の硬こう質しつな声。

「つまり、あんたは、死ぬつもりだったのよね？」

　言い訳や冗じよう談だんは通用しない声だった。俺は一瞬目を瞑つむり、答えた。

「まあ、そうだったんだろう──」




　バタンッ！




　俺が言い終える前に、ついたてが御剣によって蹴り倒たおされた。廊ろう下かの奥で二つに分かれていた空間が一つに繫つながる。

「え、御剣──」

「ふざけるんじゃないわよっ！」

　御剣は叫さけびながら床に転がったついたてを乗り越こえて俺のすぐ横に立った。

　俺を見下ろす御剣の顔は、怒おこっているように見えた。

「自己？　自我？　違和感？　どうでもいいわよそんなの！　思春期の子なら大なり小なり似たような事で苦しんでるのよ！　そんなの勝手に一人でうじうじ悩なやんでなさい！」

　見上げる俺のおでこに、指を一本突つきつける。

「いい？　確かにあそこで死んでたら、あんたはそれで積年の疑問も解消されるし、そこから先はもう何も悩まなくて良いのかもしれない。だって死ぬんだから！　でもねっ！」

　御剣は怒っていた。猛もう烈れつに怒っていた。

　その証しよう拠こに、俺に向けた指が、怒いかりのあまりに震ふるえていた。

「でもね！　それじゃあ、水み那な斗とはどうなるのよ！」

　声を抑おさえる事もせず、御剣は叫ぶ。

「あんたがいなくなって、一人になった水那斗はどうなるのよ！」

　息が荒あらくなっていた。しかし勢いは止まらない。

「お兄さんも見つからなくて、あんたも失ったあの子がどう思うか、ちょっとでも考えなかったの!?　あの子の孤こ独どくを、ちょっとでも考えなかったのかって聞いてるのよ！」

　天てん井じようの照明が反射して、御剣の目元がキラリと光った。

　目元には、涙なみだがうっすらと溜たまっていた。

「アタシは、一時の苦痛から解放される為ために死のうとしたあんたを、絶対に許さない」

　御剣は泣くまいとこらえていた。鼻をすする音が聞こえた。

　俺は、小さく息を吐はいてから、答えた。

「悪かった。本当に、申し訳なかったと思っている。こんな言い方はずるいけど、あれは気の迷いだった。やっちゃいけなかった」

　言葉にする事で、より申し訳ない気分が胸に溜まる。それでも続けた。

「お前の言う通り、るうるを一人にする選せん択たくを、俺が選ぶのは絶対駄だ目めだったんだ。後こう悔かいしてる。もしあの時本当に死んでいたら、取り返しのつかない事になっていた。だから。悪かった。謝る」

　御剣はじっと俺を見下ろしている。やがて、少し口調が変わった。

「……あんたの魔術破りは、無かった事になった訳じゃ、無いのよね」

　繫つなぐさんと話した事については、みんなに一通り説明してある。俺は頷いた。

「ああ。繫さんが先延ばしにしてくれてるだけだ。繫さんの言っていた時間が正しければ、六時四十三分には、今度こそ破られる筈はずだ。正直、あまり余よ裕ゆうがあるとは言えない」

　俺は、「でもな」と言った。力を込めて。

「それまでに、本当の答えを見つけ出す。俺はもう、死ぬつもりは、無い」

　と、御剣は力が抜けたように俺の横にすっと膝ひざをつき、そのまま俺に抱だきついてきた。

　……って、え!?

　俺の肩かたに顔を置き、背中に手を回した御剣は、俺がそこにいる事を確かめるように体を撫なでた。そして、耳元で囁ささやく。

「……生きててくれて、良かった。水那斗は絶対そう思ってるし、……アタシも、あんたが生きててくれて、嬉うれしい」

「……心配かけて、悪かったな」

　何度目かの謝罪。

「碓氷や、小春にも、謝るのよ」

「分かってる。後でちゃんと説明して、謝るよ」

「よろしい」

　最後の言葉は、いつもの、自信に満ちた御剣の声だった。御剣にも随ずい分ぶん不安にさせてしまったらしい。反省せねば。

　御剣は俺の体を押すようにして、ゆっくりと距きよ離りを取った。目め尻じりにまだ涙が浮ういていた。その表情は、柔やわらかかった。

　けれど、俺はここで言わなければならない事がある。

「あのな、御剣」

「なによ」

　黙だまって、倒れたついたてを指さす。すぐ側そばにブラウスとスカートが落ちていた。

　俺は言った。

「服を着た方がいい」

「……！！！？？？」

　バッと自分の姿を確かく認にんする御剣。水色のブラとショーツのセットだった。他ほかには何も着ていなかった。そりゃそうだ。

　慌あわてて両りよう腕うでで前を隠かくす御剣。しかし、細い二本の腕うでだけではとてもその健康的な体の全すべては隠しきれていなかった。

　そして俺は、上じよう半はん身しん裸はだかで、デニムのズボンは太ももまでしか脱ぬげていない。つまり、パンツが丸見えの状態だった。

「なななななななな！」

　ようやく状じよう況きようを把は握あくした御剣が、顔を真っ赤にして俺を睨にらみ付ける。いやしかし、どう考えてもこれは俺のせいではない。

　ただ、この状況をすぐには理解してくれないであろう人がいた。

「……50ptポイント、ダウン」

　廊下の方から声が聞こえた。誰だれの声かは、見なくても分かった。

　るうるが、まるで両の瞳ひとみに炎ほのおを湛たたえているかのような面おも持もちで、俺達を見ていた。

　あー、これは説明が大変だ……。

　俺は、大きくため息をついた。
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　　　　◆




　なんとかるうるをなだめすかし、服を着直した俺達はみんなと合流した。

「あのあの、御剣さんと水那斗さん、何かあったんですか？」

　小こ春はるさんが、小声で、心配そうに聞いてくる。俺はちらりと横を見た。

　るうるは、なんだか微び妙みようにむくれている。必死の説明で事情は理解してくれたのだけど、「わたしもタマキに抱きつく」と言って突とつ然ぜん服を脱ぎ始めたので、慌てて止めたのだ。どうも、その事を納なつ得とくしていないようだった。正直、意味が分からない。

　御剣は、平静を装ってはいるものの、まだ俺を見る目がぎこちなく、頰ほおがほんのり赤いままだった。

「いや、ちょっと、不幸な行き違ちがいがあって……。気にしないで。さあ、行こう！」

　無む理り矢や理りテンションを上げて答えたけど、小春さんは微妙に首をひねっていた。それを見て、月つき城じようさんが口を押さえて笑う。

「若いんだから、色々あるわよ。詮せん索さくしないであげましょ。アイちゃん」

「はあ……」

「それより、時間を費ついやしちゃったわ。さっさと通風孔こう行軍を再開しましょう」

「そうですね──」

　と、その時。

「いたぞ！　あいつらだ！」

　廊下の扉とびらを開けて教団員が顔を出し、俺達を見て叫んだ。俺は慌てて叫ぶ。

「走れ！」

　皆みな一いつ斉せいに通路を走り出す。碓氷が俺の横についた。

「どうする？　タマぴょん」

　一いつ瞬しゆん考えて、答える。

「通風孔をこっそり進むのはもう無理だ。この際無理矢理地上に出て、パークの中を逃にげよう」

「それがいいかもね。お客さんがいる所では物ぶつ騒そうな事は出来ないだろうし。ただ、地上への出口をすんなり通してもらえるかが問題だけど」

「そこはどうにか方法を──」

　──と、その時。

　まただ。あの感覚だ。

　頭の中に閃せん光こうが走り、意識が真っ白になった。




　　　◇◇◇
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「わたしはできるよ。わたしの魔術で、キミを、魔術を破るだけの人にしてあげられる」

　女の子の言った言葉を、その時、男の子は全く信じなかった。逆に、あ、この女の子は魔ま術じゆつの事を全然分かって無いんだ、と思った。

　魔術の力は凄すごい。魔術師の能力次し第だいで、世界のあらゆる《理ことわり》を歪ゆがめ、好きなように現実を変える事が出来る。

　けれど、それは永久の物ではない。魔術で歪めた《理》は、どんなに頑がん張ばった所で、いずれ必ず元に戻もどる。

　もし、女の子の言う通りに、男の子に魔術がかかったとしても、それは一時的な物に過ぎない。結局、魔術なんて、その程度の物なのだ。

　その程度の物のせいで、家族がバラバラになろうとしている。男の子は暫しばらく忘れていた憂ゆう鬱うつな事を思い出してしまい、急に女の子をうっとうしく感じた。

「どうする？　してあげようか？」

　なおも女の子は笑え顔がおで覗のぞき込んで来る。この女の子は自分の力が一時的な物でしか無い事を分かっていないんだろうか。いないんだろうな。

　男の子は女の子の相手をするのが面めん倒どうくさくなって、膝の間に顔を埋うずめた。

「ねえ、キミ──」

「やめなさい、るうる。嫌いやがってるだろ」

　椅い子すに座っていた男の人が、こちらを向いて女の子を止める。そっと顔を上げてそっちを見る。それは女の子がいつもくっついている方の男の人だった。

　高校生くらいだろうか、髪かみを伸のばし、色白で、中性的──もちろん男の子は「中性的」なんて言葉は知らなかったけど──な顔立ちで、女の子によく似ていた。

「だって、お兄ちゃん！」

「いいから」

　女の子が抗こう議ぎするが、お兄ちゃんと呼ばれた男の人は静かにそう言って手を伸ばし、女の子の頭を撫でる。すると、女の子は「はうう」と静かになった。

　その時、その人の奥に座っていた、もう一人の男の人がクックックと喉のどの奥で笑った。

　歳としは「お兄ちゃん」と同じくらいだけど、瞳が鋭するどく、また髪が燃えるような赤い色をしていた。ほとんど喋しやべる事も無く、ずっとにやにやと笑っていて、周りにいる人をみんな馬ば鹿かにしているように見えたので、男の子はこの赤い髪の男が好きになれなかった。

　赤髪は、顔をぐるりと女の子に向けた。

「お嬢じようちゃん、その男の子はね、お嬢ちゃんに魔術をかけてもらったところで、いずれ元に戻っちゃうと思ってるのさ。だから、無む駄だな事をしないで欲しいのさ」

　その通りだった。わざわざ言葉にする必要の無い事だ。

　しかし、女の子はぬいぐるみを両腕でぎゅっと握にぎって、赤髪に言い返した。

「もとにもどったりしないもん！　わたしの魔術は、ずっとつづくもん！」

　この言葉に、男の子は驚おどろいた。

　そんな魔術があるなんて知らなかった。少なくとも、家に来る家庭教師の魔術師の先生には、「魔術は一時的な物でしか無い事を忘れないように」と、毎回教えこまれていた。

　それとも、この女の子が何か勘かん違ちがいしているだけなんだろうか。

　赤髪は、一いつ瞬しゆん瞳ひとみを細めた後、楽しそうな、けれど、微妙に歪んだ笑みを作った。

「へえ、それ本当かい？　お嬢ちゃんの魔術は、無くならないのかい？」

「そうよ！　こうきゅうてきって言うのよ！」

　女の子は「恒こう久きゆう的」を変なイントネーションで口にして、胸を張った。そして椅子に座っている「お兄ちゃん」を指さす。

「お兄ちゃんもそうなのよ！」

「やめるんだ、るうる」

　さっきよりも、少し大きな声で、その人はたしなめた。

　赤髪はますます顔を楽しそうに歪め、女の子と「お兄ちゃん」を交こう互ごに見た。

　そして、言った。

「そうか。じゃああんたらは俺のお仲間だな」




　　　　◆




　赤髪の言葉の真しん偽ぎが問われる事は無かった。その前に、部屋の扉が開いて大人達が入って来て、全員に移動するように言ったからだ。

　監かん禁きん三日目にして、ようやく大人達の方針が決まったようだった。

　廊ろう下かを抜ぬけてやって来たのは今まで入った事の無い部屋だった。両側に沢たく山さんの椅子が並んだ細長い机があって、四人は机の片側に並んで座った。

　反対側には、大人がずらりと座り、その背後にも沢山の人が立っていた。

　大人達は皆みな同じ格好をしていた。白い服で、胸に欠けた月が二つ並んだ模様が描えがかれている。男の子がここに連れて来られた時、着き替がえさせられた服と同じだ。他の子供達も、同じ服を着ていた。

　真ん中に座っていた大人がリーダーらしく、タガと名乗った。

　タガは嬉うれしそうに、

「今日このように皆さんとお会い出来た事は神のお導きです」

　とか、

「我々は、皆さんのような選ばれた魔術師に、進むべき道を指し示して欲しいのです」

　とか、長々とまくし立てていた。

　男の子は、タガの話の中で、るうるのお兄さんと、赤髪の名前を知った。るうるのお兄さんの名前はツナグ。赤髪の名前はカミサキだった。

　タガが喋る話の全部を、男の子は理解出来た訳ではなかった。

　けれど、この人たちが魔術が使える人間を自分達よりも優すぐれた人間だと信じていて、その中でも特に優れている人たち──つまり、男の子を含ふくめた四人の子供──を、自分達の家に招いたのだと言っている事はなんとなく分かった。

　彼らは、子供達を誘ゆう拐かい、監禁しているとは、全く考えていないようだった。むしろ、食事を用意し、身の回りの世話をしている事を、こちらが喜んでいると思い込んでいるようだった。男の子は、その事に気づいて少し気持ちが悪くなった。

　更さらに、タガは、子供達の誰かが「きょうそ」となり、魔術師より劣おとっている自分達を導いて欲しいと、本気で思っているようだった。

　バカみたい。と、男の子は思う。

　自分の持つ魔術の力が、他ほかの人を導けるような凄い物である筈はずが無い。だって、こんな力があっても、お父さんとお母さんを仲良くさせる事も出来なかったじゃないか。

　実際、男の子は両親を仲良しにする為ために、魔術を何度か使ったのだ。それは全すべて逆効果だった。むしろ、二人の仲はより険悪になった。魔術なんて、なんの役にも立たない。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしくて、男の子は黙だまっていた。タガは自分の言葉に酔よい始め、魔術師を教祖に迎むかえた暁あかつきには教団に如何いかに輝かがやかしい未来が待っているのかを語り出した。その時、

「お断りします」

　るうるのお兄さんが静かに言った。

「僕と妹の望みはただ一つです。家に帰して下さい。あなたがたの生き方を否定はしませんが、自分達で勝手にやって欲しい。僕達兄妹きようだいを巻き込まないで下さい」

　それは静かだけれど、はっきりとした拒きよ絶ぜつだった。タガの笑顔が引きつる。

　男の子はちらりとるうるを見た。さっきから一言も喋っていないけど、片手でぬいぐるみを、もう片手でお兄さんの服の裾すそをぎゅっと握っている。そして、しっかりと前を見ていた。その瞳ひとみは、お兄さんと同意である事を示していた。

　綺き麗れいだな。と、男の子は思う。意志の籠こもった瞳が、とても綺麗に見えた。

　そして、急に、男の子は、自分自身の事をとても恥はずかしいと思い始めた。

　ぼくは、何も考えていない。自分で何かを決めて行動していない。いつも、ただ流されるままにしてきただけだった。お父さんとお母さんが喧けん嘩かしてる時だって、自分の部屋に籠もって、ただ喧嘩が終わるまで耳を塞ふさいでいるだけだった。嵐あらしが通り過ぎるのを、ただ、待っているだけだった。そして、今も。

　それじゃ、ダメなんだ。イヤな事はイヤって言わないとダメなんだ。ぼくが黙っていたら、ぼくが何を思っているのか、誰だれにも伝わらないんだから。

「──君は、どうかな。タマル君」

　お兄さんの言葉に気け圧おされたタガが、男の子の方に笑いかける。男の子は答えた。

「……ぼくも、家に帰りたい」

　タガが言葉に詰つまり、大人達の間にざわめきが走る。彼らにとって予想外の展開が起きているらしい。

　男の子の耳に、大人達が「どうして魔術師様があんな事を言うんだ」とか「魔術師様が我々を導いてくれない筈が無い」とか「何か勘違いをしておられるのだろう」とかの言葉が断だん片ぺん的に聞こえた。

　この大人達は、自分達が誘拐してきた子供達が、なんの疑問も感じずに「きょうそ」になってくれると、信じて疑うたがっていないようだった。




　この教団員達の狂きよう信しん的な思想は、この後、最悪の結果を迎える事になる。

　ざわめきが満ちる中、クックと、喉の奥から出るような、嫌な笑い声が聞こえた。

　それは、男の子から一番離はなれて座っていた赤髪のカミサキの笑い声だった。

　カミサキは、両手を大きく広げ、笑顔をタガに向けた。

「みんな、乗り気じゃないみたいだね。いいよ、俺が教祖になってあげるよ」

「本当ですか！」

　冷や汗あせをかいていたタガが、ぱっと顔を輝かせる。カミサキは笑顔のまま答えた。

「ああ、いいよ。君達を導けばいいんだろ？」

「そうです。私達を、より正しい方向に、あなた様の力で導いて頂きたいのです。我々は、その為にたゆまぬ努力と修しゆ行ぎようをお約束し──」

「ああ、いらないよそういうの。面倒だからさ」

　タガが喜び勇んで教義を唱え直そうとした時、カミサキは腕うでを振ふってそれを遮さえぎる。

「もっと簡単に、単純に、導いてあげるよ。君達全員をさ」

　カミサキは、拳こぶしを握った右手を、すっとタガの方に向ける。

　その拳から、ゆっくりと親指を立て、人差し指をまっすぐ前に伸ばす。

　つまり、右手を銃じゆうの形にして、タガの額のあたりを指し示した。

　そして、歪ゆがんだ笑えみで、こう言った。

「バンッ」




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




　全速力で走っている最中、一いつ瞬しゆん意識を失っていたらしい。利きき足の動きが遅おくれて、足がもつれた。

「うわっ！」

「おっと」

　転がりそうになった瞬しゆん間かん、月城さんが俺の腕を引っ張り、体勢を戻もどしてくれた。

「気をつけなさいよ。全ては、君にかかってるんだからね」

　そう言って、笑顔でウィンクする。俺は曖あい昧まいに笑顔を返してから、前を向いた。

　記き憶おくは、確実に戻って来ている。あと少しだ。

　あと少しで、真実にたどり着く。

　それまで、なんとしても、逃にげ切らなければ。







　第四章　覚醒







「どうでした？」

　偵てい察さつから戻って来た月つき城じようさんに俺が聞くと、月城さんは笑顔でＶサインを返した。

「三度目の正直ね。見張り無し！　あそこからなら外に出られるわ」

　その言葉に、俺達はようやく安あん堵どのため息を漏もらした。




　地上に出る作戦に切り替かえた俺達は、追っ手をなんとか振り切った後、碓うす氷いの地図を頼たよりに、外に向かう通用口を一つずつ当たっていた。

　けれど、予想通り、出口付近には二人か三人、教団員の見張りが立っていて、そいつらは皆ショットガンを手に持っていた。

　俺が御み剣つるぎに魔ま術じゆつで突とつ破ぱ出来ないか聞くと、御剣は腕を組んで難しい顔をした。

「あいつらを眠ねむらせちゃうのは簡単だけど、問題は向こうにも魔ま術じゆつ師しがいた場合なの」

　それを聞いて、碓氷が驚おどろく。

「え、でも、レビクシの光って魔術師を崇あがめる教団なんでしょ？　構成員には魔術師はいないんじゃないの？」

「いえ、そんな事は無いわね」

　月城さんが碓氷の言葉を否定する。

「魔術師を崇めていたのは昔の話。田た賀がが再結成した今のレビクシの教団員の中には、魔術師もいる筈よ」

　御剣が腕を組んだまま頷うなずく。

「こっちが魔術を使う事で、居場所がばれるかもしれない。応おう援えんが来たら厄やつ介かいだわ」

　という訳で、出来る限り魔術は使わないという方針が決定した。で、警備が手て薄うすになっている通用口を探して回っていて、三つ目にしてようやくそれが見つかったのだ。




「よし、行こう」

　床に座り込んでいた俺達は、碓氷の声に応じて立ち上がった。が、

「あのあのあの、なんか、変じゃないですか……？」

　小こ春はるさんが、おそるおそるな感じで、疑問を口にする。

「変って、何が？」

　るうるが小首をかしげて聞くと、小春さんは「えとあのあの」と言葉を詰まらせた。

「小春さん、落ち着いて」

　碓氷の言葉に、小春さんは頷いて、確かく認にんするように言う。

「全部の出入り口を封ふう鎖さしないと意味無いのに、どうして誰も守っていない所なんてあるんでしょう？」

「……確かに、小春の言う通りね」

　御剣が腕を組んで同意する。

「罠わなだと考えるべきよ」

「罠って、どんな？」

「具体的には分からないけど、魔術的な何かだと考えるべきでしょうね。ここは──」

　御剣が、まっすぐ俺を見た。

「──アタシが行くべきね。任せて」




　　　　◆




　カツン、カツン。




　誰もいない廊ろう下かに御剣の足音が響ひびく。自信に満ちた、意志の籠もった歩き方。

　その数メートル後ろを、俺達はゆっくりとついて行く。

「……あれか」

　御剣の、更さらに前方の廊下の右側に緩ゆるやかなスロープが張り出している。そのスロープを登った先、床ゆかから一メートルほどの所に、大きめの扉とびらがあった。

「碓氷、あの扉の向こうには何があるんだ？」

　小声で聞くと、小声が返って来る。

「非常階段だよ。直接地上に繫つながってる」

　言われてみると、扉の上にはあの緑色の「非常口」って奴やつが点灯していた。

　月城さんの偵察通り、扉の周囲は無人だった。廊下も、前後に見える限りは、誰もいなかった。

　ゆっくり歩く御剣を目で追いつつ、ちらりと腕うで時ど計けいを見る。五時四十三分。結構時間を消費してしまった。まだ記憶も完全には戻っていないし、「真実」とやらも分からない。

　耳の奥でする音は、さっきよりも大きくなっていて、風が木々を揺ゆらすような、ざわざわした音がずっと続いている。

　御剣がスロープの手前に到とう着ちやくし、そこで立ち止まった。ちらりとこちらを向く。俺達も距きよ離りを取ったまま動きを止め、壁かべに寄った。

　事前の打ち合わせでは、まず御剣が非常口までの安全を確認し、その後で俺達が追いつく事になっている。御剣は小さく頷いてから、スロープに一歩、足をかけた。

　俺は御剣の背中を見つめながら、首筋を搔かいていた手を下ろし──




　──まてよ。




　今、俺は何をしていた？　首筋を搔いていたぞ？

　もう一度、前を見る。御剣はスロープの中なか程ほどまで登っていた。その先には扉があって、その奥は非常階段──

「──碓氷」

「なんだい？　タマぴょん」

「あそこは、なんでスロープになってるんだ？」

「『なんで』だって？　急に聞かれると難しいな」

　少し間があって、「いや、そんな事ないか」と、碓氷が続ける。

「地下通路は資材を搬はん入にゆうする場所なんだから、台車が通れるようになっていないと困るからじゃない？」

「俺もそう思う」

「なら別におかしな事は──」

「いや、おかしいだろ」

　俺はそう言って、御剣に向かって叫さけんだ。

「御剣！　やっぱり罠だ！　そこから離れろ！」

「！」

　俺の言葉に御剣は瞬しゆん時じに反応し、床を蹴けって横に飛んだ。そしてスロープから外れて床に着地する。御剣が振り返って聞く。

「何かあったの!?」

「そこにスロープがあるのはおかしい」

　俺は、本来あるべき《理ことわり》を口にした。

「その扉の先は非常階段だ。《スロープになっていても台車が出入り出来ないじゃないか》」




　ぱちん。




　シャボン玉の割れる音と同時に、長いスロープが消え失うせた。

　非常口の前には、五段ほどの小さな鉄の階段が現れた。あれが本来の物なんだろう。

　そして、スロープがあった場所。

　そこには、生き物が二体、うずくまっていた。

「ひぁっ！」

　小春さんが叫び声を上げ、慌あわてて口を押さえた。

　二体の生き物はゆっくりと、体を起こした。

　それは犬だった。体は人間より一回りも大きかったけど、確かに犬だった。

　鈍にぶく光る赤い瞳ひとみに、吸い込まれるような漆しつ黒こくの毛並み。その毛並みは、風も無いのに波打っている。

　よく見ると、犬の体を包んでいるのが毛ではなく、黒い炎ほのおであると分かる。毛並みが波打っているのではなく、燃え上がる炎が全身を伝っているのだ。

「た、タマぴょん。あ、あれ……」

「ああ……」

　俺達は、その犬の姿に見覚えがあった。夏休みに入る直前、嫌いや味みな生徒会長とやりあった時に何度か遭そう遇ぐうしている。

　魔術師が戦せん闘とう用に使う生き物。確かガルムとかって名前だと、御剣が言っていた。

　炎の皮に包まれた動物なんて、普ふ通つうに考えればあり得ないのだけど、あの動物は確かに「いる」ので、俺が言葉にするだけでは破る事が出来ない。厄介な相手だ。

　起き上がった二匹ひきの犬は、目の前に立っている御剣に対し、距離を取りつつも取り囲むように歩き出した。

「言こと乃の！」

「あんたはじっとしてなさい水み那な斗と！　みんなも離はなれてて！」

　心配そうに叫ぶるうるを一いつ喝かつし、御剣は頭の後ろに挿さしたかんざしを二本まとめて引き抜ぬいた。ばさあ、と、長い黒くろ髪かみが背中に落ちる。

　かんざしを重ねて両手で持ち、小さく何かを呟つぶやく。

　その途と端たん、御剣の手の中にある物が、瞬時にかんざしから細長い剣けんに変わる。

　もう一度、何かを呟く。と、その剣が明るい炎に包まれた。

　御剣の腕うでの中で燃え上がる炎を見て、黒い犬は歩みを止めた。

　次の瞬しゆん間かん、御剣の背に回っていた方の犬が、まっすぐ飛びかかってくる。

「後ろだ！」

「分かってるっての」

　御剣は瞬時に後ろに一歩足を踏ふみ出しながら振ふり返り、その勢いに乗せて炎の剣を振り抜いた。




　ズバッ。




　音がしたように思えたのは気のせいだったのかもしれない。御剣の剣は黒い炎を搦からめ捕とりながら犬の首を胴どう体たいから切り離した。




　ゴロロロロロロロロッ！




　叫びとも悲鳴とも付かない雷らい鳴めいのような音と共に、二つに分かれた首と体は壁に激げき突とつ、壁に配管として取り付けられていた数本の鉄パイプが衝しよう撃げきで外れ、床に散らばり落ちる。

　首と体は床に落ちる事無く、壁に張り付いたまま、空気に溶とけるように消え失せた。

「まず一匹ぴき！」

　自分に言い聞かせるように御剣が叫び、散らばったパイプを挟はさんだ向こう側でうなり声を上げている、もう一匹の犬の方を向く。

　黒い犬は御剣を警けい戒かいするように左右に動き、御剣もそれに合わせて距離を取り続けた。

「あのあの、犬いぬ海かい君」

　小春さんが怖々こわごわと言った。

「御剣さん、なにか様子が……」

「うん。言乃。なんか変」

　るうるが同意した。

　二人の言う通り、見ていて少し、違い和わ感かんがあった。魔ま術じゆつとかではなく。

　御剣の動きが、微び妙みように余よ裕ゆうが無く、かつ、それをごまかしているように見えたのだ。

　特にさっきの声。あいつがあんな風に気合いを入れ直す所を初めて見た。

　この違和感の原因は、すぐに判明した。

　犬が我が慢まんしきれず、威い嚇かくするように一歩前に出る。御剣は警戒しつつ一歩下がる。

　と、その時、御剣の体がよろけた。

「ツッ！」

　苦く悶もんの表情を浮うかべつつ、体勢を戻もどす御剣。

「御剣さん！」

「言乃！」

　二人の叫び声を無視して、御剣は犬を睨にらみ続け、細かく動いて距離を合わせていた。けれど、さっきまでより動きが微妙に鈍くなっていた。明らかに、右足を引きずっている。

「御剣！　お前、足を！」

「……さっき水すい槽そうに落ちた時、足首をぶつけちゃったのよ」

　犬から目を逸そらさずに答える御剣。いつもの余裕ぶったしゃべり方だったが、痛みに耐たえているのはこの距離からでも分かった。

「これくらいなんとも無いわ。ちゃっちゃと片付けてやる──」




　ゴロロロロロロロロッ！




　うなり声を上げて黒い炎の固まりが、御剣に飛びかかる。御剣は左足で地面を蹴り、横に飛んで犬の進路から外れる。

　と、その時、なんと犬は空中で進路を変えた。

「っ!!」

　御剣は一いつ瞬しゆん息を吞のむが、瞬時にもう一度床ゆかを蹴り、更さらに横に飛び、犬を避よける。

　しかし、犬は御剣のいた場所ではなく、床に転がった鉄パイプの手前に着地した。同時に、犬の前足が床をなぎ払はらうように振るわれる。




　グワッシャンッ！




　犬の前足は転がっていた鉄パイプを弾はじき飛ばす。何本かが御剣の方に飛び、御剣は瞬時に体勢を下げてそれを避けた。

　御剣の頭上を鉄パイプが飛び、壁に当たり、跳はね返った。そして──

「なっ!?」

　──御剣の背中に、直ちよく撃げきした。

「ガハッ！」

　視界の外からの攻こう撃げきをもろに食くらってしまった御剣はその場に座り込んでしまう。剣を支えに無む理り矢や理り立とうとしているが、痛みのあまり力が入らないように見える。

「言乃！」

「るーちゃん危ない！」

　走り出そうとしたるうるを碓氷が引き留める。

　犬がもう一度、御剣と距きよ離りを取って対たい峙じする。今度こそ飛びかかろうとしているように見えた。御剣は必死に起き上がろうとしているが、足が滑すべっている。

　俺はいてもたってもいられず、御剣に駆かけ寄ろうとした。何が出来る訳でも無いが、じっと見ているなんて出来なかった。

　けれど、俺の肩かたを誰だれかがぐっと摑つかんだ。振り向むくと、それは月城さんだった。

「ここはちょっと、任せてもらおうかしら。と言っても、私じゃないんだけど」

「え？」

　月城さんは俺から手を離し、そのまま横にいた小春さんの眼鏡めがねにその手を伸のばす。

「え？　あのあの、ムーファさん、なんですか？」

　ムーファというのは、小春さんが月城さんを呼ぶ時の名前だ。

「アイちゃん、ちょっと動かないでねー」

　戸と惑まどう小春さんに笑え顔がおを見せ、月城さんは眼鏡のフレームを摘つまみ、すっと抜き取った。

　そして言う。

「出番よ。あの犬を倒たおし、お友達を救いなさい」

　途端、小春さんの顔から戸惑いの表情がすっと抜ける。目の焦しよう点てんが曖あい昧まいになり、口から短い言葉が漏もれた。

「ふぇいずしふと」




　ビュンッ！




　頰ほおに風を感じた。それは小春さんが弾だん丸がんのように目の前を走り抜け、御剣の所へ向かったからだった。

　無表情の小春さんは、うずくまる御剣と黒い犬との間に入り込み、そこで急停止した。犬が警戒し、身にまとう炎が波打つ。

　小春さんは両の手を広げ、無感情に呟いた。

「Fly.」

　すると、床に転がっていた数本の鉄パイプが、すっと浮き上がり、小春さんと犬の間に、まるで壁かべを作るかのように並んだ。

　何度か見た光景。小春さんが誰かに操あやつられているかのように動き、そして、魔術を使う。

　今まで、これがどういう現象なのか、御剣も、小春さん自身も分かっていなかった。けれど──

　俺は月城さんを見る。

　今、月城さんは、確かに小春さんに命令した。「あの犬を倒せ」と。

「月城さん、あなたは──」

「あの子はね、二重人格なのよ」

　月城さんは、小春さんから目を逸らさずに、サラリとそう言った。

「片方の人格は普ふ段だんは眠ねむっている。というか、眠らせてる。これで押さえ込んでるの」

　右手でフレームを摘つまんでいる眼鏡を振る。

「催さい眠みん暗示って奴やつね。これを外すか、あるいは何かしらのキッカケが起きると、人格が切り替かわるようにしてあるの」

　俺は啞あ然ぜんとしながら前を向いた。

　小春さんが両手を肩の高さに上げる。




　ヴィンッ。




　空気を切る音がして、壁になっていた鉄パイプが水平に倒れる。鉄パイプは、小春さんの腕の動きに合わせて整然と空中を動いた。

「眠っている人格の方は、見ての通り、とても強力な魔ま術じゆつ師しとしての素質がある。けれど、その人格はアイちゃんの制せい御ぎよ下に無い。恐おそらく、自じ我がも持って無い。ある意味、爆ばく弾だんみたいに危険な存在なのね。だから、今まで私が管理してきたの」

　そこまで聞いて、俺は気づいた。

「じゃあ、これまで何度かその人格が出てきたのは、俺達が危険な状じよう況きようになった時、自動的に小春さんの第二人格が出てくるようになってたって事ですか？」

「そゆこと♪」

　月城さんは視線だけ俺に向けて、ちろりと舌を出す。

「るうるちゃんの素質を引き出すには、多少危険な状況に君達を放り込む必要があった。もちろん遠えん隔かく監かん視しは怠おこたらなかったつもりだけど、それでも限度があるでしょ。だから、いざという時はアイちゃんに頑がん張ばってもらう事にしたの」

　俺は、なんと言ったらいいか分からなかった。月城さんの言っている事は無む茶ちや苦く茶ちやのように思える。第一、小春さんの意思が無視されているじゃないか。

　月城さんは、俺が何かを言いたいのに言えずにいるのに気づいたのか、少しだけ申し訳なさそうな顔をした。

「アイちゃんには悪い事したと思ってる。けれど、まさかアイちゃんがるうるちゃんに接せつ触しよくするとは思わなかったんだもの。あ、これはホントの話ね。私が誘ゆう導どうして君達と引き合わせた訳じゃないから」




　ゴロロロロロロロロッ！




　我慢しきれなくなったのか、犬が宙を躍おどるパイプに向かって突つっ込む。

　小春さんは無表情のまま、ひょいと手首を返す。すると全すべてのパイプが犬の突とつ進しんを避けるように空中に広がる。障害物が無くなり、犬はそのまま小春さんに突進する。

「小春さん！」

「アイ！」

　俺とるうるが叫さけぶ。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　月城さんは余裕の笑顔。

　無表情のまま犬を見つめていた小春さんが、手を振ふり下ろす。

　その動きに合わせて、いつの間にか犬を取り囲んでいた鉄パイプが、一いつ斉せいに犬めがけて飛んでいき、体のあちこちに突き刺ささる。




　ガフゥゥゥゥゥッ！




　犬が小春さんの目の前で動きを止め、苦く悶もんの叫びを上げる。体を大きくよじるが、深々と突き刺さった鉄パイプが左右に揺ゆれるだけだった。
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　暴れ、うなり声を上げる犬に対し、小春さんは無表情のまま呟つぶやく。

「Fire.」

　瞬しゆん時じに、黒い犬に突き刺さった鉄パイプが炎ほのおの柱に変わり、燃え上がる。




　グォォォォッ！




　犬の断だん末まつ魔まの叫びは一瞬だった。赤い炎は、犬がまとった黒い炎を包み込むように燃え広がり、一つの火の玉と化し、そして、燃もえ尽つきて、消え去った。

　ガランガランと、鉄パイプが落下する。

「おっと」

　と言って、月城さんが小春さんの方へ走り出す。

　小春さんはさっきまで犬がいた所をぼんやりと眺ながめていた。が、すっと目を閉じたと思うと、そのまま前方に倒れ込んだ。

「っと、キャッチ」

　そこに月城さんが滑り込み、倒れる小春さんを受け止める。

「犬海君、それに碓氷君も。二人を運んで。さっさと地上に出るのよ」




　　　　◆




　月城さんの指示に従い、俺は小春さんを、碓氷は御剣を背負って、非常階段を上った。俺達のいた所は地下五階にあたるらしく、地上までは結構長かった。

　御剣は「これくらい大丈夫よ！」と抵てい抗こうしたけど、最後は折れて、俺の前を進む碓氷の背に乗っている。

　小春さんは、すぐに気絶から覚めた──その時には元の人格に戻もどっていた──ものの、体に力が入らないようで、俺の背中にぐったりと身を預けている。柔やわらかな感かん触しよくが背中越ごしにこれでもかと伝わってくるのだけど、今はそこに集中している場合ではない。

「犬海君」

　小春さんが呟く。

「なんだ？」

「私、なんとなく分かってたんです。もう一人の私の事」

「……そうか」

　ゆっくりと、階段を上る。

「前に私、自分の事を『からっぽ』って言いましたよね。覚えてます？」

「覚えてるよ」

　欧おう文ぶん研けんのみんなで、俺の田舎いなかに行った時の話だ。

「私は、私自身より、もう一人の私の方が、ずっと優すぐれた人間だと思ってたんです。魔ま術じゆつも使えるみたいだし。それに比べると、私ってなんにも出来なくて、だから、からっぽだなって」

「そんな──」

「いいんです。『思ってた』って言ったでしょ。過去形なんです」

　小春さんは、どうしてか、少し嬉うれしそうだった。

「犬海君や、皆みなさんと出会って、いっぱい話して、いろんな所へ行って。それで、『私は私でいいんだ』って思えるようになったんです。確かに、私の中には、もっと優れた私がいるのかもしれない。でも、いいんだって」

「……そうか」

　月城さんから二重人格の話を聞いた時、俺は割り切れない物を感じていた。けれど、小春さんは、もうその事については自分で答えを出していたらしい。ならば、俺から言える事は何も無いな。

「だから、ね。犬海君」

　急に、小春さんのトーンが静かになる。

「私、犬海君の事が分かるんです。ずっとからっぽだった私だから、自分の存在に自信を持てない犬海君の気持ちが分かるんです」

　思わず立ち止まりそうになり、体がつんのめる。慌あわてて右足を上の段に乗せた。

　小春さんは呟き続ける。

「ずっと、不安でした。犬海君が、自分と、自分の存在のギャップに耐たえきれない時が来るんじゃないかって。その時に、犬海君が諦あきらめちゃうんじゃないかって」

　小春さんの言葉は、俺を心配しているようだったけど、そうではなく、俺の事をやんわり責めていた。俺にはそれが分かった。

　実際、俺は、一度、諦めたのだ。

　ぬいぐるみを見つけたあの時、俺はそのギャップに耐えきれず、魔術を破る事で自分自身を消し去ろうとした。気持ち悪さから解放されようとしたのだ。

　小春さんは、ぎゅっと俺の両りよう肩かたを摑つかんだ。

「もう、諦めちゃ駄だ目めです。最後まで、戦って下さい。お願いです」

　首筋に、おでこが押しつけられる。そして、絞しぼり出すように小春さんは言った。

「……水那斗さんの、為ためにもです」

　俺は、小春さんの言葉を胸に刻みつけてから、答えた。

「ああ。もう諦めない。約束する」

　両肩を摑む手が一いつ瞬しゆん震ふるえた。首筋から、顔が離はなれていくのを感じる。

　そして、小春さんは、何かを吹ふっ切るように耳元で囁ささやいた。

「よろしい。いい男になって下さいね。犬海君♪」

　その言葉が、ちょっと小春さんらしくなくて、なんだか、大人の女の人にからかわれたように聞こえた。俺は、どうしてだか、少し照れた。

　やがて、踊り場に出る。先頭を歩いていた月城さんとるうるが扉とびらの前に立っている。

　碓氷が、御剣を背負ったままこちらを見る。

「地上に到とう着ちやくだね」

「ああ」

「ちょっと碓氷、もう歩けるから、下ろしてくれない？」

　御剣がちょっと恥はずかしげに言う。碓氷がしゃがんで御剣を下ろす。

「あのあの犬海君、私ももう大丈夫ですから」

　言われて、俺も小春さんを下ろす。背中に当たった胸の柔らかさと、両手で支えた太ももの感触が離れていくのは、こんな状況下でも一いち抹まつの寂さびしさを感じさせた。

「５ptポイントダウン」

　るうるがジト目で俺を睨にらむ。こほん。

　ドアノブに手をかけ、みんなを見る。

「行くぞ」

　──と、その時。

　そろそろ慣れてきた、あの感覚に襲おそわれた。

　頭の中に閃せん光こうが走り、意識が真っ白になった。




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




「バンッ」

　その瞬しゆん間かん、タガの額に黒い穴が開いた。同時に、その穴から赤色の液体が飛び散り、タガの体は椅い子すごと後方に吹き飛ばされた。

　床ゆかに転がったタガは、息をしていなかった。誰だれの目にも即そく死しだと分かった。

　教団員の一人が悲鳴を上げ、一いつ瞬しゆんでパニックになった。彼らには、何が起こったのかを即そく座ざに理解する事は出来なかった。

　けれど、テーブルのこちら側にいる子供達は、皆みな理解していた。

　カミサキは、魔術でタガを撃うち殺したのだ。

　るうるのお兄さんが立ち上がり、カミサキに向かって叫ぶ。

「なんて事を！」

　しかし、カミサキは笑え顔がおのまま、右手を拳けん銃じゆうの形にしたまま、お兄さんを見返す。

「何が？　言われた通りにしただけじゃないか」

「言われた……通り？」

「そうさ。こいつら宗教な訳でしょ。信じていれば天国に行けるって奴やつ。だから間をショートカットしてやったのさ。『導く』って、つまりそういう事でしょ？」

「なっ……!!」

　お兄さんが絶句する。カミサキはクックと喉のどを鳴らして笑い、椅子から立ち上がる。

「分かってるよ。俺はいかれてる。狂くるってる。ずっと、こういう日が来るのを待ってたんだ。好きなように、好きなだけ、人を殺せる日を」

[image: ]

　お兄さんは体を一歩引き、隣となりに座っていた女の子の手を握にぎった。

　カミサキは目を見開き、口くちの端はしを歪ゆがめた。

「さあまずはお前達からだ！　片かたっ端ぱしから導いてあげるよ！」

　次の瞬間、お兄さんは女の子と、そして男の子の手を引いて、部屋を飛び出した。

　部屋の中からはカミサキの「バンッ！　バンッ！」という声と、それに共鳴するように上がる叫さけび声が響ひびき渡わたった。

　虐ぎやく殺さつの、始まりだった。




　　　　◆




　どこをどう逃にげたのか覚えていない。

　気づけば、男の子はお兄さん達と離ればなれになって、既すでに一度通った気がする廊ろう下かを走っていた。

　建物の中は逃げ惑まどう教団員か、床に倒たおれている教団員しかいなかった。倒れているのはもちろん、カミサキに殺された人達だった。

　すれ違ちがう大人達は皆必死の形相で、誰も男の子を気にかけて来なかった。

　建物のどこにも、出口が無かった。扉や窓は確かにあった筈はずなのに、どれも消え失うせていた。カミサキの魔術だろう。逃げ道を失った教団員達のパニックは増ぞう幅ふくした。

　彼らの選せん択たく肢しは二つしか無かった。無意味に逃げ続けるか、返り討うちにすべくカミサキに挑いどみかかるかだ。ただし、それは単に、殺されるまでの時間が早いか遅おそいかの違いしか無かった。

　カミサキはアジトの中をゆっくりと歩き、教団員を見つける度たびに、その頭を狙ねらって静かに「バンッ」と言う。すると、死体が一個増えた。

　男の子が走り回っているうちに、徐じよ々じよに悲鳴が減っているように思えた。生きている人が、どんどん減っているのだと思った。

　男の子は、倒れている人達を避よけながら、廊下を歩いていた。

　と、人の気配がして、男の子は廊下に積まれた荷物の陰かげに隠かくれる。

　歪んだ笑顔のカミサキが、目の前を通り過ぎていった。男の子は後ろ姿を見つめた。

　カミサキの魔術はとても強力で、男の子の力ではカミサキが消した扉や窓を元に戻す事が出来なかった。

　それ以前に、あの女の子を放ったまま一人で逃げ出す事が、どうしてかは分からないけど、男の子には出来なかった。

　男の子には、まだ「死」がよく分からない。けれど、あの女の子がカミサキに撃たれて「死」んでしまう事は、どうにも耐え難がたかった。

　まずは女の子とお兄さんと、合流しなくちゃならない。カミサキが廊下の角を曲がるのを見届けてから、男の子は物陰から廊下に出る。

　そして、すぐ近くにあった扉を少しだけ開け、中を覗のぞき込んだ。

　そこは大きな広間で、部屋の奥に壇だんになっている所があり、その上に大きなモニュメントが置かれていた。二つの欠けた月。服の胸に描えがかれているのと同じマークだった。

　そして、部屋の至る所に、血を流して倒れている教団員がいた。

　壇になっている所の横に、小さな扉があった。あそこはまだ入って無い。もしかしたら、女の子とお兄さんが隠れているかもしれない。

　小さく開けた扉をくぐって部屋の中に入り、音がしないようにゆっくりと扉を閉じようとした。

　と、その時。




　ガシッ。




　扉が引っかかって閉まらない。誰かが外から押さえている。

「こんな所にいたのかあ」

　声が頭上から聞こえる。見上げると、扉の隙すき間まからカミサキの濁にごった瞳ひとみがこちらを見下ろしていた。

　男の子は本能的な恐きよう怖ふに駆かられて、無む理り矢や理り扉を閉じようとした。カミサキは唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「そういう生への執しゆう着ちやく、俺は嫌きらいじゃないよ。殺す楽しみが増えるからね」

　そう言って、カミサキは無理矢理扉をこじ開けた。男の子はたまらず手を離す。

　殺される。

　頭の中がその言葉でいっぱいになって、男の子は部屋の奥に向かって走り出した。

「おいおい、背を向けるなんて、後ろから撃ってくれって言ってるようなもんじゃないか」

　カミサキの言葉を聞いている余よ裕ゆうは男の子には無かった。逃げなければ。この訳の分からない人から少しでも離れなきゃ。

　男の子は必死に走る。

「じゃあ、さようなら」

　と、その時、足あし下もとに転がっていた死体の腕うでに、男の子の右足が引っかかった。

　走り続けた勢いのまま男の子が床に倒れるのと、カミサキが叫ぶのは同時だった。

「バンッ」

　男の子の意識は瞬間的に失われた。




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇







　第五章　記憶







　分厚い扉とびらを開けると、太陽の光と、華はなやかな喧けん噪そうがどっと流れ込んできた。

　慎しん重ちように外に出る。ずっと静かな場所にいたので、軽快なＢＧＭが耳に痛かった。

　いや、それだけじゃない。

　耳の奥で鳴り続けている残ざん響きよう音が、だいぶ大きくなっていた。ゴーッという風が舞まうような音が、耳の奥で鳴っている。

　俺は、感覚的に理解していた。この音が限界まで大きくなった時が、本当に魔ま術じゆつが破れる時なのだろう。この音は、タイムリミットなんだ。

「タマキ？」

　扉の下で立ち止まっていた俺を、脇わきからひょいと顔を出したるうるが見上げてくる。

「あ、悪い」

　横にずれると、他の皆みなも外に出てきた。

「えっと、ここはどこかな……」

　碓うす氷いがスマホを見ながら確かく認にんする。

　俺達が出てきた場所は通路の行き止まりのような所で、あたりには誰もいなかった。最初にここに来た時、ＶＩＰエントランスからパークに出た場所と似たような感じだ。

　通路に沿って椰や子しの木が並んでいて、その向こう側にはお客さんが溢あふれていた。急に日常の風景と音が流れ込んできて、少し混乱する。

　通路の反対側はブロックの模様が描かれた壁かべが広がっていて、俺達が出てきた扉も壁の一部だった。最後に外に出た月つき城じようさんが扉を閉めると、扉は違い和わ感かん無く壁に溶とけ込んだ。

「ＯＫ、場所を確認した。エントランスエリアはこっちだ」

　碓氷がそう言うと、みんなは黙だまって頷うなずき合った。

「タマキ」

　隣に並んだるうるが、前を向いたまま俺の手を握った。握り返す。

　そして、俺達は椰子の木を迂う回かいして、再びパークに入った。

　パークは平和そのものだった。皆が笑顔ですれ違っていく。俺達が今どんな大変な思いをしてここにいるのか、誰も知っている筈が無かった。

　腕うで時ど計けいを見る。午後六時八分だった。タイムリミットまで三十五分。それまでに、俺は答えを見つけなきゃいけない。

　暖かい太陽の光を久しぶりに浴びた事や、ここでは連中も乱暴な手出しは出来ないだろうという安心感から、俺はここに来て、考える余裕が出来た。

　さっきから何度か頭の中で再生される映像。あれは間ま違ちがい無く、十年前の事件の物だ。

　そして、男の子は、恐おそらく俺なのだろう。俺はぬいぐるみじゃなかった。れっきとした、一人の人間なんだ。

　改めてそう思うと、そして、碓氷や御み剣つるぎ、小こ春はるさんとの会話を思い出すと、胸の中が、じん、と熱くなる。曖あい昧まいだった自分の存在が、居場所が、すっと合わさる気がしたから。

　そして、隣を歩くるうるの顔をちらりと見る。手から伝わるぬくもりが、俺の胸を更さらに熱くさせる。

　しかし、同時に、強い違和感を抱いだいていた。

　蘇よみがえった俺の記憶は、田た賀がが言っていた「十年前の真実」とは大きく異なっていた。十年前、アジトで教団員を虐殺したのは、るうるでは無くカミサキだ。それは間違い無い。

　けれど、じゃあ、あの映像は、なんなのだろう。それがよく分からない。

　聖域で、田賀が俺達に見せた映像。そこには部屋に倒れる教団員達、るうると繫つなぐさん、そして倒れている俺が映っていた。

　カミサキは映っていなかったけど、恐らくはあいつがるうる達を殺そうとした。そして、そこに俺が飛び込んで、代わりに撃うたれた。

　撃たれたのは、左胸だった。そして俺は、死んだ。

　俺が死んでいるのを見て、るうるが叫さけび、そして──

「──そして、教団員の死体が消え失うせた」

　自分自身で確認するように、小さく声に出す。

　映像の流れは、こうだった筈だ。

　けれど、それはおかしい。

　るうるが犯人でなければ、るうるが教団員を消し去る理由が無い。

　いや、違うか。

　仮にるうるが犯人だとしても、るうるが教団員を消し去る理由は無いんだ。

　俺は、映像とぬいぐるみの話を鵜う吞のみにして、十年前のあの時、るうるが二つの魔術を使ったのだと思い込んだ。

　一つ目は、教団員を消し去ってしまう魔術。

　二つ目は、ぬいぐるみを人間として生き返らせる魔術。

　俺はもう、二つ目が間違いだったという事を知っている。

　そして、もしかすると、一つ目も間違いなんじゃないか、と思い始めている。

　映像では、確かに教団員は消えている。実際、「レビクシの光教団集団失しつ踪そう事件」と言われているくらいで、あの時アジトにいた教団員は姿を消している。

　しかし、それはどういう事なのだろう？

　あの時、るうるが使った、本当の魔術はどういう物だったのだろうか？

　そしてそれこそが、俺が知るべき「真実」なんだ。そこに到とう達たつ出来なければ、俺は「今度こそ死ぬ」のだろう。

　見つけてみせる。必ず。みんなとも約束したんだ。

　ただ、まだ情報が足りない。思い出せていない部分がある。映像に映っている場面だ。俺がカミサキに殺されたあの瞬しゆん間かん、あれを思い出さないと、きっと真実にたどり着けない。

　目の前を、小さな男の子を連れたお父さんが歩いて来る。男の子はキャラクターがプリントされた風船を持って嬉うれしそうに歩いている。

　るうるを押すようにして、道を空ける。お父さんは息むす子こと笑え顔がおで話しながらすれ違ちがった。

　多分、あのくらいの歳としだったのだろう。俺がアジトに連れて来られたのは──




　ガシッ。




　背後から肩かたを捕つかまえられて、俺は歩みを止めた。

　振ふり向くと、今すれ違ったお父さんが俺の肩を摑つかんでいる。笑顔のまま。

「──あ、風船」

　るうるが呟つぶやいて指さす。男の子が持っていた風船の糸を放してしまい、青空に向かってスルスルと風船が上っていく。

　男の子は、風船を見る事も無く、にこにこと俺を見ている。

　俺を見ている。

　俺が違和感の正体に気づくよりも早く、お父さんが俺に笑いながら聞いて来た。

「犬いぬ海かい、丸たまき君だね？」

「!!」

　反射的に逃にげようとした。けれど、肩に食い込んだ指がびくともしなくて、動けなかった。

　前を見る。碓氷や月城さんも、同じように知らない誰だれかに肩や腕を摑まれていた。

　それだけじゃない。いつの間にか人の流れが止まっていて、俺達を取り囲むようにして、客が並んでいる。

　皆、笑顔のまま、俺達を見つめていた。

　音楽も止まり、騒さわぎ声も消え、周りには人が沢たく山さんいるのに、そこには静せい寂じやくがあった。




　ヴィーンッ──




『あー、あー、マイクテス』

　振しん動どう音の後、どこかのスピーカーから、静寂の降りた園内に声が響ひびき渡わたる。

『地上に出れば安心、だと思っただろう？』

　それはあの聖域で俺達に拳けん銃じゆうを向けた男、田賀の声だった。

『残念ながら、認識が甘い』

　楽しそうな、残ざん忍にんそうな声が頭上を通り過ぎる。

『君達が今日来る事が分かっていて、なんの対策もしないと思っていたのか？』

「!!」

　ようやく、罠わなの正体に気づく。しまった、つまり──

『客の中に教団員を紛れ込ませないとでも、思っていたのか？』

　体から力が抜ぬけていく感覚。捕まってしまった。こんな単純なミスで──！

『苦労させられたからな。すぐには殺さない。簡単に楽になれると思うなよ？』

　スピーカーから、嫌いや味みな笑い声が漏もれる。

『全員、私の所まで連れて来い。聖域だ。以上』

　放送が途と切ぎれると同時に、人ひと混ごみがざっと開いて、道が出来る。

　お父さんが耳元で囁ささやく。

「さあ、田賀さんがお待ちです。行きましょう」

　抵てい抗こう出来なかった。ほとんど引きずられるみたいに、無む理り矢や理り歩かされる。

「ちょっと、そんな所触さわんじゃ無いわよ！」

　前の方で、御剣が叫んでいる。けれど、抵抗している訳ではなさそうだった。

　遠巻きに、恐らくは教団とは関係無い普ふ通つうのお客さん達が、俺達の事を不思議そうに眺ながめていた。こういう状じよう況きようでは、御剣も魔術を使いにくいのだろう。

　このまま田賀の所に連れ戻もどされたらどうなるだろう。改めて全員殺されるのだろうか。

　もちろん、そういう訳にはいかない。それに、俺はあの時の記憶を、まだ最後まで思い出せていないんだ。

　時間を稼かせぐ必要がある。記憶を取り戻せるまで。

　俺は、るうると繫つないでいる手を強く握にぎった後、力を抜いて指をゆるめた。

「？」

　るうるが不思議そうな顔で俺を見上げる。

　人差し指をゆっくりとるうるの手のひらの上に当て、なぞる。

「ひゃ……」

　くすぐったくて声が出そうになるのを、慌あわてて口を閉じるるうる。俺を拘こう束そくしている男はちらりとるうるを見たが、気づいていないようだった。危ない。

　俺はゆっくりと手のひらに文字を書く。




「く」「ら」「や」「み」




　そして、視線だけるうるの瞳ひとみに向けて、声を出さずに、口をゆっくりと動かした。

（やれるか？）

　るうるは俺を見上げて数回瞬まばたきした後、手をぎゅっと握って、

　こくん。

　と、頷うなずいた。

　そして大きな瞳を閉じて、小さく呟いた。

「闇やみよ来い」

　途と端たんに、視界が暗くら闇やみに覆おおわれ、何も見えなくなった。

　一いつ瞬しゆんの後、周囲はパニックになった。突とつ然ぜん何も見えなくなったのだから、当たり前か。

　俺を摑んでいた腕うでが一瞬ゆるんだ隙すきに、俺はるうるを連れてとりあえず前に走る。

　前方でも混乱が叫び声になって伝わってくる。けれどなんにも見えないのでとりあえず片手を前に伸のばしながら進む。るうると繫いだもう片方の手は、しっかり握り続けた。

「犬海！　いるの!?」

　御剣の声。近い。

「ああ、ここだ！」

　ぷに。

　伸ばしていた手が、何かを摑む。ぷにぷにと柔やわらかい。これはもしや──

　柔らかい何かを握っていた俺の手の、手首を誰かにがしっと摑まれる。

「これ、あんたね」

　御剣の冷たい声。

「あ、じゃあ今握ってたのってやっぱり──」

　パチィン。

　最後まで言う前に、平手が綺き麗れいに決まった。視界ゼロのこの状態でも、的確に打てるのが凄すごいと思った。いやそんな事に感心している場合じゃない。

「逃げよう御剣！」

「そんな事言っても、ここまで視界が奪うばわれるとどっちに行ったらいいか分かんないのよ！」

　確かに。暗闇は失敗だったかもしれない。

　その時、俺は数時間前のジェットコースターでの事を思い出した。

「そうだ御剣！　翼つばさだ！　空を飛んで逃げよう！」

『おお、そりゃナイスな提案』

　返って来たのは御剣ではなく、聞き慣れた男の人の声だった。

　しかも、聞こえてきたのは頭の上からだった。もう一度、声が届く。

『さあみんな、飛んで来い』

　ふわり、と足が地面から離れる。浮ういた、と思った瞬間、一気に上方向に引っ張られる感覚。

　視界がゼロなので何が起きているのか分からない。とにかく、繫いだ手だけは離さなかった。

　急に光が差し込んで、目を細める。どうやら暗闇を抜けたらしい。

　ゆっくりまぶたを開けると、眼下に真っ黒な空間が広がっていた。暗闇で出来た雲、とでも言うんだろうか。

　そして俺は、浮いていた。

　周りを見ると、るうるも、他ほかの仲間も、同じように浮いていた。

　皆みな背中に、大きな翼を生やしている。

「アタシ、何もしてないわよ……？」

　御剣が自分の背中の羽を羽ばたかせながら、首を捻ひねっている。

　けれど、俺は誰の仕し業わざなのか、もう分かっていた。

　空中には七人いた。欧おう文ぶん研けんの五人、それに月城さんと、あと、もう一人。

　オールバックにタレ目が特とく徴ちようの男の人が、そこにいた。

「どうだ。廃はい業ぎようしてた割には、なかなか上う手まくやっただろ？」

　甲か斐い歩あゆむさん。るうるの叔父おじさんにして、喫きつ茶さ店てん「ねこのあしあと」のマスター──そして、元魔ま術じゆつ師し──は、似合わないピンク色の羽を背中に付けて、得意げに言った。

「おじさん！」

　るうるが驚おどろく。

「無事だったんですね！」

　甲斐さんは「ふん」と鼻を鳴らし、

「お前らが繫の暗号を解いたと思ったら、いつの間にか、とんとん拍びよう子しでここまで来ちまっただろ？　なんか怪あやしい気がしてな。ビールで酔よい潰つぶれたフリして、隙を見て逃げて来た」

[image: ]

「おじさん、すごい！」

　甲斐さんに抱だきつこうとしたるうるの襟えり首くびを、御剣が捕まえる。

「感動の再会してる暇ひまは無いのよ」

　月城さんが近づいて来て同調する。

「そうね。せっかくだからこのままパークの外に逃げましょう」

「よし、行こう」

　俺達は、下の連中に気づかれる前に、そこから飛び去った──




　　　　◆




　──と、そのまま空を飛んでパークの外に出られていれば良かったのだけど、そう上手くは物事が運んだりはしないのだった。

　甲斐さんが俺達に生やしてくれた翼は、はじめは順調に羽ばたいていた。

　けれど、すぐに動きがぎこちなくなり、速度が出なくなっていった。

　そして、徐じよ々じよに高度も落ちていって、ついにはみんな地面に着地してしまった。

「あー、やっぱりブランクがあるからな。こんなもんか」

　最後に着地した甲斐さんはしれっとそう言って、パチンと指を弾はじく。同時に、俺達の背中から翼が消え失うせた。

　俺達が落ちてきたのはショッピングモールのど真ん中だった。お客さんが突然降りてきた俺達を驚いて遠巻きにしている。見た限りでは、教団員はここにはいないようだ。

「とりあえず隠かくれよう！」

　俺はそう言って、みんなを連れて走り出した。




　　　　◆




　碓氷が地図を調べて、俺達はひとまず隠れられる場所を見つけて、そこに避ひ難なんした。

　そこはショッピングモールの一角にあるグッズショップの二階だった。階段の先の扉とびらを開けると、二階の空間は装そう飾しよくも無く、長机とパイプ椅い子すがあるだけの殺風景な所だった。

　碓氷によれば、ここは普通のお客さんが来る所では無く、アルバイトが休きゆう憩けい時間を過ごす為ための詰つめ所なんだそうだ。俺達が入って来た時には、たまたま、誰だれもいなかった。

　入り口の他には窓が三つあった。俺達は長机を立てて入り口の扉にバリケードを作った後、二人一組でそれぞれの窓に張り付いて、外の様子を窺うかがった。

　窓からはショッピングモールを歩くお客さん達を見下ろせた。笑え顔がおで喋しやべりながら歩いている人たちの他に、立ち止まって、明らかに周囲を監かん視ししている人が何人もいた。恐おそらく教団員だ。まだこの場所は見つかっていないみたいだけど、時間の問題だろう。

　俺は、籠ろう城じようの形になってしまった事を後こう悔かいしていた。再び翼を付けて空から逃にげるにしても、一いつ旦たん外に出ないといけない。するとまた、教団員と対たい峙じしなきゃならない。

　さっきはるうるの暗闇で不意を突つく事が出来たけど、同じ手が通用するとは限らない。

「参ったな……」

　これからどうしたものか。

　腕うで時ど計けいが示す時間は六時十七分。タイムリミットが迫せまっている。このまま膠こう着ちやく状じよう態たいでいる訳にはいかない。

「……ねえ、タマキ」

　考えこんでいると、るうるが俺の名を呼んだ。るうるは俺のすぐ横にいて、同じ窓を見張っていた。振ふり向くと、大きな二つの瞳と目が合った。

「どうした？」




　ぽふっ。




　急にるうるが横から抱きついてきて、俺の胸に顔を埋うずめる。ふわふわの髪かみから甘い匂においがふわりと香かおった。

「な、なんだよ」

「わたし、まだ許して無いから」

　顔は見えなかったけど、るうるの声が胸に響ひびく。

「タマキが一人で勝手にいなくなろうとした事、まだ許して無いから」

　じんわりと、るうるの体温が伝わってくる。温かかった。

　そうか。俺はこの温かさを、失おうとしていたんだ。

　自分自身の不安定さから逃げる為に、大切な物を投げ出そうとしてたんだ。

　それによってるうるがどんなに悲しむのか、分かっていた筈はずなのに、逃げようとした。

「タマキは、わたしのパートナー候補なんだから、勝手にいなくなったりしたら駄だ目めなの」

　声が、少しだけ震ふるえていた。泣いているのかもしれなかった。

「駄目なんだから……！」

　俺はるうるの頭に手を置いて、ゆっくりと撫なでた。そして、心から謝る。

「ごめん。本当にごめん」

　るうるは、少し間を空けてから、顔を埋めたまま言った。

「……もう、わたしを一人にしない？」

「ああ、約束する」

　るうるは少し黙だまった後、ゆっくりと顔を上げた。

　大きな二つの瞳ひとみが、至近距きよ離りで俺を見上げる。濡ぬれた瞳には、不安と慈じ愛あいがせめぎ合って滲にじみ出ていた。

　やがて、るうるが口を開く。

「あの時、タマキが言った事、覚えてる？」

「……ああ、覚えてる」

「もう一度、言って」

　そう言って、るうるがじっと俺を見上げた。俺はたまらなく愛いとおしくなって、それで、優やさしく、小さな女の子を抱だきしめ返した。

　そして、大きな二つの瞳を見つめて、あの時言った言葉を、もう一度言った。

「るうる、俺はお前のことが、大好きだ」

　二つの瞳がわずかに大きくなり、そして、目め尻じりに涙なみだが浮かんだ。るうるは言った。

「……これまでの採点はリセット。で、１００ptポイントアップ」

「え？」

「つまり、キミはわたしのパートナーとして合格です」

　るうるは、今まで見た事の無いような、満面の笑みを浮かべた。

「わたしも、大好き。タマキの事！」

　俺はいてもたってもいられず、るうるの頭をぎゅっと抱きしめた。るうるは、苦しそうに、でも、嬉うれしそうに言った。

「だから、答えを、見つけてね」

「ああ。見つける。もうお前を一人にはしない。絶対に」

　そうだ。記き憶おくを全部取り戻もどして、繫さんの謎なぞかけの解答を見つける。見つけてみせる。そして、生きてここから脱だつ出しゆつするんだ。るうると、みんなと。

　手をゆるめて、改めてるうると見つめ合う。

　るうるは、そうする事が最初から決まっていたみたいに、そっと目を閉じた。

　俺も、そうする事を最初から決めていたみたいに、顔を、唇くちびるを近づけていった。

「……毎度、邪じや魔ましちゃって悪いんだけど。今そういう事してる場合じゃないでしょ」

「!?」

　振り向くと、腕うでを組んでイライラしている御剣がいた。他の人たちも、俺達を取り囲んでにやにやとしている。

「むー、いつも邪魔が入るの」

　るうるが不満げに呟つぶやいて、俺から体を離はなす。

　けど、そっと耳元で囁ささやいた。

「後でいっぱいしようね」

　ぼっと体が熱くなる。るうるはとてとてと離れていった。心なしか、その足取りが嬉しそうに、俺には見えた。

　──と、その時。

「がああぁぁぁっ!?」

　頭が割れるように痛み、俺は両手で頭を抱かかえて床ゆかに転がった。

「ちょっと、犬海、どうしたの!?」

　駆かけ寄る御剣の足あし下もとが見えたのと、過去最大級のスパークが頭の中でほとばしるのは同時だった。意識が真っ白になった。




　　　◇◇◇

　　　◇◇◇




　ドタドタドタ……。




　二人分の足音が聞こえて、男の子の意識はうっすらと蘇よみがえってきた。

　重たいまぶたをなんとか開けると、女の子とお兄さんが、近くを走り抜ぬけたのが見えた。

　男の子が最初に思った事は、まだ自分が生きているという事。

　次に思った事は、体が動かせないという事。

　うつぶせになって床に倒たおれていた。体のどこにも力が入らず、指一本でさえ動かせる気がさっぱりしなかった。

　首筋の後ろが、なんと言うか、温かかった。

　男の子は見る事が出来なかったけど、首筋の肉は大きく抉えぐり取られ、出血が続いていた。

　カミサキが「バンッ」と叫さけんだあの時、男の子が蹴け躓つまずいたせいで攻こう撃げきが逸それたのか、それともカミサキが最初から男の子を殺す気が無かったのか、あるいは、男の子が自身の力によって攻撃の威い力りよくを弱めたのか、それは分からなかった。

　分かるのは、カミサキは男の子が死んだと思い、放ほうって部屋から出て行った事。

　そして、今この部屋に、女の子とお兄さんが入って来た事。

　それはつまり、この二人も、この部屋に追い詰められたという事だった。




　バタン。




　扉が閉まる音。女の子とお兄さんが、こわばった顔をそちらに向ける。

　男の子は首を動かす事も出来ないので、誰が扉を閉めたのかは分からなかった。

　けれど、あの赤髪に間ま違ちがい無いと思った。

「なあ、あんた達、俺と手を組まないか？」

　扉の方から聞こえてきたのは、やはりカミサキの声だった。

　女の子は恐きよう怖ふに怯おびえ、お兄さんにすがりついた。

　お兄さんは真しん剣けんな表情をしたまま、声の方を黙って睨にらんでいた。

　広い空間に、カミサキの声が響く。

「さっき言ったよな？　『俺達はお仲間』だって」

　男の子が倒れているのは、カミサキと女の子達を繫つないだ線上の丁度真ん中あたりの、そこから少しだけ右にずれた所だった。

「俺もあんたらも、魔ま術じゆつで歪ゆがめた現実を、恒こう久きゆう的に残す事が出来る。やった事は無いが、世界を造り替かえる事だって出来る筈だ」

　男の子は、また薄うすれようとしている意識を、必死に保とうとした。

「それって、つまり、俺達は『神』だって事だ。そうだろ？」

　首筋の温かさが、じんわりと体に広がっていく気がして、それが、まるで「死」に近づいているように思えて、怖こわかった。

「こんなくだらないカルト教団の教祖なんかに収まる理由は無い。いつだって、神になれるんだから。そうだろ？」

　お兄さんの顔が、すっと厳しくなる。

「だからって、人を殺していい筈が無い」

「これは単なる趣しゆ味み。で、どうなのよ。俺と手を組む気は無いの？」

「ある訳無いだろ！」

　お兄さんが叫ぶ。その剣けん幕まくに、両手に包まれている女の子がひっと縮こまった。

「お前おかしいよ！　目の前でこんな虐ぎやく殺さつ行こう為いを見せつけたあげくに、『手を組まないか』だって!?」

「だーかーらー、これは趣味なんだってばー」

　カミサキが楽しそうに語ご尾びを伸のばす。

「魔術では死んだ人を生き返らせられない。世界を変える力を持ってるのに、このルールからは逃のがれられない。だからさ」

「だから……、なんなんだ」

「だから、人を殺した時だけ、実感出来るんだよ。この世界が存在してるって事をさ」

「……狂くるってる。お前は、まともじゃない」

　小さな足音。カミサキが、女の子達に向かって歩き始めた。

「まともじゃないのはお互たがい様だろ。神の力を持っていながら、常人と同じ思考を維い持じしていたら、そっちの方が異常だと思うんだけどな。なんであんたらはそんなにまともなの？　俺にはそっちの方が不思議でしょうがない」

　その言葉に、お兄さんは一いつ瞬しゆん目を伏ふせた。そして、もう一度カミサキを睨む。

「僕達は……僕達は、世界を変える魔術は、絶対に使わないって、決めたんだ」

「使わない？」

「そうだ。恒久的な魔術を使える人間は、この世に存在してはならない。人間に、神の力は必要無いんだ。僕もるうるも、普ふ通つうの魔術師として生きるんだ。お前とは違ちがう」

「……呆あきれたね。持って生まれた才能を、自分で否定するのか。あんたらは」

「好きでこんな力を持ってる訳じゃない！」

　お兄さんは叫んだ。怒おこっているように見えた。

　暫しばらくの沈ちん黙もくの後、クックッと、喉のどの奥で鳴る笑い声が、静かな空間に響ひびく。

「分かったよ、分かりました。あんたらと俺とは相あい容いれない。そういう事だね？」

　カミサキの質問に対し、お兄さんは警けい戒かいしながら頷うなずいた。

「ＯＫＯＫ」

　軽く答えた後、衣きぬ擦ずれの音がした。お兄さんの顔がこわばる。

　カミサキが腕を伸ばし、拳けん銃じゆうの形にした手を向けたのだと、男の子は瞬しゆん時じに理解した。

「じゃあ、死ねよ、二人とも」

　感情の籠こもらない、軽い声だった。

　その時。

　その時、どうして男の子の体が動いたのか、正直、彼自身も分かっていなかった。

　ただひたすら、女の子を守らなきゃ、という思いが爆ばく発はつした結果だった。

　体が弾はじかれるように床から離れ、足が床を蹴ける。首筋から、燃え上がるような痛みが全身に走った。

　それでも、男の子は前方に飛び出し、カミサキと女の子達の間に飛び込んだ。

「バンッ！」

　カミサキの声が空間に響き渡わたる。




　ドムッ。




　男の子の体内に鈍にぶい音が響いた。実際には音では無かったのかもしれない。

　左胸から血が噴ふき出す。背中から貫かん通つうしたらしい。

　もはや痛みは無かった。首筋の痛みも無くなっていた。何も感じなくなっていた。

　体は今度こそ、男の子の言う事を聞かなくなった。単なる固まりとなって、また地面に倒れ込んだ。

「マルッ！」

　女の子が叫ぶ。

　小走りに駆け寄る音。音の主が、うつぶせになった男の子の体を起こす。

　顔が天てん井じようを向く。視界いっぱいに、瞳ひとみに涙なみだを溜ためた女の子の顔があった。

「しんじゃダメ！　しんじゃダメよ！　マル！」

　それを聞いて、あ、そうか、死ぬんだ、と、男の子は思った。

　女の子は涙をポロポロ零こぼしながら、男の子の体を揺ゆすった。

「マルってば！　しんだりしちゃ、ダメなんだから！」

　女の子は混乱しているのか、自分で何を言っているのか分からないみたいだった。

　男の子は、急に可笑おかしくなった。体は一ミリも動かないし、目の前で大切な女の子が泣いている事がつらくもあったけど、何故なぜか、可笑しかった。そしてすぐに、悲しくなった。

　ゆっくりと、口を開く。

「ごめん、ね。君を、守れな、かった」

　ゴポッと、口から血が溢あふれた。女の子の目が見開かれる。ぽたぽたと涙が零れ続ける。

　男の子は、もう、これ以上はもたない事が分かっていた。けれど、なんとか、女の子の涙を止めたいと思った。

　だから、男の子は最後まで笑え顔がおのまま、思いつくままに、喋しやべった。

「約束、する。次は、今度こそ、ぜったい、君を、守る、君を、助ける、か、ら」

　噓うそだった。だって自分は死ぬのだから。死んでしまうのだから。

　女の子がどんな魔術師でも、たとえ、世界を改変出来るような魔術師でも、死んだ人を生き返らせる事は、魔術では出来ないのだから。

　だけど、守りたいと願った女の子を、最後まで守ってあげられなかった男の子に言える事は、出来もしない約束をする事くらいだったのだ。

　言いたい事は言えた。もう、十分だ。

　急に眠ねむ気けが襲おそってきて、男の子はすっと目を閉じる。

「マルッ！　マルッ！　ダメなの、マルってば！」

　なおも女の子の声がしたけど、もうまぶたを開ける気にはならなかった。

　意識が遠くなり、体が軽くなるのを感じた。

　眠ねむりに落ちる最後の瞬しゆん間かん。

　女の子の絶ぜつ叫きようが、聞こえた気がした。




　　　　◆




　……。




　　　　◆




　……………。




　　　　◆




　…………………………。




　　　　◆




　……誰だれかが、側そばにいる。

　男の子は、最初に、そう思った。

　けれど、目を開けようとは思わなかった。

　自分は、死んだのだ。

　大切に思った女の子を助ける事も出来ず、死んだのだ。

　もう、何もしたくない。

　これ以上、何をする事も無いと思った。

　だから、側にいる誰かの事は考えず、そのまま目を閉じていた。

　やがて、大きな手が、男の子の頭を撫なでた。

　柔やわらかく、慈いつくしむように、でも、寂さびしそうな。そんな撫で方だった。

　自分の髪かみを撫でている誰かが、何か悲しい気持ちになっている気がして、男の子は、自分の事よりも、その人の事が気になった。

　それで、男の子は、ゆっくりと、目を開けた。

　空は白く、まばらに生えている木の上にも雪が積もっている。

　動かす事が出来ない手も、地面に降り積もった雪を摑つかんでいた。

　雪山の中だ。

　頭を撫でている人は、すぐ横に寝ねそべっているようだった。

　そっちの方に頭を向けようとして、首を動かす気力も残っていない事に気づく。

　仕方なく瞳だけ、ゆっくりとそちらに向ける。

　その時、たまたま、視界に自分の体が入った。それを見て、男の子は少しだけ驚おどろいた。

　胸に空いた筈はずの穴が、無くなっている。そういえば、口から吐はいた筈の血も、無くなっているようだった。

　それは、男の子の体から致ち命めい傷しようが失われたという事なのだが、その時の男の子には、それがどんな意味を持っているのか、分からなかった。

　そしてすぐに、首筋がまたかっかと熱くなってきた。こっちの傷は、無くなってはいないらしい。

　ようやく、隣となりに寝ている人が視界に入った。髪の長い、女の人だった。体が半分透すけて見えたけど、男の子はあまり気にしなかった。

　女の人は頭を撫でながら、男の子に聞いた。

「名前は？」

「……マ、ル」

　男の子はタマルと言ったつもりだったが、口が上う手まく動かなかった。

　女の人が「そうか」と言ったまま、黙だまっていたので、男の子は聞き返した。

「ぼく、死ぬの？」

「ああ、まもなく死ぬ」

　男の子は、暫く女の人を見つめた後、視線を白い空に戻もどした。

「そっか」

　という事は、これは、まだ「死」じゃないんだな。と、男の子は他ひ人と事ごとのように思っていた。

　まだ、死んでないんだ。

　そう思うと、急に、男の子の中でむくむくと湧わき上がる気持ちがあった。

「死ぬのは、怖こわくないか？」

　女の人が、優やさしく聞いてくる。少し考えて、男の子は答える。

「分かんない。でも、くやしい」

　くやしい。

　それが、湧き上がる気持ちだった。

　女の人は意外そうな顔をした。

「悔くやしい？　何が悔しいのだ」

　男の子は、白い空を見つめたまま答えた。

「やくそくしたんだ」

「約束？　誰と」

「女の子。るーるって言ってた」

「その歳としで女と約束するとはなかなかのプレイボーイだな。何を約束した？」

「次は、ぜったい助けるって」

「助ける？」

「今は助けられないけど、大きくなったら、今度はぜったい助けるって、約束したんだ」

　男の子の目め尻じりに、小さく涙の粒つぶが浮うかぶ。

「やくそくしたのに守れないのが、くやしい」

　ここで死んでしまうから、女の子との約束が守れない。それが悔しかった。

　それから、少しの時間が流れた。やがて、女の人が体を起こし、男の子を見下ろした。

「マル、死ぬのは嫌いやか」

　男の子は、考える。

　男の子はまだ「死」がどんな物か分からなかった。

　だから、「死」が怖いのかどうか、分からなかった。

　けれど、ここで死んだら、女の子との約束が果たせない。

　約束を果たせないのは、嫌だった。

　だから、そう言った。

「いやだ」

　途と端たんに、その感情があふれ出るみたいに、両の目から涙があふれ出した。

「死にたくない。生きたい」

　涙で視界が歪ゆがむ。けれど男の子は、腕うでを動かす力も残っていなかった。

「あの子に、もう一度会わなきゃいけないのに。ここで死ぬのは、いやだ」

「……よし、分かった」

　女の人は男の子を両りよう腕うでで抱かかえて、立ち上がった。

　そして雪山を、ゆっくりと、歩き始めた。

「近くに村がある。そこで治ち療りようしてもらおう。それまで、死んでは駄だ目めだ」

「お姉さん……誰なの？」

　ようやく出てきた当たり前の質問に、女の人は少し考えてから、

「お姉さんではない」

　こう、答えた。

「妾わらわは、神様じゃ」




　　　　◇◇◇

　　　　◇◇◇




　ハッと目が覚めると、俺は頭を抱えたまま床ゆかに寝ね転ころがっていて、みんなが心配そうに覗のぞき込んでいた。

「タマぴょん、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　碓氷が伸のばしてくる手を半ば無意識に取り、俺は起き上がる。

「犬海君、大丈夫ですか？」

　小春さんの心配そうな声も、なんだか遠くから聞こえる気がする。

　頭の中を、今見た景色が駆かけ巡めぐっている。

「……これで、全部なのか？」

　ぼんやりと呟つぶやく。

　あの日、俺が遭そう遇ぐうした事、教団のアジトで見聞きした事は、全部思い出した。インナミさんに助けられた所まで含ふくめて全部だ。

　あの後、俺はインナミさんに連れられて村に下りた。村の人は総そう出でで俺を助けようとしてくれたらしい。

　首の傷は致命傷では無かったものの、俺は肺はい炎えんを併へい発はつして、高熱が一週間近く続き、そっちの方で死にかけたそうだ。

　そして、目が覚めた時、俺はそれ以前の記き憶おくを綺き麗れいさっぱり失っていたのだ。

　無事完治した後、じいちゃんが俺を引き取ってくれて、「丸たまき」という名前をくれた。そして、今日まで生きてきた。

　記憶は、全部思い出した。

　思い出したけど──

「──おかしいだろ」

　説明が付かない。いろんな所が矛む盾じゆんしている。

　最後まで思い出せば、パズルのピースが揃そろうのだと思っていた。全ての疑問に、答えが出るのだろうと思っていた。けれど、これでは謎なぞが更さらに大きくなっただけじゃないか？

　カミサキに殺された筈の俺は、何故なぜ死ななかったのか？

　何故るうるは教団員を消し去ったのか？

　カミサキも一いつ緒しよに消えたのか？

　繫さんは何故姿を消さなければならなかったのか？

　それに、あの映像。

　田賀が見せた映像にあった決定的な矛盾を、俺の記憶は説明してくれない。

　まだある。

　俺達は、なんでここにいるんだ？

　ルークスワールドに俺達が来たのは、繫さんの暗号を解読したからだ。俺は、あのぬいぐるみを俺自身に発見させる事が繫さんの目的だと思っていた。

　けれど、どうやらぬいぐるみは関係無いようだ。あのぬいぐるみが目的じゃ無いのだとしたら、繫さんは、なんで俺達をここに連れてきたんだ？

　そして、一番重要な事。

　結局、俺が破った魔術はなんだったのか。

　これが、未いまだに分からない。

「おかしいって、何が？」

　るうるが大きな瞳ひとみで見上げてくる。けれど、俺はそれを手で制した。

「すまん。ちょっとだけ、考えさせてくれ」

　みんなが不安げな顔を向ける中、俺の頭はフル回転していた。

　考える。

　十年前の記憶。

　今の俺。

　あの映像。

　カミサキ。

　るうる。

　全すべてを説明出来るただ一個の答えがある筈だ。

　だって、これはクイズじゃない。文章問題じゃない。

　俺もるうるも、十年前の事件を経へて、今ここにいるんだから。

「俺達が、答えそのものの筈はずなんだ……」

　小さく呟く。

　と、その時、

「『俺達が、答えそのもの』……？」

　自分で言った言葉に引っかかる。

　同時に、頭の中でぐるぐると駆け巡っていた様々な要素が、一気にまとまっていった。

　そしてそれは、一つの巨きよ大だいな絵を形作った。

「……分かった」

　俺は静かに、けれど、自信を持って呟いた。

「これが繫さんが俺に伝えようとした答えだ！」

「タマぴょん！」

「犬海！　なんなのそれは！」

　碓氷と御剣が俺に詰つめ寄る。他ほかのみんなも、期待を込めて俺を見つめているようだった。

　俺はみんなを見回して、そして言った。

「よく、聞いてくれ」

　その次の言葉に、みんなは呆あつ気けにとられた。

「……降こう伏ふくしよう」







　第六章　決戦







「犬いぬ海かい、お前は頭が良い。理由も無く降伏した訳じゃないんだろう？」

　田た賀がは俺を睨にらみ付けながらそう言った。俺は黙だまって睨み返した。




　あの後、俺達は両手を挙げて外に出て、近くにいた教団員に発見され、拘こう束そくされた。

　降伏する事に反対意見も出たけど、俺は、

「決着をつける為ためには、どうしてもあの場所に戻もどらなきゃいけないんだ」

　と、みんなを説得した。

　その場所に、今俺達はいる。

　田賀達が「聖域」と呼んでいる場所。

　とても広い、白く塗ぬられた部屋。

　部屋の奥に壇だんのような場所があって、田賀はそこに立ち、俺達を見下ろしていた。

　俺達は手首をロープで縛しばられ、一列に並んでいた。

　田賀は暫しばらく俺を睨んだ後、「フン」と笑った。

「どんな策を練ったのか知らないが、俺がお前達を見み逃のがすとでも思っているのか？　甘いんだよお子様は」

　ツカツカと俺の前に降りて来て、大きな手で俺の顎あごを持ち上げた。

「お前はここで死ぬんだよ。お前だけじゃない、全員死ぬんだ。我々の仇かたきである、水み那な斗とるうると一緒にな」

「違ちがう」

　俺は答える。

「違う。るうるはお前達の仇なんかじゃない」

「……なんだと？」

　俺はここに来るまで、どうすれば田賀を説得出来るだろうと考えていた。けれど、結局は全て説明し、証明するしか無いのだという結論に至った。

　だからここから、長い長い解答編の、スタートだ。

　俺は同じ言葉を繰くり返した。

「るうるはお前達の仇なんかじゃない。十年前、教団員を殺したのも、彼らの死体を消し去ったのも、るうるじゃない」

「なんでお前にそんな事が分かるんだ！」

「俺も一緒にその場にいたからだ。思い出したんだよ。全部」

「……!?」

　田賀の表情が驚おどろきと疑念に歪ゆがむ。俺は構わず続ける。

「十年前、このアジトには四人の子供が連れて来られた。るうる、水那斗繫つなぐさん、俺、そして、カミサキの四人が」

「カミサキ？　誰だれだ。そいつは」

「知らない。けれど、犯人はそいつなんだ。全部、そいつがやったんだよ」

　田賀は一いつ瞬しゆん目を剝むいたかと思うと、持ち上げていた俺の顎を放し、そのまま俺の頰ほおを強くはたいた。

　パンッ、と、乾かわいた音が室内に響ひびく。

「タマキ！」

　隣となりにいたるうるが心配そうな顔で見上げる。俺は小声で「大だい丈じよう夫ぶだ」と答えた。

　田賀は苛いら立だたしげに叫さけぶ。

「そんな戯ざれ言、信じられると思うのか!?　命惜おしさにデタラメを並べても無む駄だだ！」

　その通りだった。田賀には俺の話を信じる根こん拠きよが無い。

　でも、ここで引く訳にはいかない。

　時間が、無いのだ。

　ちらりと腕うで時ど計けいに視線を向ける。六時、三十五分。タイムリミットまで後十分も無い。

　耳の奥の残ざん響きよう音はますます大きくなっていた。頭の中を嵐あらしが吹ふき荒あれているんじゃないかってくらい。もう、我が慢まん出来ないくらいに。

　俺は切り札の一枚目を出した。

「田賀、あんた兄弟がいただろ？」

　俺の言葉に、田賀の動きが止まる。俺は続ける。

「その人は教団の幹部だった。俺はその人と会ってる。十年前。あの事件の日に」

　田賀はじっと俺を睨み付け、一歩離れた。

「……確かに、兄は当時本部付けの幹部だった」

　敵意を持った表情は変わらず、俺をびしっと指さす。

「だが、そんな事は調べれば分かる事だ。お前の記き憶おくなんていうあやふやな物よりしっかりした証しよう拠こがいくらでもある。お前を信用するには、それでは足りない」

　切り札の一枚目は不発に終わった。けれど、多少の効果はあった。

　田賀は「それでは足りない」と言った。つまり、別の証拠があれば、信じても良いという事だ。

　俺は間を置かずに切り札の二枚目を出した。

「この部屋には、もう一つ、魔術が仕し掛かけられている」

「……なんだと？」

「それを今から俺が破る。それが、証明になる」

　田賀は俺から目を逸そらさず、けれど、頭の中で考えているようだった。

　やがて、小さく頷うなずいてから口を開いた。

「いいだろう。やってみろ。ただし」

　懐ふところから拳けん銃じゆうを取り出し、銃口を定めた。

　俺では無く、俺の隣にいる、るうるに。

「少しでも妙みような真似まねをしたら、その瞬しゆん間かんに、この女を殺す」

　俺は、るうるを見た。

　るうるは、怖こわがりもせず、俺を見上げていた。

　その大きな二つの瞳は「タマキを信じてる」と言っていた。

　ああ、大丈夫だ。信じてくれ。

　俺はるうるに頷き返して、田賀の方を向いた。

「お前が見せたあの映像、覚えてるか」

　田賀は銃口をぴくりとも動かさずにこちらを向いた。

「何度見返したか分からないくらいに見てるからな。あの映像がなんだと言うんだ」

　俺は、手首を縛られた腕うでを持ち上げて、目の前にある、壇になったステージを指さした。

「映像では、あそこにモニュメントがあった」

「ああそうだよ。二つの欠けた月。レビクシの光教団のシンボル。純銀製だったって話だ」

　田賀はるうるを睨み付け、続けた。

「結局、あれも水那斗るうるが仲間と一いつ緒しよに消しちまった。全くこの女は──」

「るうるはそんな事していない」

　田賀の言葉を遮さえぎる。大柄の男はポカンと俺を見つめた。

「していない、だと？　何をふざけた事を。映像でも消えていたし、現にここに無いだろ」

「違う。消えてなんかいない。モニュメントだけじゃない。あの映像に映っていた、倒たおれてる信者の人達だって、消えてなんかいないんだ」

「……映像に細工がされているとでも言うつもりか？」

　俺は首を横に振ふった。その可能性もあるけど、それは今は証明出来ない。

　けれど、それが魔ま術じゆつによる物であれば、俺はこの場で証明出来る。

　それが、俺の力だ。

　俺はゆっくりと、確かく認にんするように、説明した。

「映像には、モニュメントと、倒れている人たちと、るうると、繫さんと、そして俺が映っていた。そして、るうるが叫んだ直後、映っているのはるうると繫さんだけになった」

「そうだ、それが──」

　田賀が言葉を途と中ちゆうで吞のむ。顔が、驚きに歪む。

「まさ、か」

「そう、そのまさかだよ」

　俺は、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。

「《あの時、るうると繫さんだけが、別の部屋に移動したんだ。『聖域』は、全く同じ形の部屋が、二つあったんだよ》」




　ぱちん。




　耳の奥で続く残響音はどんどん大きくなっていて、濁だく流りゆうに吞み込まれているみたいになっていたけれど、それとは別に、確かに、今、魔術が破られる音が聞こえた。

　部屋を見み渡わたす。

　壇になっているステージ。その左側に、扉とびらがあった。さっきまでは無かった物だ。

「あそこだ。あの向こうに、もう一つの『聖域』がある」

　田賀が、弾はじかれるように扉に向かって走る。周囲の教団員はオロオロと顔を見合わせている。

　俺は、みんなを見た。

「行こう。全すべてを終わらせるんだ」




　　　　◆




　扉をくぐると、おぞましい景色が広がっていた。

　いや、正確には、こうだ。

　扉をくぐると、俺の記憶にあった通りの、おぞましい景色が広がっていた。

　空間は広く、さっきいた部屋と同じ広さだった。今通り抜ぬけた壁かべを挟はさんで線せん対たい称しようの構造になっていて、すぐ近くに壇があり、奥の壁に扉があった。

　壇の上には、巨きよ大だいな物体が置かれていた。二つの欠けた月。悪あく趣しゆ味みな建造物が、鈍にぶく銀色に光っていた。これが、あの映像に映っていたモニュメントだ。

　そして、床ゆかには。

「ひぁっ！　……」

　小こ春はるさんが部屋に入るなり悲鳴を上げる。

　床には、無数の死体が転がっていた。

　皆みな、教団の制服を着ていた。胸や頭に穴が空いていて、そこから鮮あざやかな赤色の液体が流れている。

「こ、これは、一体……」
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　先に室内に飛び込んだ田賀が、周囲を見回して呆ぼう然ぜんとしている。俺は言った。

「十年前に殺された教団員達だよ。死体は世界から消されてはいなかった。ずっと、ここにあったんだ。十年もの間」

　俺は奥の壁にある扉を指さす。俺はあの扉の向こうに何があるか知っている。いや、覚えている。

「あの扉の向こうにも廊ろう下かや部屋が沢たく山さんある。そここそが、十年前の教団のアジトだ。そこにも、沢山の死体がある筈はずだ」

「し、しかしっ！」

　田賀は狼ろう狽ばいしながら叫ぶ。

「事件があったのは、じゅ、十年前なんだぞ！　死体だったら、とっくに腐くさってる筈だろ!?　こ、こいつらは、まるで──！」

　そう。床に倒れている無数の死体は、全く腐ふ敗はいしていなかった。

　それどころか、そのどれもが、まるで今にも起き上がりそうな、普ふ通つうの肌はだの色をしていた。

　傷口から床にこぼれ落ちた血も、まだコンクリートに吸われておらず、血だまりを作っていた。

　田賀が何を言いたいのか分かる。

「──まるで、今さっき死んだかのようじゃないか！」

　もちろん、そんな事はあり得ない。けれど、俺は、それについても既すでに仮説があった。

　これから、その仮説の検証に入る。

「い、一体、これはどういう事なんだ！」

　田賀がこちらを向く。俺は言った。

「それには、今は答えられない」

「……なん、だと？」

「俺が言葉にすると、魔術が破れてしまう」

　耳の奥の残響音は、もう頭が痛くなる程ほどに大きくなっていた。

　限界が近い。急がなければ。

「これが、魔術だって、言うのか。いや、しかし、なんの為ために……」

「全ての答えは、そこにある」

　言って、俺は部屋の中を歩き出し、田賀の横を通り過ぎる。

「お、おい……」

「こっちだ。あんたの求めてる物もそこにある」

　田賀は困こん惑わくを顔に浮うかべつつも、俺についてきた。他ほかの皆も、後に続く。

　様々な格好で倒れている死体を避よけつつ、奥へと進む。

　るうるが早足で追いつき、俺の隣となりに並んだ。その顔からは血の気が引いていて、瞳ひとみからは不安と恐きよう怖ふがないまぜに滲にじみ出ていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺が言うと、るうるはハッとなって俺を見上げた。

「ちゃんと、全部終わりにする」

　るうるは何か言いかけて、でも、言わないで、うつむいた。そして、呟つぶやく。

「わたしを置いていったりしないよね？」

　俺は、微笑ほほえんだ。

「ああ。俺は、もうお前を一人にはしない」

　小さな首が、こくん、と、頷いた。

「分かった」

　再びるうるが俺を見上げる。頰ほおに少しだけ朱しゆがさしていた。

「タマキを信じてる」

　俺を見上げるるうるの瞳に浮かんでいる感情がなんなのか、俺にはすぐには分からなかった。けれど、その瞳を見ていると、胸の奥が熱くなるのを感じた。

　やがて、反対側の壁に到とう着ちやくした。大きな扉の前に、皆が立った。

　扉の手前に、男が一人、倒れていた。

「こいつが、全ての元げん凶きよう──」

　俺は、倒れている赤あか髪がみの男を指さして、言った。

「──カミサキだ」

　そして、俺は、自分が思い出した十年前の記き憶おくを、みんなに話し始めた。




　　　　◆




「──そして、俺はインナミさんによって村に連れられて、そこで育った」

　出来るだけ簡潔に説明したつもりだったけど、それでも結構時間がかかってしまった。耳の奥では嵐あらしが吹ふき荒あれているみたいで、周りの音が聞き取りづらくなっていた。

　腕うで時ど計けいは六時四十分を示している。

　後、三分。

「つまり」

　黙だまって話を聞いていた御み剣つるぎが、腕を組んで俺を見た。

「あんたは水那斗が抱だいてたクマのぬいぐるみ、じゃ、無いのね？」

「ああ、違ちがう。俺は十年前、るうる達と同じように、レビクシ教団に連れて来られた教祖候補の一人だったんだ。そして」

　もう一度床に倒たおれている赤髪を指さす。

「このカミサキも、その一人だった」

　御剣は暫しばらくじっと俺を見つめた後、フッと息を吐はいた。

「ちょっと、安心した」

「悪かったな。心配かけて」

「し、心配なんてしてないけど」

　顔を赤くした御剣はぷいと横を向く。そして拗すねたように言った。

「でも、じゃあ、結局、あんたが破った魔術は、一体なんだったのよ？」

「そうだ！　そ、それに、おかしいじゃないか！」

　御剣の疑問に、田賀が言葉を重ねる。

「お前の記憶では、お前はこの男の魔術で心臓を撃うち抜かれたんだろ？　なんで、それでお前は生きてるんだよ！」

　そう。まずそれは一つ目の疑問。

　雪山で目が覚めた時、俺の胸に穴は空いて無かった。それは何故なぜか？

「そ、それに変じゃないか。なんで、この男はここに倒れているんだ。なんで──」

　田賀は声を震ふるわせながらカミサキを指さす。彼の、うつぶせになった背中を。

「──なんで、こいつの体に穴が空いてるんだよ!?　なんでこいつは死んでるんだ!?」

　これが、二つ目の疑問。

　うつぶせになった赤髪の背中には、心臓を貫つらぬく穴が空き、そこから血が流れ出ていた。

　見た限りでは、周りに倒れている教団員と同様、死んでいるように見える。

　けれど。

「いや、こいつは死んでない。死んでいたら、成り立たないんだ」

「成り立たない？　タマぴょん、どういう事だい？」

　疑問を口にした碓うす氷いの方を向く。

「十年前のあの時、俺はるうるを殺そうとしたカミサキの前に飛び出して、その攻こう撃げきを受けた」

　左胸を親指でさす。

「それは致ち命めい傷しようだった筈だ。けれど、即そく死しにはならなかった」

　俺には、撃たれた後、るうると約束する時間があった。

「魔ま術じゆつでは、死んだ人間を生き返らせる事は出来ない。そうだな、御剣？」

　御剣は、黙って頷うなずき、そして、「あっ」と呟いた。

「……犬海はまだ死んでいなかった。つまり、そういう事なのね!?」

「そうだ」

　勘かんのいい御剣は俺の言おうとしている事が分かったらしい。

「俺は本来、あの時死んでいた筈だったんだ」

　そう。その筈だった。それを──

「──それをるうるが、魔術を使って、その未来を無かった事にしたんだ」

「!?」

　みんなが驚おどろきの顔をする。でも、これが答えだ。これしか考えられない。

　そして、これこそが、俺が破った魔術だったんだ。

　ぬいぐるみを見つけた時、俺は「《犬海丸たまきという人間は、本来存在しない》」と言った。

　俺はそれを「犬海丸という人間は、本来存在しない。なぜなら元はぬいぐるみだからだ」という意味で言ったつもりだった。

　けれど、そうじゃなかったんだ。

　繫さんは言っていた。言葉は曖あい昧まいであり、それによって破られる魔術も、また曖昧な物なのだと。

　俺が破った魔術。その本当の意味。

　それは、「犬海丸という人間は、本来存在しない。なぜなら十年前に死んでいる筈だからだ」という物だったんだ。

　耳の奥の音はもう大きくなりすぎて、周りの音がよく聞こえない。時間が来たんだ。

　繫さんが先延ばしにしてくれていた、俺が破った魔術が、本当に破られる時間が、まもなく訪おとずれるんだ。

「十年前、俺への致命傷となった攻撃は、るうるの魔術によって、無かった事にされた。いや、正確にはそうじゃない。俺が受けた攻撃は、別の人に肩代わりされたんだ」

　田賀が、口を半開きにする。

「それって、つまり……」

「そうだ」

　みんなの視線が、床ゆかに倒れているカミサキに集まる。その背中には、穴が穿うがたれていた。

「俺が受けた致命傷は、カミサキが肩代わりする事になった。これが、るうるが使った魔術だったんだ」

　頭の中を駆かけ巡めぐる轟ごう音おんで、自分の声も良く聞こえない。

　御剣が慌あわてて言った。

「ちょっと待ってよ犬海！　無む茶ちや苦く茶ちやよ！　この状じよう況きようをなんにも説明出来て無いじゃない！」

　その通りだった。けれど──

　腕時計を見た。六時四十三分まで、後十五秒。俺は言った。

「時間だ。今度こそ、魔術が破れる」

「ちょっと待ちなさいよ！　それって──」

「そうだ。本来死ぬ筈はずだった俺を、るうるの魔術は無かった事にした。それを破るって事は──」

　バッと顔を上げたるうるの大きな瞳が見開かれる。

「タマキっ!?」

「──それを破るって事は、今度こそ本当に俺が死ぬって事だ」




　　　　◆




　六時四十三分になった。




　　　　◆




　頭の中であれだけ鳴り響ひびいていた轟音が、スッと消え失うせた。一いつ瞬しゆん、体が軽くなる。

　その、直後。




　ブシュウッ。




　本当にそんな音がしたのか、俺には分からなかった。

　時間が来た瞬しゆん間かん、俺の胸から血が噴ふき出した。

　見ると、そこには小さな穴が空いている。

　魔術が破れ、致命傷が俺の体に戻もどって来たのだ。

　カミサキの体を確かく認にんしようと思った。俺の考えた通りなら、あいつの体に空いた穴は消えている筈だからだ。

「……お？」

　首が動かない。体に力が入らない。

　胸から血を噴いたまま、膝ひざが折れ、床に倒れる。

「タマキっ!!」

　るうるがしゃがみ込み、俺の手を両手で握にぎって叫さけんでいる。

「犬海！　この馬ば鹿か！　死ぬんじゃないのよ！」

「タマぴょん！　死んじゃ駄だ目めだよ！」

「犬海君！　死なないで！」

　愛すべき欧おう文ぶん研けんの仲間達が俺を取り囲み、皆みなで同じ事を俺に言った。

　俺は、視線だけ、るうるに向けた。

　るうるは今にも泣きそうな顔をしていた。

　けれど、じっと我が慢まんしていた。

　俺を信じている。瞳ひとみには、１００％そう描えがかれていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、み──」

　ゴポッ。

　みんな、と言おうとして、口から血が噴き出した。るうるの目が見開かれる。

「タマキっ！」

　大丈夫。

　大丈夫だ。

　何も、心配はいらない。

　ここまでは、想定内なんだから。

　なんとか、口を開ける。口に溜たまった血を吐き出して、言葉を口にする。

「俺は、こんな事じゃ、死なない」

　ゴポリ。また血が口から溢あふれた。でも、気にしていられない。

「俺は、どんな魔術だって、破る事が、出来る」

　急速に失われていく意識を、なんとか繫つなぎ止める。

「どんな魔術だって、打ち消す事が、出来、る」

　あと少しだ。頑がん張ばれ。

「だから──」

　俺は、渾こん身しんの力を込めて、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。

「だから、《魔術では、俺の体に傷をつける事は、出来ないんだ》」




　ぱちん。




　……数回、瞬まばたき。生きてる。

　静まりかえった中、ゆっくりと体を起こす。

　胸の穴も、血も、無くなっていた。

　首筋に手を当て、肌はだをなぞる。

　十年間残っていた傷きず跡あとも、綺き麗れいに無くなっていた。

　カミサキが俺に対して使った魔術は、全すべて、破られたのだ。

「タマキっ！」

　ばふっと、るうるが抱だきついて、自分の胸むな元もとに、俺の頭をぎゅっと押しつける。

「信じてたもん！　タマキはわたしを一人にしないって信じてたもん！」

　その割には涙なみだ声ごえだった。俺は暫しばらく、るうるの温かくて、柔やわらかい体に頭を預けていた。

「お、おい！　何がどうなってるんだか、さっぱり分からんぞ！」

　けれど、田賀の叫び声がそれを邪じや魔ました。

　俺はるうるの体をゆっくり離はなして、起き上がる。

「犬海！」

「タマぴょん！」

「犬海君！」

　御剣達が心配そうな瞳を向ける。心配ない。俺はもう大丈夫だ。

　ここまでは、想定内だ。

　そして、ここからが本番なんだ。

　倒たおれている赤あか髪がみを見下ろし、呟つぶやく。

「……予想、通りだ」

「な、なによ、予想って」

　倒れているカミサキの体には変化が起きていた。

　背中に空いていた穴が、無くなっていた。飛び散っていた血も、無くなっていた。

「俺が魔ま術じゆつを破る事によって、カミサキの体に移っていた致ち命めい傷しようは俺の下もとに戻った、そして今、その攻こう撃げきそのものを打ち消した。と、いう事は──」

　御剣がハッとした顔をする。俺は頷うなずいた。

「──これで、カミサキも、死なずに済む事になる」

「!!」

　田賀の目が見開かれる。何かを悟さとったようだ。

　俺は一歩、カミサキに近づき、そして、みんなの方を振ふり向いた。

「ここからは俺の想像だけど、多分合っていると思う」

　ゆっくりと、説明を始める。

「るうるが、俺の体が負った致命傷をカミサキに移した時、カミサキは自身の死を悟った。けれど、瞬しゆん時じにその死を回かい避ひする方法を思いつき、それを実行に移した。まず」

　るうるを指さす。

「まだ生きている、そして何をしでかすか分からない繫さんとるうるを、隣となりの空間に追い出した」

「二人をこの部屋から移動させたのは、るーちゃん達じゃなくて、カミサキだったのか！」

　驚おどろく碓氷に俺は「そうだ」と返し、続けた。

「ビデオカメラを一いつ緒しよに移動させたのは、カミサキが後でそれを必要としたからだ」

「必要とした、だと？」

「ああ。あのビデオが無ければ、俺達がここを発見する事は出来なかった」

　田賀が目を丸くする。それが何を意味するのか、田賀には分かったのだろう。俺は構わず続けた。

「俺を雪山に弾はじき飛ばしたのが誰だれなのかは分からないけど、まあ、どうでもいい事だ」

　それはこれ以上カミサキに俺を傷つけさせない為ためにるうるがしたのかもしれないし、るうる達を部屋から追い出したように、邪魔をさせない為にカミサキがしたのかもしれない。

　でもまあ、インナミさんやじいちゃん達と出会わせてくれた事は、感謝こそすれ、今となっては特に恨うらみは無い。だから、別に誰がやったかなんて気にしない。

「そうしてカミサキは、まだ生きている間に、ある魔術をこの部屋、いや、このアジト全体に、施ほどこした」

「ある、魔術？　犬海、それはなんなの？」

　息を吸う。もう、大丈夫の筈だ。

　俺は、ゆっくりと、本来あるべき《理ことわり》を口にした。

「カミサキは、《この空間の中で流れる時間を、止めたんだ》」




　ぱちん。




　とても大きなシャボン玉が、ゆっくり割れるみたいな音が、耳の奥で聞こえた、気がした。

　急に、部屋の中の空気が動き始めたように思えた。

　肌がじめっと湿しめり、嫌いやな臭においが鼻をくすぐった。

「なによ……、これ」

　不安げに口を押さえる御剣に俺は言った。

「止まっていた時間が動き出したんだ」

「死体が腐くさって無かったのは、時間が止まっていたからだと言うのか……」

　田賀の言葉に「そうだ」と返す。

「カミサキには余よ裕ゆうが無かった。自分の体が本当に死んでしまう前に、ひとまず空間ごと時間を停止させ、文字通り時間稼かせぎをしたんだ」

「し、しかし、自分ごと時間を止めてしまったら、元に戻しようが無いじゃないか！」

「ああ。だからカミサキは、時間を止める前に、ある事をした」

「ある事？　ある事って、なんだ」

　俺は唾つばを飲み込み、言った。

「カミサキは、自分の体から魂を分離して、外にいた無関係の人間に乗り移ったんだ」

「はあっ!?」

　田賀は信じられないという顔をしている。無理も無い。簡単に信じられる話じゃない。

　けれど、欧文研の仲間達は真しん剣けんな表情のままだった。俺達はインナミさんという「肉体と魂を分離した魔ま術じゆつ師し」の実例を見ているから、それがあり得る話だと知っているんだ。

「時間を止めている間は、カミサキの体は生き続ける。その間に、魂となったカミサキには、やらなければならない事が二つあった」

　言いながら、俺はそこにいる人達を一人ずつ見ていった。

「一つは、るうるの魔術によって負った致命傷を取り除く方法を見つける事」

　田賀は、まだ納なつ得とくしていない顔をしていた。

「もう一つは、その方法が見つかるまで、時間を止めた空間を誰にも見つからないようにする事だ」

　御剣、小春さん、碓氷、そしてるうるは、真剣な顔で俺の話を聞いていた。

「これは想像だけど、この二つを達成する為には、魂のままでは色々と不都合があるとカミサキは考えたんだと思う」

　少し離れた所にいた甲か斐いさんは、ある人の後ろ姿をぼんやり眺ながめていた。

「カミサキは、ある人物の体に取り憑ついて、るうるを監かん視ししながら、自分の体を復活させる方法を探し続けた」

　そして、甲斐さんが眺めていたその人に、俺は聞いた。

「そうですよね？　月城さん。……いや、カミサキ！」

　みんなの視線が月つき城じようさん、いや、月城さんの体の中にいるモノに集中する。

　その綺麗な顔は、一いつ瞬しゆん戸と惑まどった顔をしたが、すぐにその唇くちびるを残ざん忍にんに大きく広げ、悪意の籠こもった笑え顔がおを作る。

　次の瞬しゆん間かん、まるで突とつ然ぜん気を失ったみたいに、月城さんの全身から力が抜ぬけ、その場に倒れ込んだ。甲斐さんが慌あわてて支えようとしたけど、腕うでを縛しばられていたから、間に合わなかった。

　床ゆかに、人形のように、月城さんの体が転がっている。

　その直後、




「……ふう。まさか体を取り戻もどすのに十年かかるとは、思わなかったよ」




　うつぶせに倒れている赤髪の男の所から、そんな声が響ひびいた。







　第七章　結末







　床に投げ出されていた腕がぴくりと痙けい攣れんし、指が、確かく認にんするようにゆっくりとコンクリートの床をなぞった。

　そして、手のひらを床に押し当て、体を持ち上げ、起き上がった。

　記き憶おくの中にあるのと、同じ顔だった。体型も、あの時のままだった。十年前はずっと大人に見えたけど、多分年ねん齢れいは俺達と同じくらいだろう。

　俺は、奴やつの名を呼んだ。

「──カミサキ」

「よお、この体で君と会うのは十年ぶりだな。もっとも、十年の間に君は随ずい分ぶんと成長した訳だけど」

　カミサキは、余裕の表情でそう言った。その瞳ひとみは、あの時と同じように、濁にごって見えた。

「どどど、どういう事なんだ！」

　田た賀がが目を丸くして俺とカミサキを交こう互ごに見る。カミサキは自分の体を確かめるように、髪かみを両手でかき上げながら、

「せっかくだから、俺が説明しますよ」

　と言った。

「彼の説明は全部正しい。そして彼の取った行動もね。十年前にかけられたあらゆる魔術は破られ、十年前に死ぬ筈はずだった彼は自身の生命を自ら救った。そして、その副産物として、この俺に押しつけられた『死』も、回避された。そう──」

　濁った瞳に、濁った光が走る。カミサキは笑った。

「──全て、俺の計算通りに」

「なんですって!?」

　御み剣つるぎの声を、カミサキは「簡単な事だよ」と、笑顔で受け流した。

「俺の体を取り戻す鍵かぎ、それは魔術で『死』を移した水み那な斗とるうると、その『死』の大本である『マル』だった。君の事だよ。犬いぬ海かい丸たまき君」

　俺は黙だまってカミサキを見ていた。

「君を外に脱だつ出しゆつさせたのは俺じゃない。だから俺には、君がどこに行ったのかを知る術すべが無かった。だから、まずは水那斗るうるを監視する事にした」

　カミサキは床に倒たおれている月つき城じようさんを見る。

「彼女の体に乗り移ってね」

「……なんでそれが、こいつだったんだ」

　今まで黙っていた甲か斐いさんが、ぼんやりと聞く。けれど、いつもとは違ちがう、何か気き迫はくのような物が、その言葉には含ふくまれていた。

　カミサキは、肩かたをすくめて「特に理由は無い」と言った。

「ふらふらと漂ただよっていた時、たまたま目に付いたってだけさ。偶ぐう然ぜんだよ。いや、でも、運命だったのかもね」

　そう言ってカミサキは、喉のどの奥でクックと笑う。記憶の中にもあった、あの嫌いや味みな笑い方だった。

「俺は、彼女の人生を頂く事にした。元々中にいた魂を追い出し、あの体を頂いた。自分の都合のいい状じよう況きようを作れるように、彼女の両親を適当に説得して転校もした」

　ぐるりと首を甲斐さんの方に向け、にやりと顔を歪ゆがめる。

「挨あい拶さつも無しに立ち去っちゃって悪かったね。元彼氏君」

「！　……」

　甲斐さんは、一いつ瞬しゆん目を大きくしたけど、何も言わなかった。カミサキは反応の無さにつまらなそうな顔をして、「ま、いいや」と顔を起こした。

「そして情報収集や活動範はん囲いの広さから、警察という職種を選んだ。それから俺は、二つの事を進めた。これも犬海君の予想通りだ。まず一つ目は、水那斗るうるの監視」

　指を一本立て、ゆっくりと歩く。

「なんとかして、彼女がかけた魔ま術じゆつを破る方法を見つけなきゃならない。そして同時に、彼女が何かの拍ひよう子しに死んだり殺されたりしないように気をつけなきゃならなかった。何せこの子がかけた魔術は恒こう久きゆう的な物だ。彼女の死によって、同時に俺の死が確定してしまう。それは避さけなければならなかった」

　カミサキは俺を見て笑う。

「犬海君。君が水那斗るうると再会してくれた事によって、ようやく俺は、俺の体を取り戻すプランにたどり着いた。皮肉な事だね。俺が生きる為ためには、俺が殺そうとした子供の力を借りる必要があった訳だ。予想以上に時間はかかってしまったけど、辛しん抱ぼう強づよく待った甲斐はあったよ」

　クックッと、嫌な笑いが室内に響く。

「そして、二つ目。どちらかと言うと、警察に入ったのは水那斗るうるの監視よりも、こっちの方が本命だったんだ」

　二本目の指を立てた後、カミサキは田賀の方を向いた。

「君だよ。田賀さん」

「は？　なんの事だ？」

　田賀は暫しばらくイライラとカミサキを睨にらんでいた。けれど、急に目を見開くと、顔からさあっと血の気が引いていった。

「ま、まさか──！」

「そう、そのまさかさ」

　カミサキは秘密を打ち明ける子供のように、楽しそうに言った。

「二つ目の作業は、レビクシ教団の復活だ」

「っ!!」

「幹部はみんな俺が殺しちゃったからね。全国に散らばっていた教団員同士を繫つなげ、サポートし、組織として復活させた。警察の動きも意図的にリークする事で、組織を秘ひ密みつ裏りに拡大させた。まあ、全部裏でやってたから誰だれも俺の仕し業わざだとは分からなかっただろうけどさ。そうでしょ？　田賀さん」

　田賀の体がよろける。手が、小さく震ふるえていた。田賀は、オロオロした瞳で、カミサキを見て、聞いた。

「な、なんで、お前が、そ、そんな事を──」

「なんでそんな事をしたのかって？　さっき犬海が言っただろ？　俺の体を守らせる為さ」

「なっ!?」

「体を取り戻す方法が判明するまで、教団のアジトは時間を止めたまま隠いん蔽ぺいする必要があった。まだ生き続けている俺の体ごとね」

　啞あ然ぜんとする田賀の前で、カミサキは楽しそうに続ける。

「だから、アジトの大部分は存在しない事にして、その手前の部屋だけ聖域だって事にして、教団員に守らせたのさ。外側をテーマパークで覆おおうのだって、俺のアイデアだよ。組織の収入源にもなって、良かったでしょ？」

「そ、そんな事の為に──！」

　田賀の瞳は怒いかりに燃えていた。対して、カミサキは肩をすくめる。

「俺を人類の導き手にしようとしてたのは君のお兄さんだぜ？　その肉体を守らせていてあげたんだから、逆に感謝して欲しいくらいだけどね」

　カミサキはクックと喉を鳴らす。

「そして、極きわめつけはあのビデオテープさ。現在の水那斗るうると教団を結びつける為には、あのテープの存在が必要だった。犬海丸が謎なぞ解ときをする為にもね」

「じゃ、じゃあ、あのテープはお前が……？」

「そうさ。俺が手を回して教団にリークしたんだよ。役に立っただろ？」

　田賀は呆ぼう然ぜんとした表情で、その場に力なく膝ひざをついた。目の焦しよう点てんが合っていなかった。

　カミサキは「ともかく」と言って、笑顔で俺達を一人ずつ眺ながめる。

「大願は叶かなった。水那斗るうるの魔術は破られ、俺は肉体を取り戻した。教団も、欧おう文ぶん研けんも、月城舞まい花かも、水那斗兄妹きようだいも、全て俺の為の手て駒ごまに過ぎなかったって訳さ」

　そして、俺を見た。

「もちろん、君の力もだよ。犬海君。これまでの名めい探たん偵ていぶり、お見事だった。よくぞここまでたどり着いてくれたね。お礼を言わせてもらうよ。君のおかげで、慣れ親しんだ体に戻る事が出来た」

　勝ち誇ほこった目つき、余よ裕ゆうに満ちた表情が、俺に向けられる。

「ただ、まあ、君も結局俺の想定通りに動いてくれていたに過ぎない訳だよ。どうかな。何か感想はあるかい？」

　その目は、「コケにされて悔くやしいだろう？」と語っていた。俺は静かに聞く。

「これから、どうするつもりなんだ。お前は」

「決まってるだろう!?」

　大げさな身み振ぶりで肩をすくめる。

「失われた十年分の人生をやり直すのさ。俺も反省したよ。人殺しは趣しゆ味みとはいえ、やっぱりこっそりやらないと駄だ目めだよね。同じ間ま違ちがいはしない」

　まるで悔くい改あらためているかのように話しているが、言っている事は無む茶ちや苦く茶ちやだった。

「……あんた、やっぱりおかしいよ」

　俺の言葉に、カミサキは不思議そうに目をぱちくりした後、くるりと背を向けた。

「そうさ、俺はおかしい。否定しないよ。だからと言って、誰も俺を止められない。あ、そうそう──」

　ゆっくりと振ふり返ったカミサキは、右手を握にぎり、人差し指と親指を伸のばしていた。

　そう、拳けん銃じゆうの形みたいに。

「君達は知りすぎたので、全員ここで死んでもらうから」

「ふざけるなっ！」

　田賀が急に立ち上がり、カミサキに飛びかかる。カミサキは冷静に田賀の方に右手を向け、

「バンッ」

　突とつ進しんする田賀の右太ももから血が噴ふき出す。

「ぐはぁっ!?」

　田賀は床に転がり、痛みに悶もだえた。

「あ、ごめんごめん」

　カミサキが笑え顔がおのまま、田賀に謝る。

「なんか体がなまってるのかな。上う手まく照準が定まらないや。即そく死しさせてあげるつもりだったんだけど、苦しませちゃったね。だからごめん」

　ぞっとした。記き憶おくの中でこいつの倫りん理り観かんの無さは嫌いやって程ほど見た筈なのに、目の前で喋しやべっているのを見ると、嫌けん悪お感かんよりも恐きよう怖ふの方が先に立った。

　カミサキは首をコキコキと鳴らすと「ああ……」と小さくため息をついた。

「一人ずつ殺すのは面めん倒どうだな。みんなまとめて死んでくれ」

　手を上に伸ばす。と、部屋の中なのに天てん井じよう近くにもくもくと黒い雲が浮うかび上がる。

「さようなら」

　カミサキがパチッと指を鳴らすと同時に、俺達それぞれの頭上に、雷かみなりが落ちてきた。




　轟ごう音おん。




　あまりに眩まぶしくて目を瞑つむった。けれど、雷が体を貫つらぬいた感じは無い。

　おそるおそる、頭上を見る。

　二種類の光が、バチバチとぶつかり合っているのが見えた。

　一つは、頭上から雨のように降ってくる白い光。

　もう一つは、御剣の手から放たれているピンク色の光だった。

　御剣は縛しばられたままの両手にかんざしを握り、頭上に持ち上げていた。かんざしを中心に、何本も放たれるピンク色の光がドーム状に広がり、俺達全員を覆っていた。

　そのドームに白い光が落ちる度たびにバチバチと大きな音がして、そして跳はね返していた。

「御剣！」

「どうって事無いのよ。これくらい」

[image: ]

　御剣はカミサキを睨み付けたまま強がる。カミサキは楽しそうに、

「おお、なかなかやるねえ！」

　と叫さけび、また指をパチッと弾はじいた。

　途と端たんに、降り注いでいた雷が止まる。御剣もピンクの光を止め、腕うでを下ろす。

「アタシの仲間を、あんたみたいなどうしようもない男に殺させてたまるもんですか」

　御剣は、両手で握った二本のかんざしをくいっとひねる。

　すると、俺の手首を縛っていたロープがスルスルとほどけ、床ゆかに落ちた。周りを見ると、皆みなのロープもほどけていた。

　手首を撫なでながら、御剣は言った。

「どれだけあんたが強くても、こっちには魔ま術じゆつ師しが三人いるのよ。あんた、勝てるの？」

　カミサキは、興味なげに「ふむ」と呟つぶやき、こめかみに指を当てた。

「勝てないとは全く思っていない。ただ、面倒なのと、つまらないのは嫌きらいだなあ。俺が人殺しが好きなのは、それが簡単で、面おも白しろいからだ。たとえば──」

　また、パチッと指を弾く。

「──こんな風に、ね」

　一瞬、何が起きたのか分からなかった。

「──なっ!?　小こ春はる!?」

　いつの間にか、小春さんが御剣の背後に来ていて、瞬しゆん時じに御剣を羽は交がい締じめにした。

「な、なにをするのよ、小春！」

「アイ！」

　御剣とるうるの叫びを無視して、小春さんは、御剣がかんざしを持っている方の腕の、手首の部分を手刀でスパッと叩たたいた。

「うっ！」

　たいした力が入っているようには見えなかったけど、御剣はうめき声を上げて手の力を緩ゆるめてしまう。

　カランカランと、二本のかんざしが床に落ちた。

「さっき説明した筈はずなんだけどなあ。小春アイの魔術師人格は、俺の制せい御ぎよ下にあるって」

　カミサキは右手をぷらぷら振りながらおどける。その右手には、小春さんの眼鏡めがねがぶら下がっていた。

「今の彼女はただの人形だ。俺の命令を聞くだけのね。どうする？　彼女と戦えるかな？」

「──小春、ごめんっ！」

　御剣は膝を曲げて体勢を下げ、そのまま一気に小春さんを背負い、前に投げ飛ばした。

　小春さんは空中でくるりと回り、しゃがみ込むように着地した。

　そして、ゆらりと、膝を伸ばす。上半身は前に傾かたむいたままで、顔だけが不自然に御剣の方を向いている。

　その顔には表情と呼べる物が無く、瞳ひとみは焦点を失ったまま、御剣の方を向いていた。

　小春さんが右手をさっと振ると、その手には柄えの長いナイフが収まっていた。

「！」

　御剣の体が緊きん張ちようする。カミサキがクックと喉のどを鳴らす。

「さあどうする？　大切な仲間を傷つけたりは出来ないよねえ？　でも、ちゃんと戦わないと、死ぬよ？」

　小春さんが素す早ばやい動きでナイフを御剣に投げる。御剣は体をひねってそれを避よけた。

　瞬しゆん間かん、小春さんがまるで猿さるみたいな跳ちよう躍やく力でジャンプし、御剣に飛びかかった。

「──！」

　不意を突つかれた御剣は、小春さんに押し倒たおされ、仰あお向むけに床に倒れ込む。小春さんが覆い被かぶさる形になった。

　すぐ近くにかんざしが転がっていて、御剣の手がそっちに伸びる。が、瞬時に小春さんがその手首を摑つかみ、床に組み伏ふせる。

　小春さんは右手を空中で振る。と、またさっきと同じナイフが手の中に収まる。

「やれ」

　カミサキの言葉に応じるように、小春さんはなんの感情も顔に浮かべる事の無いまま、ナイフを振り上げ、御剣の顔面に突き刺さそうとする。

　ガシッと、振り下ろされる腕を御剣が摑む。ナイフの切っ先は、御剣の鼻の三センチ上くらいまで来ていた。

　ぐぐぐ、と、力比べが始まる。苦く悶もんの表情を浮かべている御剣に対し、小春さんは無表情のままだった。

「さて、いつまで持つかな？」

　楽しげに言うカミサキに対し、俺の中の何かが切れた。

「くっそおおおぉぉぉ！」

「タマキ！」

「犬海君！」

　後ろでるうる達の声が聞こえたけど、俺は構わずカミサキに突進していった。カミサキは微び妙みように眉まゆをひそめて言った。

「無ぶ粋すいな事をするなよ」

　途端に俺の体が動かなくなる。床に足が縫ぬい付けられたように、前に進めない。

「なっ!?」

「まだ殺さないよ。水那斗るうるもだけど、君にも結構恨うらみがあるからね。まずはあの二人のどちらが先に死ぬか、みんなで観戦しようじゃないか」

　クックと鳴る音に、俺は怒いかりの感情が爆ばく発はつしそうだった。

　小春さんは、頭を振り下ろし、御剣に頭ず突つきを食くらわした。

「ぅあっ！」

　御剣は痛みを口にし、小春さんの腕を思わず放してしまう。

「勝負あったな」

　カミサキが笑う。

　小春さんは素早くナイフを構え直し、まっすぐ振り下ろす。

　るうるが叫ぶ。

「言こと乃のおおおおおっ！」

　と、その時。

　室内に、声が響ひびいた。




『なんじゃなんじゃあ、騒々そうぞうしいのお』




　それは、俺にとっては聞き慣れた、女の人の声だった。

　その声は、小春さんの口元から聞こえていた。

　小春さんが振り下ろしたナイフは、御剣の顔を逸それ、すぐ横の床に突き刺さっていた。

『あんまりうるさくて、眠ねむっていられんわい』

　小春さんは無表情のまま。ただ唇くちびるだけが動いていた。御剣に馬乗りになったまま、唇だけが、まるで別の誰かが喋っているみたいに、動いていた。

『どれ、久しぶりに起きるかの』

　唇だけがそう動くと、小春さんの体はゆっくりと立ち上がった。御剣は目を見開いたまま倒れている。

「な……っ!?」

　ずっと余よ裕ゆうの態度を取っていたカミサキの表情が、初めて歪ゆがむ。

「何をしている！　とっととその女を殺せ！」

　小春さんの無表情の顔がカミサキの方を向く。

　すぐに、その顔が、とても険しい表情に変わり、カミサキを睨にらんだ。

『やかましいぞ、若造』

「な、なんなんだこれは……」

　カミサキが混乱している。

「人格が戻もどったとでも言うのか!?」

　いや、そうじゃない。

　俺には何が起こったのか、何が起こっているのか、誰が喋っているのか、分かった気がした。

　小春さんは、いや、その喋っている人は、ゆっくりとカミサキの方に体を向ける。

『妾わらわを誰だれと心得る』

　そして、とても品のある笑えみを浮うかべた。

『妾はインナミ、神様じゃ。ま、神様だったのはちょっと前までの事だがの』

　やっぱり！　俺は叫ぶ。

「インナミさん！」

『よお、マルよ。久しぶりじゃのう』

　小春さんの顔がこちらを向き、無む邪じや気きな笑顔に変わる。

『元気にしておったか。ん、この体では話しづらいの。しばし待て』

　途端に、小春さんの体の輪りん郭かくがぽわぽわと曖あい昧まいになり、体から何かが抜ぬけ出るように、二つに分かれた。

「インナミさま！」

　るうるが叫ぶ。

　抜け出てきたのは確かにインナミさんだった。花魁おいらんのように何重にも重ねた派手派手しい着物、長い髪かみに何本も挿さした髪かみ飾かざり、白い肌はだに細長い瞳。そして、体が半はん透とう明めいで向こうが透すけて見えた。

　小春さんの方は、また無表情になり、その場に立ち尽つくしている。

「でも、どうして!?」

　あの時、あの嵐あらしの日、インナミさんは消えた筈だ。俺が、インナミさんの魔ま術じゆつを破ったから──

　インナミさんは俺の方を向いて、

『なんじゃあマルよ。妾が死んだとでも思ったのかえ？　妾はそんなにやわでは無い』

「でも、だって、あの時──」

『おぬしが破った魔術の事か？　よく思い出してみい。あの時おぬしがなんと言ったのか』

「え……？」

　確か、俺はあの時「《インナミ様は、神様じゃない》」と口にした筈だ。だから、村の人たちはみんなインナミさんの事を忘れてしまって──

「──もしか、して」

　俺が呟くと、インナミさんは形の整った唇でにやりと笑った。

『そうじゃ。お前が魔術を破ったから、妾は確かに神様では無くなった。けれど、それで妾が死ぬ訳では無い。妾が魂たましいである事と、神様である事とは、無関係じゃからな』

「そういう、事、か……」

　繫つなぐさんの言葉をまた思い出す。言葉も魔術も、曖昧、なのだ。

　インナミさんは無表情に立っている小春さんの背中に回り、その体を両手で包み、優やさしく撫なでた。

『妾はな、この娘むすめの事が心配だったのじゃ』

　瞳を伏せ、インナミさんは言った。

『儀ぎ式しきの時にも言ったが、この娘の心の中にはぽっかりと空いている所がある。それが、いずれこの娘にとって良くない事になるのではないかと思ってな、この娘の心にくっついて、こっそり見守っていたのよ』

　そうだったのか……。

　インナミさんは『しかし、な』と言って、顔を上げた。

『それは大いなる勘かん違ちがいであった。やれやれ、こんな事も見み抜ぬけないようでは、やはり妾は神様の器うつわでは無いな』

　透き通る片手を持ち上げ、小春さんの頭を撫でる。

『今のお前達の話を聞いていて、ようやく分かった。この娘の心の中はからっぽなどではない。別の物でいっぱいになっていたのだ。妾には、そして、この娘自身にも、それが「からっぽ」に見えていたのだな。今いま更さらだが、それは、とても、悲しい事だ』

　インナミさんが寂さびしそうに頭を撫で続ける。

　突とつ然ぜん、カミサキが叫さけんだ。

「なんなんだ。なんなんだよこれはっ！」

　頭をかきむしり、目が見開かれている。インナミさんの登場に、動どう揺ようしているらしい。インナミさんはつまらなそうにカミサキを見た。

『フン、物事が自分の思い通りにいかないと、激高する輩やからのようだな。器の小さい奴やつめ。そんなではおなごにモテんぞ』

　そして、インナミさんは俺の方を向く。

『マルよ、おぬしはもう分かっているのであろう？　妾からも頼たのむ。この子達を解放してやってくれ』

　俺は、頷うなずいた。

「だからなんなんだよ！　『この子達』ってなんの話だ！」

　カミサキがますます声を荒あらげる。俺はカミサキに言った。

「お前が月城さんに取り憑ついた時、月城さんの魂はどこに行ったんだ？」

「はあ？　知るかよそんな事！」

　カミサキは鼻で笑った。

「一つの体に同居するのはごめんだからな、スパッと追い出してやった。それからどうなったかなんて知る筈はずが──」

　そこまで言って、カミサキの表情が固まる。

「まさ、か」

　カミサキが何故なぜその可能性に気づかなかったのか、俺には不思議だった。きっと、自分以外の事にはなんの興味も無いのだろう。

　俺はほんの少しだけ、カミサキという人間を、可か哀わい想そうだと思った。

「そのまさかだよ」

　俺は、本来あるべき《理ことわり》を、口にした。

「《月城さんの魂は、お前に追い出された後、小春さんの体に逃げ込んだんだ》」




　ぱちん。




　今日一日で何度となく聞こえたこの音が、今回に限っては心ここ地ちよかった。これで、きっと小春さんの「からっぽ」は、解消される。

　ぺたんと、小春さんの体が床ゆかに座り込んだ。

　直後、床にくずおれている月城さんの体が、ビクンと、痙けい攣れんした。

　その体が、ゆっくりと立ち上がる。

「はーぁあ。私もようやく、この体に戻って来られたわ～」

　腕うでを伸のばしながら、本物の月城さんは、のんびりとした口調でそう言った。

「えと、あのあの、私、どうしちゃったんでしょう……？」

　床に座り込んだ小春さんは、いつの間にか元の小春さんに戻っていて、キョロキョロと不安そうに周りを見回している。

「小春！」

「アイ！」

　御剣とるうるが小春さんに駆かけ寄り、その体をぎゅっと抱だきしめた。

「えっ!?　どどどど、どうしたんですか、二人とも!?」

　小春さんはわたわたするが、二人は何も言わずに抱きしめ続けた。

　月城さんは三人を笑顔で見つめながら、確かめるように全身を伸ばしていた。すると、その前に甲斐さんが立ち、月城さんを見つめた。

　月城さんが甲斐さんに笑いかける。

「何か言いたい事はある？」

「……今の方がしっくり来る。お前が、舞花だ。間ま違ちがい無い」

　その瞳ひとみは、とても懐なつかしい物を慈いつくしむようだった。

「当然」

　と、月城さんは軽く言って、そして、少しだけ声のトーンを変えた。

「今まで、側そばにいてあげられなくて、ごめんね」

「……お前が悪いんじゃない」

「埋うめ合わせはするわ。十年分ね。させてくれるよね？」

「好きにすればいい」

「相変わらず素す直なおじゃないのね。いいわ。勝手にするから」

　甲斐さんは、黙だまったまま笑った。

　俺は、カミサキの方を見る。

「形勢逆転だ。カミサキ」

「そん……な……」

　カミサキの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。月城さんは肩かたをぐるぐる回しながら、笑顔をカミサキに向ける。

「さて、私の実力は、あんたが一番良く知ってるわよね。これまで好き勝手使われて来たお礼、きっちりさせてもらうわよ？」

「ひっ」

　さっきまでの余よ裕ゆうはすっかり消え、カミサキは一歩後ずさる。どうやら、俺達の中で、月城さんの力を一番警けい戒かいしているように見えた。俺は言った。

「小春さんも月城さんも、もうお前の思い通りにはならない。お前の手て駒ごまはもう無い。こちらは魔ま術じゆつ師しが一人増えた。お前に勝ち目は無いんじゃないか？　降こう伏ふくしろ」

　カミサキは暫しばらく俺を睨にらみ付けていた。やがて、またクックと喉のどを鳴らして笑う。

「俺を捕つかまえるつもりか？　裁判にかけて、刑けい務む所しよに放り込むと？　無む駄だだよ！　俺の力は世界を改変出来るんだ。ただの人間風ふ情ぜいが、俺の自由を奪うばう事なんて出来ない！」

　カミサキは叫んだ。その表情には、困こん惑わくと怒いかりが浮かんでいた。

「なんでお前ら魔術師は、自分達よりも劣おとった人間と同じ舞ぶ台たいで踊おどれるんだ？　俺には理解出来ない！　俺達には力がある。俺達は優すぐれている。俺達は特別な存在なんだ！」

　それは、カミサキの心の叫びだった。

「宗教なんてくだらない。レビクシなんぞどうでもいい。だがな、確かに俺達魔術師は、選ばれた人間なんだ！　能なしどもを導くのが、俺達が生まれ持った役割なんだよ！」

　俺は初めて、この男の本音を聞いていると思った。

「そして俺は、その魔術師の中でも更さらに特別なんだ！　その俺が！　何故！　能なしどもが作ったルールに縛しばられなくちゃいけないんだ！　馬ば鹿か馬ば鹿かしい！　ふざけるな！」

　一気にまくし立てたカミサキは、息を荒げながら俺達を見み渡わたした。

「ここで俺を倒たおしても無駄だ。俺を殺さない限り、俺を止める事は出来ない」

　俺は、ゆっくりと口を開いた。

「……言いたい事は、それだけか」

「あ？」

　カミサキの濁にごった目玉がギョロリと俺を睨む。俺はそれに動じず、るうるを呼んだ。

「るうる」

「ん、なあに？」

　るうるは小春さんから体を離はなし、ととと、と、俺の横に立った。

　俺は、るうるの手をぎゅっと握にぎった。

「？　タマキ？」

　俺は、一いつ瞬しゆん目を閉じてから、こう聞いた。

「カミサキから魔術の力を奪う事が、お前は出来るか？」

「なっ!?」

　カミサキの顔が歪む。るうるは人差し指を顎あごに当て、暫く考えた後、

　こくん。

　と、頷いた。

「出来る、と、思う」

「ちょっと待て！　お前ら何を言ってるのか分かってるのかっ!?」

　カミサキの悲鳴にも似た叫びに、俺は静かに答えた。

「るうるの力は恒こう久きゆう的だ。お前は、永久に魔術の力を失う」

「ま、待てっ！　お、お前は何も分かって無いっ！」

　余裕を見せているつもりだろうが、無む理り矢や理り作ったその笑えみには、もう気力が残っていなかった。言い訳するように、けれど、残ざん忍にんな響ひびきで、カミサキは言う。

「どうして水那斗繫が姿を消したのか、分かってないのか？　お前達は」

「っ!!」

　るうるの全身が震ふるえるのが、繫つないだ手を通して、俺に伝わってきた。

　カミサキは勝機を見出したのか、ぐにゃりと笑みを作った。

「水那斗繫はな、お前を庇かばう為ために、世界から消えたんだよ」

「わた、し？」

「そうさ。水那斗るうる、お前は俺と同じように、世界を恒久的に改変する力がある。そして、それを犬海丸の『死』を俺に移し替かえる事で証明した。自分が『世界災さい厄やくの魔ま女じよ』である事を、証明したんだ。けれど水那斗繫は、その事を隠かくす事にした」

　るうるの顔から血の気が引いていく。

「まさか……」

「そのまさかだ。水那斗繫はお前の記き憶おくの一部を消し、そして、世界に存在する『世界災厄の魔女』は自分一人だけなんだと世間に印象づけた上で、姿を消したんだ」

「そんな……、わたしの、ため、に……」

　繫いだ手から震えと悲しみが伝わってくる。俺は、何も言えなかった。カミサキの言っている事は、多分真実なんだ。

　世界を恒久的に改変出来る魔術。そんな物がこの世界にあってはならない。この世界は、それを前提に成立している。『世界災厄の魔女』は、存在してはならないんだ。

　もしるうるにその力がある事が公おおやけの物となったら、世界はるうるの存在を許さないかもしれない。繫さんはそれを避さける為に、十年前の出来事のほとんどを自分の罪だという事にして、るうるが使った魔術の事を誰だれにも知られないようにしたんだ。るうる本人の記憶まで消して。そして、その秘密を丸ごと抱かかえて、姿を消した。

　カミサキは、勝ち誇ほこったように言う。

「確かにお前は俺の力を永久に奪えるだろう。しかし、それはお前自身が『世界災厄の魔女』であると証明するに等しい。それがお前に出来るのか？　兄貴が自身の人生と引き替えに守ろうとしている秘密を、世間に知らしめてしまえるのか!?」

　部屋が、沈ちん黙もくに包まれる。

　耳が痛くなりそうな程ほど、静かだった。

　るうるは、うつむいたまま黙っていた。

　けれど、俺の手をぎゅっと握り、顔を上げた。

「大だい丈じよう夫ぶだもん」

　その言葉には、迷いが無かった。

「『世界災厄の魔女』って言われても、構わないもん。わたしには、側にいてくれる人が沢たく山さんいるの。言乃も、アイも、碓うす氷い君も」
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「水那斗……」

　御剣の瞳が潤うるむ。

「水那斗さん……」

「るーちゃん……」

　小春さんと碓氷にも見つめられ、るうるは小さく頷うなずいて、言った。

「それに、タマキがずっと側にいてくれる。だから、大丈夫」

　カミサキは、信じられない物を見る目つきで、るうるを見た。

「お前、俺の言ってる事が全然分かってないな。お前の周りに何人味方がいようがよ、世間が、人類が、お前の存在を許さないんだよ！　『世界災厄の魔女』は、この世界に存在する事は許されないんだ！」

「そんな事は無いっ！」

　俺は叫さけんだ。

「これから先、何があっても、るうるの事は俺が、俺達が守ってみせる！」

　その言葉に根こん拠きよは無かった。けれど、覚かく悟ごはあった。

　繫いだ手から、熱が伝わってくる。この温かな存在を、俺は守りたい。

「そうね。この子は、アタシ達が守るのよ」

　御剣が、横に立った。

「僕達は、最後まで、るーちゃんの味方でいるよ」

「あのあの、力になれなくても、側にいてあげる事は出来ます！」

　いつの間にか、碓氷と小春さんも、側にいた。

　カミサキの顔が怒りに歪む。

「お前ら全員馬ば鹿かなのか!?　お前らが、くだらない友情見せつけるくらいでなんとかなるんだったら、そいつの兄貴が世界から身を隠す必要なんかねえだろうが！　世界ってのは、そんなに甘いもんじゃねえんだよ！」

　俺達とカミサキが睨み合う。

　と、その時、室内に声が響き渡わたった。




「その通り。世界はそこまで甘くない。だから、その役目は、僕の物だ」




　声のする方を見る。

　いつの間にか、るうるの真後ろに人が立っていた。

　薄うすい緑色のスーツを着た長身の男性。少しウェーブがかかった毛先が肩まで伸のびている。

　細ほそ面おもてのその顔は、手前に立っているるうるに良く似ていた。

　そこにいたのは、るうるの兄、水那斗繫さんだった。

　るうるの大きな瞳ひとみが驚おどろきに満ち、はっと顔を上げ、叫ぶ。

「お兄ちゃ──」

　その言葉を遮さえぎるように、繫さんは頭を下げ、真上を向いたるうるの顔を優やさしく両手で包むと、そのおでこにキスをした。

「ふわっ」

　るうるは何かを言いかけたけど、すぐにまぶたを閉じて、体からフッと力が抜ぬけていった。倒れそうになる体を繫さんが抱だき留とめる。

　繫さんは目を閉じているるうるの耳の側そばで囁ささやいた。

「ごめんね。再会するには、もう少しだけ、君の成長が必要なんだ。だから、ごめんね」

　そして、るうるをこちらに向けて「頼たのむよ」と言った。俺は言われるままに抱き留める。

　自分の手からるうるが離れる時、繫さんはひどく辛つらそうな顔をした。俺には、その表情の意味が分かる気がした。

　そして、繫さんは体を起こし、カミサキの方を向く。

「そういう訳で、君の力は僕が封ふう印いんさせてもらうよ。正しよう真しん正しよう銘めい、『世界災厄の魔女』である所の、この僕がね」

「う、う、うぁああああぁぁぁぁぁぁああああっっ!!!!」

　カミサキは恐きよう怖ふに満ちた叫び声を上げ、両手を真上に振ふり上げた。

「全員死ねえぇえっ！」

　またあの雷かみなりが来る。反射的に俺はるうるを庇うように地面にうずくまった。視界の隅すみで、御剣がかんざしを天てん井じように向けようとしているのが見えた。

　ぎゅっと目を閉じる。




　……………………。




　……………………。




　あの「バチバチ」が来ない。

　そっと目を開けると、両手を挙げたまま、呆ぼう然ぜんと立っているカミサキが見えた。

　その前で、繫さんが腰こしに手を当てている。そして、少しだけ微笑ほほえんだ。

「遅おそい、遅いよ、キミ」

　るうるのお兄さんは、まるで、るうるみたいな口調で、そう言った。

「ゲームはもう、終わってるんだ」

　それは、勝利宣言だった。

「君はこれからの生しよう涯がいを、普ふ通つうの人間として生きるんだ。もう、魔術は使えない」

「……ァ……ガァ……ァ……」

　カミサキは、声とも悲鳴とも取れない音を口から発しながら、その場にくずおれた。

　ぱあっと、室内の空気が明るくなった。

　小春さんと御剣は二人で抱きしめ合っていた。御剣の肩かたが震えている。泣いているのかもしれない。二人の横で、碓氷とインナミさんが、にこにこと笑っていた。

　月城さんは甲斐さんに駆かけ寄って、そのまま抱だきついた。甲斐さんは、困ったような、でも嬉うれしそうな顔で、月城さんを抱きしめ返した。

　田賀は、呆然とした表情で、その場に座り込んでいた。

　るうるは、俺の腕うでの中で眠ねむっていた。小さな、寝ね息いきを立てていた。

　うずくまったまま嗚お咽えつを漏もらしているカミサキに背を向けて、繫さんが俺の側にやって来て、しゃがみ込んだ。眠っているるうるを見て愛いとおしげに目を細め、ふわふわの髪かみを優しく撫なでた。そして、語りかける。

「『世界災厄の魔女』は世界に存在してはならない。それは、僕だけが負う汚お名めいでいい。だから十年前、僕は姿を消し、それ以来、この子が何かの間ま違ちがいで世界を変えてしまう事が無いように、陰かげから見守ってきたつもりだ」

　るうるが「んっ……」と、小さく寝息を漏らす。繫さんは俺を見る。

「唯ゆい一いつのネックは、るうるが君にかけた『死の回かい避ひ』の魔ま術じゆつだった。あれは間違い無く『世界災厄の魔女』の証明になってしまう。しかし、下へ手たに解除してしまったら、るうるが守ろうとした君を失ってしまう。それに、カミサキがどう動くかも未知数だった」

　繫さんは、「君に礼を言うよ」と言った。

「君の機転と、るうるを想おもってくれる気持ちが、全すべてを解決に導いた。本当にありがとう」

「……いいえ。みんなのおかげです」

　俺がそう言うと、繫さんは微笑んだ。

「そうだね。きっとそうなんだろう。るうるは本当に良い仲間に恵めぐまれた」

　暫しばらくの間、るうるの顔を愛おしげに見つめていた繫さんは、

「さてと」

　と言って、立ち上がった。

「そろそろ、僕は行くよ。連れん絡らくをしておいたから、もうすぐちゃんとした警察がやってくる筈はずだ」

「え、あの。行くって、どこへ……」

　慌あわてて聞く俺に、繫さんは微笑み返す。

「言ったろ。『世界災さい厄やくの魔ま女じよ』は──つまり、僕は──この世に存在しちゃいけないんだ。でもまだ死ぬつもりは無いんでね。また姿を隠かくすよ」

「るうるはどうするんですか！」

　俺は反射的に叫んでいた。繫さんの目が少し大きくなる。俺の口は止まらなかった。

「こいつは、ずっと、あんたを捜さがし続けてきたんだ！　なのにあんたは、またこいつの前から去るのかよ！　そんなのって無いだろ！」

　繫さんは暫く俺を見つめ、柔やわらかく微笑んだ。

「そこまでこの子の事を想ってくれてありがとう。君が側にいてくれれば、きっと妹は大丈夫だ。自分を見失って、世界を改変したりはしないだろう」

　それは、俺の言葉に何一つ回答していなかった。けれど、繫さんはそのままくるりと俺に背を向けた。

「いつか、僕の存在を世界が許容する時が来るかもしれない。そうなったら、帰ってくるよ。もし、それまで待てないのであれば──」

　顔だけくるりとこちらに向け、繫さんは、にやりと、挑ちよう戦せん的な笑えみを俺に向けた。

「──捜しに来たまえ。君にその力があるのなら、だけれどね」

　あ、やっぱり兄妹きようだいなんだと、俺はその時思った。

　なので、俺は敢あえて、不敵な笑みを返す事にした。

「その言葉、忘れるなよ。俺はゲームが得意なんだ」

「期待しているよ。それじゃあ、改めて。さようなら、諸君」

　繫さんが右手を持ち上げ、パチンと指を弾はじいた。

　音が消えるよりも前に、繫さんの姿は無くなっていた。

　俺は力が抜けてしまって、るうるを抱きかかえたまま、床にうずくまった。

　これで、ようやく、全部、終わった。

　長い一日だった。沢たく山さんの魔術を破った。死の危険も感じた。

　でも、そのどれもが、俺にとって必要な事だった。

　自分の存在に自信を持てなかった俺はもういない。今日から俺は、改めて、犬海丸として生きていくんだ。

　体は疲つかれ切っていたけど、気持ちは高まっていた。

　るうるの目が覚めたら、沢山話してやりたいと思った。

　特に、繫さんの事を。

　腕うでの中でくーくー寝息を立てているるうるを、俺はもう一度、優しく抱きしめた。







　終章　未来








　お兄ちゃんへ




　前略。お元気ですか。

　ちょっと長くなりそうだから、メールじゃなくて、手紙を書いています。

　まあ、どこかに送るって訳じゃ、ないんだけどね。




　お兄ちゃん。私ね、ずっとお兄ちゃんの事を捜さがしてた。この十年間。ずっと。

　でもね、同時に、多分見つけられないんだろうなって思ってたの。

　心のどこかで、分かってたから。

　お兄ちゃんが姿を消したのは、私の為ためなんだって。

　私を守る為に、いなくなる必要があったんだろうなって。

　だってそうじゃなきゃ、私を置いてお兄ちゃんが消えちゃう筈が無いもの。




　だから、お兄ちゃんがいなくなった理由を、十年前に何が起きたのかを知るのが、私は怖こわかった。

　タマキ達が一いつ緒しよに調べてくれたから頑がん張ばれたけど、本当は、ずっと怖かった。

　私がお兄ちゃんを見つけてしまったら、何が壊こわれてしまうのかを知るのが怖かった。

　それを知ったら、私は諦あきらめちゃうんじゃないかと思ったの。お兄ちゃんを捜す事を。

　私は、私が諦めちゃう事が、怖かった。




　今は、全てが分かる。

　お兄ちゃんが私を守ろうとしてくれた事。タマキを守ろうとしてくれた事。

　そして、まだ、私の前に現れる訳にはいかないって事も。

　本当に、本当に、いままで、私を見守ってくれて、ありがとう。

　ずっとずっと大好きだったし、これからも、大好きです。




　で、ね。怒おこらないで聞いてね。

　お兄ちゃんの考えている事は、よーく、分かりました。

　分かった上で、ね。

　やっぱり私は、お兄ちゃんを捜します。

　絶対絶対絶対、見つけちゃいます。

　魔術を使って隠れたって無む駄だよ。そんなのタマキが全部破っちゃうからね。

「世界災厄の魔女」が、どうしたって言うのよ。

　そんなの、私とお兄ちゃんが一緒にいられない事に比べたら、どうって事の無い問題よ。

　本当は、お兄ちゃんだって、気づいてるんでしょ？

　この世界にはね、強くて温かくて大切な力があるんだって事。

　それは、誰だれもが持ってるの。誰だって、使う事が出来るの。

　その力に比べたら、魔術なんて、全然たいした力じゃないわ。

　カミサキは、それに気づけなかったから、自分の力に溺おぼれてしまった。

　私はそれを見つけたの。お兄ちゃんにも、教えてあげる。

　タマキに出会って、分かったの。

　それはね──












「るーちゃん。受け付けの位置、ここら辺でいい？」

　碓うす氷いが借りてきた机を動かしながら聞くと、テーブルで熱心に便せんに字を書き連ねていたるうるがガバッと起き上がった。そして碓氷の方を向いて、顎あごに指を当てる。

「えとね、もうちょっと入り口寄りがいいな」

「了りよう解かい」

「水み那な斗とさん。お客さんにお出しするクッキー、試作品作ってみたんですけど」

　小こ春はるさんがクッキーの入った籐とうかごを机に置くと、るうるがぱっと笑顔になる。

「後で食べるー！」

　ガラリと入り口が開いて、御み剣つるぎが部室に入ってくる。手にはプラスチックの小さなケースを持っていた。

「ねえ水那斗、画が鋲びよう貰もらって来たわよ」

「ありがと！」

　るうるは広げていた便せんを丁てい寧ねいに折って、カバンにしまった。そして、代わりにＢ５サイズのわら半紙を何枚か取り出して、御剣に渡わたす。

「じゃあ外の壁かべにこのポスター貼はってくれる？　タマキに手伝ってもらって」

「了解。ほら、犬いぬ海かい、行くわよ」

　ぼんやりとその光景を見ていた俺は、のんびりと立ち上がる。

「へーいへい」

　文化祭当日を明日に控ひかえ、今日も欧おう文ぶん研けん部室は大おお騒さわぎだった。




　あの後、警察が突とつ入にゆうしてきて、俺達は無事保護された。

　十年前の失しつ踪そう事件の死体が突とつ然ぜん、しかも大量に現れた事で、捜そう査さは一からやり直しになったらしい。俺達も最初は重要関係者として連日取り調べを受けた。

　けれど、田た賀がが洗いざらい吐はいたのと、十年前の主犯であるカミサキが捕つかまった事で、俺達への取り調べは徐じよ々じよに回数が減っていった。

　ちなみに、月つき城じようさんは警察を辞やめた。刑けい事じになったのはカミサキであって自分では無いから、というのが理由だそうだ。

「刑事も楽しそうではあるけど、やるなら私の実力でもう一度なってやるわ」

　と、言っていた。

　就職活動中の月城さんは、これまでの時間を埋うめようとするみたいに、毎日のように甲か斐いさんに会いに「ねこのあしあと」に通っているらしい。

　甲斐さんはそんな月城さんの行動を迷めい惑わくがっていたが、バイトの御剣に言わせると、

「あいつ、月城さんが来る時間を見計らってコーヒーの準備してるのよね。そういう所、意外とマメなのよ」

　との事だった。

　その甲斐さんと言えば、事件が終わった後るうるの追及に負け、定期的に繫つなぐさんと連れん絡らくを取っていた事を白状させられた。

　繫さんはるうるに近づいてくる妙みような奴やつがいないか見張るように、甲斐さんに頼たのんでいたというのだ。そして、十年ぶりに再会した月城さんについて、信用するなと警告していた。

「まあ、俺は一目見た時から、こいつは舞まい花かじゃないって、分かってたけどな」

　と、甲斐さんはいつもの調子で言ってたけど、微び妙みようにのろけに聞こえた。

　甲斐さんが言うには、繫さんは秘密の隠かくれ家がを持っていて、毎回向こうから連絡があって、そこに会いに行っていたとの事だった。

　ところが、事件の後そこに行こうと思ったら、どうしてもその場所も、誰に連絡をするのだったかも思い出せないのだという。電話番号も、携けい帯たいのアドレス帳から消えていた。

　恐おそらく、甲斐さんはなんらかの魔ま術じゆつにかけられていたのだろう。

　とにかく、これでまた、繫さんへの足取りは無くなってしまった。

　けれど──




「ほら犬海、なにぼさっとしてんのよ」

　声をかけられて横を見ると、御剣が睨にらみ付けていた。突つき出された手には画が鋲びようが四つのせられている。

「さっさとポスター貼って中に戻もどる！　やる事はいくらでもあるのよ！」

「ああ、すまん」

　画鋲を受け取って、「アナログゲーム展示中！」と大きく書かれたわら半紙を壁に貼る。

　事件の騒そう動どうや、その後の取り調べなどがあって、欧文研は文化祭の準備時間を全然取れなかった。という訳で前日の今、急ピッチで作業中だ。

　四よ隅すみを画鋲で留とめ、曲がっていないか確かく認にんしていると、入り口からひょいとるうるが顔を出した。

「終わった？　終わったらちょっと休きゆう憩けいしてアイのクッキー食べよ。試食会♪」

「あのね水那斗、そんな余よ裕ゆうぶってたらホント終わらないわよ？」

「大だい丈じよう夫ぶだよー」

　御剣とるうるが部屋の中に入り、俺は遅おくれて後を追う。

　繫さんへの手がかりが無くなり、るうるはまた落ち込むんじゃないかと俺は思っていた。

　けれど、そんな事は無かった。

　逆に、あの事件以来、るうるはちょっとだけ、変わった。

　なんと言えばいいんだろう。成長したというのは失礼な気がするし、大人っぽくなったというのもちょっと違ちがう気がする。

　一番近いのは、元気になった、なのだけど、でも元から元気だしなあ……。

　今日もそうだ。いつもならアナログゲームを片かた端はしから広げて遊んでいるだけなのに、ずっと部長として主体的に文化祭準備の指示を出して、率そつ先せんして動いている。

　るうるはとても楽しそうだった。その笑え顔がおに吸い込まれそうになる事もしばしばあった。

「でも、何が変わったのかなあ……」

　るうるをぼんやり見ながら、思っていた事が口に出る。すると、

「犬海君」

　すぐ隣となりに小春さんがいた。呟つぶやきを聞かれてしまったらしい。

　お盆ぼんを両手で持った小春さんは、にこっと笑って言った。

「そういう時は、『いい女になった』って言うんですよ♪」

　俺は驚おどろいて小春さんを見つめ、やがて、苦く笑しようしながら首筋を搔かいた。首筋には、今はもうあの傷きず跡あとは無い。

「……参りました」

「よろしい。さ、犬海君もクッキーどうぞ」

　そうか。いい女、か……。

　椅い子すに座り、籐かごに並んだクッキーを一枚つまんで、一口食べる。

　サクッという食感が心ここ地ちよい。

　机の向こうでは、るうるが御剣、碓氷と、この後の作業について打ち合わせている。その輪に小春さんも加わった。

　四人が、楽しそうに話をしている。

　実感する。

　俺達は、日常を取り戻したのだと。

「……多分、だけど」

　実は、俺は最近、少しだけ想像している事がある。




　俺のこの魔術を破る能力は、るうるが俺に与えた物なんじゃないだろうか？




　蘇よみがえった記き憶おくの中では、俺は魔ま術じゆつ師しだった。そして、魔術を破れる存在になりたいと思っていた。そしてるうるは、「わたしにはそれが出来る」と言っていた。

　るうるは、俺の願いを叶かなえたんじゃないだろうか？　自分の魔術の力を使って。

　もしも、そうだとしたら。

　俺という存在が、るうるが「世界災厄の魔女」である事を証明している事になる。

「……まさか、な」

　小さく呟つぶやく。この事については、あまり深く考えない事にしている。

　ただ、もう一つ、想像している事がある。




　もしかしたら、この世界は、既すでにるうるによって造つくり替かえられた世界なのではないかと。

　もしかしたら、本当に魔術の力を持っているのは本来るうる一人だけなのではないかと。

　もしかしたら、るうるは友達が欲しくて、自分以外にも魔術が使える人がいるように、この世界を造り替えたんじゃないかと。




　それを、確かめるのは簡単だ。俺が、それを言葉にすればいい。

　でも、もちろん、そんな事はしない。

　俺は今のこの世界に満足している。るうるがいて、皆みながいる。特に文句は無い。

　だから、それを破ってみようとは思わない。

　それに。

　それに、もし仮に、俺が想像した通りの魔術が世界にかけられていたとして、何かの弾はずみでその魔術が解けちゃったりしても、俺は自分が何をするべきなのかを知っている。

　るうるの側そばにいてやる事だ。

　あいつの手を握にぎって、どんな時でも、何があっても、お前は一人じゃないって言ってやる事だ。

　それが、俺が自分に課した、「ルール」なんだ。

「はーい、注目！」

　突とつ然ぜんるうるが椅子から立ち上がって手を挙げる。

　るうるは期待80％、高こう揚よう感かん20％を大きな二つの瞳ひとみに浮うかべて、俺を見つめた。

「な、なんだよ」

「ただいまから、Ｒｕｌｅ[image: アポストロフィー]ｓルールズ　Ｒｕｌｅルールをやります！　解答者は、もちろんタマキ！」

　ぴっと指をさするうる。いや、るうるだけじゃ無い、側にいた御剣も、碓氷も、小春さんも、楽しそうに俺を指さしている。

　俺は呆あきれて脱だつ力りよくした。

「文化祭の打ち合わせしてたんじゃないのかよ……」

　たまに真面目まじめにやってると思ってたらすぐこれだ。

　やる気のなさそうな俺を見て、るうるは人差し指を顎あごに当て、「うーん」と考えた。

　やがて、

「じゃあ、もし十五分以内に解答出来たら、女子部員からキスのプレゼントがあります」

　突然の宣言に、るうる以外の女子部員が慌あわてる。

「ななななな、何言ってるんですか！　水那斗さん！」

「そ、そうよ！　そういうのは二人で勝手にやってなさいよ水那斗！」

「あはは、うらやましいなあタマぴょん」

　碓氷は笑ってこちらを見る。彼女持ちの余裕か。

　……まあ、俺も、なんだけど。

　俺は立ち上がった。

「よし分かった。その勝負、受けて立つ」

「いいいいい、犬海君!?」

「あんたもちょっとは遠えん慮りよしなさいよ犬海！」

　二人の抵てい抗こうを無視して、俺はるうるに不敵な笑みを浮かべる。

「よほど自信があるようだが、俺のこれまでの勝率を分かっているんだろうな。覚かく悟ごしろよ、るうる。さあ、開始の合図を出せ」

　るうるがパッと笑顔になる。そう、るうるは良く笑うようになった。それが、俺には一番嬉うれしかった。

　机から身を乗り出したるうるは、歌でも歌うようにこう言った。

「遅おそい、遅いよ、キミ」

　そして、器用にウィンクする。

「ゲームはもう、始まってるよ」








「それがるうるの支配魔術イレギユラー」完　









　あとがき




　思い出話をしましょう。

　土屋は27歳の時、紆う余よ曲折あってＳＥからゲームプランナーへの転職を試みていました。

　第一志望だった某ぼうゲームメーカーの募ぼ集しゆう要よう項こうには「自分で考えたゲームの企き画かく書しよをＡ４用紙２枚にまとめた物を送って下さい」と書かれていました。

　その時、土屋は「他の人と同じ事をしていたら埋うもれてしまうだろう」と考え、最終的に「Ａ４用紙２枚にまとめたゲームの企画書」を10個送る事にしました。「企画書の数は１種類まで」とは、募集要項には書いていませんでしたから！

　お分かりかと思いますが、その時土屋は、提示された「ルール」を拡大解かい釈しやくし、その「ルール」を自分の要求に沿うようにねじ曲げてしまったのです。

　最終的に、土屋はそのゲームメーカーにプランナーとして入社する事が出来ました。企画書乱れ撃うちがどの程度効果があったのかは分かりません。ただ、次の年から募集要項が「企画書は１種類まで」と変わったので、何かしら意味はあったのかと思います（笑）。




　この話には続きがあります。

　その後社内のチームに配属され、ゲーム開発が始まる訳ですが、ある日そのチームの上長に、数名いた採用者の中で、土屋を選んだ理由を聞く機会がありました。その時、上長は「プログラミングの素養があるプランナーが欲しかったから」と答えました。

　一応解説しておきますと、今のゲームプランナー職というのはプログラミングスキルがほぼ必ひつ須すでして、大なり小なりゲーム開発の為ために言語（スクリプトと呼ぶ事が多い）を扱あつかえる必要があります（なので将来ゲームプランナーを志している人は今から何かしらのコンピューター言語に触ふれておくと良いと思います。あと英語が分かると世界が広がる）。

　土屋が配属されたチームは開発末期で、即そく戦せん力りよくでかつ与あたえられた言語をすぐ使いこなせる人材が必要だったのです。前職がＳＥだった土屋はそこにすっぽり収まり、それまで培つちかった能力を活いかす事が出来ました。

　今は知りませんが、土屋が受けた当時、募集要項には「プログラミングの素養がある人優ゆう遇ぐう」とは書いていませんでした。つまり、提示された「ルール」には、隠かくされたレギュレーションが存在しており、土屋はたまたまそれを満たしていたのです。

　このように、本来物事を規定する存在である「ルール」という物は、現実の状じよう況きようにおいては、いや、現実の状況だからこそ、決して厳密な物ではなく、必要に応じて拡大解釈したり、隠されたレギュレーションを探し出し得る、とても曖あい昧まいな代物なのです。

　強調しておきますが、「曖昧だから悪い」という話ではありません。我々が住むこの世界には、「答えのある問題」よりも「答えがあるかどうか分からない問題」の方が遥はるかに多く存在します。そんな中で、誰だれもが納得し、従う事の出来る「ルール」など、どうやって作れると言うのでしょうか？

　この世界は曖昧です。だから、そこに構築された「ルール」もまた、曖昧なのです。

　今、皆みなさんの前には、無限の可能性を持つ競技場が広がっており、そしてその手には、とても曖昧な記述が満まん載さいのルールブックが握にぎられています。これからどうプレイするかは皆さん次第です。気づいていましたか？　ゲームはもう始まっています！




　　　　◆




　お久しぶりです。土屋つかさです。『それがるうるの支配魔術イレギユラー　Game6：リライト・ニュー・ワールド』をお届けします。お楽しみ頂けたなら望外の喜びです。

　我ながら前巻を凄すごい引きで終わらせた為、今回は早めにお届けしたいと思っていたのですが、出来上がってみたらいつもと同じペースでした。すみません（平伏）。今後はもうちょっと執しつ筆ぴつ速度を上げて行きたいと目標を書くだけならタダなので書いておきます。

　今回サブタイトルが本当にギリギリまで決まりませんで、担当さんと延々悩なやんでおりました。最終的に「今巻と、その先の彼らへの含ふくみを持たせた物にしよう」となり、このサブタイトルに決まりました。いかがでしょうか？




　　　　◆




　謝辞を。毎巻素す晴ばらしいイラストでキャラクターに命を吹ふき込んでくれたさくらねこさん。本当にありがとうございました。作品の構造上イラストにしにくい時が多々あったかと思うのですが、毎回見せていただくラフが、執筆のモチベーションを上げる原動力になりました。また機会があれば、お仕事ご一いつ緒しよ出来ればと思います。

　フィーリングで話を展開しがちな土屋の文章を、本当に細かい所までチェックし、矛む盾じゆん点や不足点を洗い出し、その修正案を一緒に検討してくれた担当編集のＵ野さん、本当にありがとうございました。デビュー時から担当していただいているのですが、土屋が今日までやってこれたのは、Ｕ野さんのサポートのおかげと思っています。

　そして、これはもう言うまでも無い事ですが、読者の皆様に百万の感謝を！　皆さんのおかげで、土屋は今日まで書いてこれました。そして、これからも書き続けられます。本当に、どうもありがとう。




　　　　◆




　さて、次回作はもう内容が決まっていたりします。本当は「もう書き始めています」と書きたいのですが、残念ながらまだその段階ではありません。も、もうちょい……。

　タイトルは「超粒子実験都市グロアポリスのフラウ」になる予定（仮か称しようです）。ジャンルで言うと現代異能バトルになる……のか、な？　雰ふん囲い気きは全然違ちがうかも。

　人体を含むあらゆる物体に干かん渉しようし挙動を変える「グロア粒りゆう子し」が、常時散布滞たい留りゆうしている実験都市が舞ぶ台たいです。その都市で生まれ育ち、特とく殊しゆな能力を持った子供達が、不思議な少女フラウに出会う所から、物語が始まります（今のところの予定では始まる筈はず）。

　次も、土屋らしい作品になるかと思いますので、どうぞ手に取って頂ければと思います。春頃ごろにはお届け出来る予定です。お楽しみに！




　　　　◆




　物語はひとまず終わり、次の物語が始まります。

　それではまたお会いしましょう。土屋つかさでした。




　　　　◆




　追つい伸しん　著者の最新情報はブログでどうぞ。「今か無しか」で検けん索さくして下さい。

　土屋つかさの今か無しか

　http://someiyoshino.at.webry.info/




　Twitterもやっていますのでフォローどぞです。

　TwitterID：@t_tutiya
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